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Chapter 1 




本章で は， 各 ツールの コ マン ドライ ン 上で 使用す る オプション スィ ツチに つ し 
て 解説し ます。 



1.1 



GCC オプション 



GCC を 構成す る 3 つの プログラムの コ マン ドラ イン 才ブシ ョ ンスィ ツチに つ 
いて 説明し ます。 GCC は， 以下の 3 プログラムから 構成され ています。 

• gcc.x 

コ ン パイ ラ ドラ イノく 

秦 gcc—cpp.x 

プリプロセッサ 

• gcc—ccl.x 

コンパイラ 本体 

これらの プログラム は， それぞれ コ マン ドライ ン ォプシ ヨン を もっています。 

gcc.cpp.x と gcc—ccl.x の 2 つに ついては， 個別に 实行 する 場合 を 除いて 特に 

知る 必要 もない のです が， 今 l"j は， これら も セクション を 設けて 説明して おき ま 
した。 




1) Makefile というの は， 
ソースの 依存 W) 係 を 考慮 
して コンパイル 作業 を自 
動で 行う ツール Make 
のた めの ファイルです。 



X68000 GCC に は， 豊富な コンパ ィ ラ 制御 ォプシ ョ ンが 用意され ています。 
GCC は 本来， UNIX で 標準に 用意され ている CC とほ ぼ 同様の 制御 ォプ ショ 
ンを 備えて いますが， それに加えて X68000GCC に は 別の 独自の 制御 ォプ ショ 
ンが 追加され ています。 この オプション は， コマンド ライン 上で" -" といく つか 
の 文字 を 記述す る ことで 実行され ます。 XC では "/" を スィッチ キャラクタ とし 
て 使えます が， GCC では "-" のみです。 そのため， XC および GCC で 共通 
する Makefile u を 記述す る 場合に は "/" でな く "-" を 用いて ください。 XC は 
"-" も スィッチ キャラクタ として 受け入れ 可能です。 また， コンパイル ォ プショ 
ンを 与える 際に 注意し なければ ならない こと もあります。 たとえば 「最適化 あ り 
(- 0)」 ， 「アセンブラ ソース 生成 （-S)」 の 2 つの ォプシ ョ ンを 指定す る 場合， 



お 



A>gcc 一 0 - S test - c 




Chapter 1 —— 才 ブシ ヨン スィッチ 



とします。 コンパイラに 指示 を 与える オプション は， 1 つの "-" に対して 1 つで 
す。 この f 列で， 




とする の は 誤りです。 また いくつかの オプション は， 環境 変数に 設定して おく こ 
と で， コ ン パイ ラ に 特に 明示 指定 しなくても 指定され たように ふるまわせる こと 
もで きます。 

本 セクション では "定義"， "宣言" といった 言葉が たく さんで てきます。 一般 
に， この 言葉 はわり と あいまいに 用いられて いますが， 本 セクション 内での 説明 
は 非常に 厳密です。 また 各 オプションの 説明 は， 筆者が 独自に 自分の 言葉で 記述 

した も のです。 GCC ォ リ ジナル ドキュメント の 直訳で は あ り ません。 

X68000 GCC に 用意され ている コンパイル ォ プショ ンは， 以下のと おりで 

す。 大文字と 小文字 は 区別され ます。 また コマンドの 説明に は， 可能な かぎり 実 
際に 使用した 例 を 挿入し ま した。 




gcc.x が 受け入れる ことができる ォプシ ヨンのう ち， GCC に 最初から 備え ら 
れ ている ォプシ ョ ンの 機能に は 次の ものが あ り ます。 



"-a" ブロック 単位での プロファイラ 

"-ansi" ANSI 違反の 報告 

"-C" コメント を 削除し ない 

"- c" 才ブ ジヱク ト ファイルの 生成 

"- D" マクロの 定義 

"- E" プリ プロ セッ サ 処理 結果の 出 力 

"-f" 最適化の 許可 ノ 禁止 

"- g" ソースコード デバッグ 情報の 生成 

"- 1" ィ ン クルー ドバスの 指定 

"- 1" ライブラリの 指定 

"- M" ファイル 依存 M 係の 出力 

"- MM" ファイル 依存 関係の 出力 

"- mr egparm" 引数 を レジスタ 渡しに する 

"- mshort" int を 16 ビットに する 

"- m68881" 68881 用コー ドの 生成 

"-0" 最適化の 実行 

"-o" 出 カフ アイ ルネー 厶の 指定 

"- P" プロファイラ コー ドの 生成 

"- pedantic" ANSI に 厳密に 適合 
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"- Q" バー ポーズ モー ド 指定 

"- S" アセンブラ ソースの 生成 

"- traditional" 伝統的な C 言語 仕様に 準拠 

"-trigraph" trigraph シーケンスの 認識 

"- U" マクロの 削除 

"- v" コ マン ドラ インの 表示 

"- version" コ ン パイ ラの パージ ョ ン 表示 

"- W" ヮー ニン グの 許可 ノ 指定 された ヮー ニン グの 許可 

"-w" ワーニングの 禁止 



書式 •• -a 

機能 ： 関数 内部の ブロ ック 単位で プロ ファイル を 行います。 
解説 ： 関数 内部の ブロック 単位での プロ ファイル を 行います。 "- SX" ォ プショ 

ンと 同時に は 使えません。 コンパイラ ドライバ は， リンカに 対して プ 
ロフ アイラ 情報 を 出力す る ライ ブラ リのリ ンクを 指示し ます。 




一 ansi 

ANSI C に 合致 し ない 記述 を 警告 します。 

GCC の ANSI C 規格に 適合し ない 拡張， asm, inline, typeof を 
禁止し ます。 また， ANSI の trigraph シーケンス を 認識し ます 2 )。 
GCC は， デフォルトで はこれ を 認識し ません。 また" - ansi" ォプ 
シ ヨン は， 非 ANSI プログラム 記述 を 完全に 拒絶す る わけで も あり ま 
せん。 List 1-1 は その 典型的な 例です。 

ANSI C では "キャス ト された 式" は 左辺 値で はあり ません 力、 この 
ォ プショ ン では エラーに はなり ません。 厳密に ANSI C を 遵守す る 
に は， "-pedantic" オプションと 一緒に 指定して ください。 
また， "- ansi" ォ プショ ンは マクロ __STRICT_ANSI- を プリ プロ セッ 
サに #defi ne させます。 これ を 利用 すれば， GCC の 拡張 予約語 を 
ワーニング なしでへ ッ ダ などで 使えます。 

A>gcc test .c 一 0 - S - ansi 

A>gcc test .c - 0 - S - ansi -pedantic 

test .c: In function foo: 

testae: 4: Error ： 代入に 不正な 左辺 値が あります 

A:/BIN/gcc-x: Program gcc.ccl.x exit status 33. 
A> 



に hi l-I • ANSI に 適合し ない 例 



1 ： int foo (int *x) 

2： { 

3: (char *)x = 0; 

4: } 



害 式 

機能 
解説 

2)GCC の 作者で あ る 
R.M.Stallman 氏 は 
trigraph シーケンス 

を asfp しています。 
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コメント を 削除し ない "-E" 



書式 ： -c 

機能： コメント を 削除し ないで， プリプロセッサの 出力 を 標準出力へ 書き出 

します。 

解説 ： "- E" ォプシ ョ ン では ソースファイルに 記述され ている コメ ン ト を 削 



除し ます 力、'， この ォプシ ヨンで は コメント は 削除され ません 



o 



A>tvpe test .c 
#include <stdio-h> 
#include "my.head.h" 
/* コメント */ 



o 



} 



+寸 



に:' 



A>gcc test.c - C 
# 1 "test.c" 

# 1 •'aAincludeXstdio.h" 1 



' -' 



# 1 "test.c" 2 



# 1 "my— head. h" 1 
int foo; 



# 2 "test.c" 2 
/* コメント */ 



main () 
> 

A> 
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才ブジ I ク ト ファイルの 生成 




害 式 

機能 
解説 



一 C 



リ ン クを实 行し ません 



o 



ソースファイル をリ ロケータ ブル オブジェ ク ト にまで 展開して コンパ 

ィルを 終了し ます。 "-o" オプションで 出力 ファイル を 指示し ない 場合 
は， ソースファイルの 拡張 子 を ".0" で 置き換え たもの を 出 カフ アイ 

ルと します。 



ふ 



2 ファ 



ファイル 使用量 



***K Byte 使用可能 



A>dir 

A:\ 

**K Byte 使用 中 
**K Byte 使用 

ふ…… ど: c 60 
my— head h 12 

A>gcc test . c - c ' 

test.c: 8: Warning ： コード 最適化 は 行われて いません 

A>dir 



3 ファ 



ファイル 使用量 
test 

my .head 



A:\ 

**K Byte 使用 中 
**K Byte 使用 

c 60 

h 

o 162 



***K Byte 使用可能 
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書式 ： -D < マクロ 名〉 

機能： マクロ を コマンド ライ ンで 定義し ます。 

解説： < マクロ 名 > を #define します。 ソースファイルの 先頭に， "#define 

< マクロ 名 >" を 記述した 場合と 等価になります。 



害 式 ： -D く マクロ 名〉 二 <値> 

機能： マクロ をコ マン ドラ インで 定義し ます。 

解脱： < マクロ 名〉 を <値> に #defin e します。 この オプション を 指定す る 

と， ソースファイルの 先頭に "#define く マクロ 名〉 く 値〉" を 記述し 

た 場合と 等価に な り ます。 シヱル が 解釈す る 文字に 注意して く ださい。 
シヱル が 扱う 文字 を マクロに 定義させる 場合 は， シヱル に 応じた エス 
ケープが 必要です。 
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書式 ： -E 

機能 ： プリプロセッサの 出力 を 標準出力に 書き出します。 

解説： プリプロセッサの ^理結 果を 標準出力に 出力して 終了し ます。 プリ プ 

口 セスの 結果， 次の コ ン パイ ル 段階で ェ ラーになる 場合の 原因 究明に 
役立ちます。 



A>type test .c 
#include <stdio.h> 
#include "my .head. h" 

main () 

{ 
} 



A>gcc test .c 一 E 
# 1 "test.c" 

林 1 "a:\include\stdio.h" 1 



… 



# 1 "testae" 2 



# 1 "my 一 head. h" 1 
int foo; 



•v い 



x 4^ ^i 



# 2 "test.c" 2 



} 

A> 



0 



. 、 



一 ^. 



n 燥' • ^ 




書式 

機能 
解説 



- f く 文字列〉 

特定の 最適化 を 許可お よ び 禁止 します。 

"- f" オプション は， 特定の 最適化の 許可 を 行ったり 禁止した りする 



ための ォプシ ョ ン です 



o 



-f no - 〈文字列〉 は く 文字列〉 を 禁止させる 形式です。 つまり X68000 
GCC では， -f no- く 文字列〉 形式の 説明 は， デフォルトで 許可され て 



レ 、 る 最適化 を 禁止して いる ことになります 



o 



X68000GCC では， 環境 変数で いくつかの オプション を デフ オル ト 



設定に する ことができます。 
-f caller-saves 

関数 呼び出 しで， 破壊され る レジスタ 3 ) に対して 変数 を 割 り 付け 
る こと を 許可し ます。 通常， このような 割り付け は， よりよ いと 
思われる 場合 以外 は 避けられます。 これらの レジスタ は 関数 呼び 
出しで 破壊され るた めに， コ ンパ イラ は それら を 保存す るた めの 
コード をよ ぶんに 生成し ます。 68000 の 場合に は， レジスタが 16 
本と かなり 多い ので， この オプション を 指定し なくても， たいて 



❖ 



いは 十分に 速い コード を 生成し ます 



o 



- f combine - regs 

GCC に は， コ ン パイ ル 時に 複数の 命令 を 単独の 命令に 最適化す 
る 機能が あります。 この オプション は， その 過程に おいて レジス 
タ 間の 複写 命令の 複合 化 を 許可し ます。 です が 68000 において， 
この ォプシ ョ ンの 使用に よる ォ ブジェク トコ 一 ドの 違い を 筆者 は 
発見した ことがあり ません 
V -f f orce-addr 

ポインタ などで アドレス を 指定して メモリ 演算 を 行う とき， その 
ァ ドレス を レジスタに 胃す るよう なコ一 ドを 生成し ます。 68000 

では ボイ ンタを 多用した 場合， レジスタ ァ ロケ ーショ ンでァ ドレ 
ス レジスタが 不足す る 傾向が あ り ますので， この ォプシ ヨン を 指 



o 



定 しない ほうが しばしば 速い コード を 生成し ます。 
- f force - mem 

メモリ 間の 演算 を レジスタ 上で 行う ような コード を 生成し ます。 
X68000 GCC では， 被 演算 数が 定数で ある 乗算 はすべ てシフ 
卜と 加 減算で 計算す るので， 配列 を 多用して いる 場合， この ォプ 



シ ヨン を 指定して おく と 非常に 有効です。 
- f inline - functions 

コンパイラ は "inline 展開で きる" 関数に ついては， その 関数 
を 呼び出す コー ドを 生成し ないで， 直接 その 関数の^ 理を 呼び出 
し 位置に 埋め込みます。 inline にす るか どうか は， コンパイラ 



3)X68000 GCC では 
dO, dl， d2, aO， al, 



a2 が 該当します 



O 
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開発 ツール 一 第 2 部 



が 自分で 判断し ます。 も し， その "inline 展開で きる" 関数が 
static であれば， その 関数に 対応す る アセンブラ コード は 生成 
され なくなり ます。 

- f keep - inline - functions 

"inline 展開で きる" 関数が static であ り， すべての 呼び出 し 
が inline に 展開され た 場合で も， その 関数に 対応す るァ セン ブ 
ラ コード を 生成し ます。 
-f no-defer-pop 

通常 GCC は， 関数 呼び出し 後の スタック 補正 を 複数の 関数 呼 
び 出 し 後に 一括して 行います。 この オプション は それ を 禁止 し ま 
す。 X68000 では， スーパーバイザと ユーザと を 切り替える 関数 

を 使った 場合に この ォブシ ョ ンが 必須でした。 しかし X68000 
GCC では， 環境 変数の 設定に よって 特に 指示し なくても， コン 
パイ ラが 認識して 適切に 扱う コード を 生成し ます。 
V - f no - function - cse 

レジスタ 間接 呼び出 し が 可能で， かつ その ほうがより 速い マシン 
では， 関数の アドレス を レジスタに 保 待して， レジスタ 問 接 呼び 
出し を 行います。 68000 は その 種類の CPU なので， デフォルト 
で - function - cse オプション は 許可され ています。 これ は， そ 
れを 禁止す るた めの ォプシ ョ ン です。 

- fno - peep - hole 

コンパイルの 最終 段 階で 行われる 舰き 穴 最適化 を 禁止し ます。 特 
に 意味の ある ォプシ ョ ンとは 思えません。 
♦;♦ - f omit - frame - pointer 

必要がない 場合， GCC は スタック フレーム を 生成し ません。 
68000 CPU において， たいていの 関数 は ほとんどの 変数が レジ 
スタに 害 lj り 当て 可能です ので， この オプション は 非常に 有効です。 
ただし "-g" オプションと 併用した 場合に は， デバッグ 作業に 支 
障 をき たす ことがあります。 なぜならば デバッガ では， 各 関数 は 
すべて スタック フレーム を 生成す る 前提に なって いるから です。 

♦:♦ - f pec - struct - return 

GCC では 構造体 を 返す 関数 は， 呼び出 し 側で 返す 構造体 を ス 
タツ ク 上に 確保して， その ポインタ を 呼び出し 関数に 渡す ことで 
戻り 値 を 得て います。 XC では， このような 関数 は static なメ 
モリ を 暗黙に 生成して， そこに 戻り 値 を 返して きます。 したがつ 
て， 通常 XC と GCC とで は 構造体 を 返す 関数に おいて 互換性 
がまった くありません。 この オプション を 指定す ると， GCC は 

ほう は 小さな 構造体で は 効率が 悪く， また リエ ント ラントで は あ 
り ません。 
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- f strength-reduce 

loop 内部での 演算 強度の 軽減 を 行おう とします。 かなりの 効果 
が 期待で きます が， コンパイル 速度 は 低下し ます。 通常 は， 環境 
変数で 設定して おきます。 
一 f unsigned - char 

符号 指定の ない char を unsigned char と して 扱います。 この 
X68000 GCC では， 符号 指定の ない char を signed char と 

して 扱う ようにして 作成され ています。 
- f writable - strings 

すべての 文字列 リ テラル を 個別に 扱い， また 実体 を .data セク 



、 
、 



o 



ヨンに 出力す るた め， 文字列 リテラルが 書き換え 可能に なり 
ます。 この オプション を 指定 しないと， 正しく 動作し ないような 

ソースコード は， 極めて 移植性が 低い といえ ます 
❖ -f レジスタ 割り付け オプション 

GCC に は， コ ン パイ ラの レジスタの 使い方に ついて 制限 や 指定 
を 行う ォプ ショ ンが 用意され ています。 これらの ォ プショ ンはァ 
セン ブラ 主体の プログラム 開発に は 便利です が， コ ン パイ ラのレ 
ジス タ 使用方法 について 熟知して いないと， 大変な 混乱 を 引き起 
こす 原因に もな り ます。 

• - f fixed - < レジスタ 名 > 

く レジスタ 名〉 で 指定され た レジスタ を 使わない コー ドを生 
成します。 どの レジスタ を 使わない ようにで きる のか は， コ 



、 



o 



ィ ラ の 動作 条件に よって 変化し ま す。 X68000 GCC に 
おいて， どのような 場合に も 固定で きる レジスタ は d2, d3， 
d4, d5, d6， d7， a2， a3, a4 の 9 個です。 むやみに たく さ 
んの レジスタ を 固定させる と， コ ンパ イラ は レジスタ 割り 付 
けに 失敗して アボート する ことがあり ます。 
- f call - used -く レジスタ 名 > 

< レジスタ 名〉 で 指定され た レジスタ を 揮発 レジスタ， つまり 
関数 呼び出し によって 破壊され る レジスタと して 扱います。 
- f call - saved - < レジスタ 名 > 

く レジスタ 名〉 で 指定され た レジスタ を， 関数 呼び出し では 
破壊され ない レジスタと して 扱います。 
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害 式： - g 

機能 ： GDB で ソースコード デバッグ できる ように シン ボ リ ッ ク デノ 、' ッ グ情 

報 を 付加し ます。 

解説： GDB 対応 フォー マツ トで， シンボリック デバッグ 情報 を 付加して コ 

ン パイ ノレし ます。 この フォー マツ トは SHARP 純正の ソース コー ド 
デバッガ SCD.X とほ ぼ コンパチブルです。 
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害 式 

機能 
解脱 



o 



- 1 く パス 名〉 

イン クル一 ド サーチ パスの 指定 をし ます 
標準の ィ ン クル一 ド パスに 加えて， インク ルー ド ファイル を サーチす 

るハ。 スを 指示し ます。 



A>dir 



"ュ ： 



3 ファ 



ファイル 使用量 

や r ， •' 

INC 
test 

A>dir INC 



A:\ 

*K Byte 使用 中 
*K Byte 使用 
<dir> 



♦***K Byte 使用可能 



■ m 



c 



36 **-*♦-♦* **：**： ** 



1 ^ 
ファイル 使用量 



•j 



my 一 he ad 



h 



A:\INC 

*K Byte 使用 中 
*K Byte 使用 

2 ** 



♦***K Byte 使用可能 



A>type test .c 

#include "my .head. h H 

mainO 

{ 

} 



A>gcc test.c 一 S - 0 



test .c: 
見つかり ません 



1: Error : my .head . h ： ファイル または ディレクトリが 



き' 



A:/BIN2/gcc.x: Program gcc.cpp.x exit status 33. 
A>gcc test.c -S -0 -I INC 




A> 



. - , ぺ ' 



害 式 ： -1 く ライブラリ 名〉 
機能： ライブラリの リンク を 指定し ます。 
解説： コンパイラに ライブラリの リンク を 指示し ます。 オプションの 後 

ろの 文字列 く ライ ブラ リ 名〉 は， 次の 規則で ライ ブラ リファイ ルネー 

厶の 生成と 検索に 用いられます。 

1. < ライブラリ 名〉 に 文字列 "lib" を 連結し ます。 

2. 環境 変数" GCC 丄 IB" に 指定され ている 文字列が あれば， それ を 
さらに 連結し ますが， 何も 指定され ていない 場合 は ".a" を 連結 
します。 環境 変数 "GCC 丄 IB" の 文字列が ファイルネームと して 不 
正で あっても， チヱ ックは 一切 行われません。 

3. 生成され た ファイル ネームの ライ ブラ リが カレン ト ディレクトリ 
に 見つかれば それ を そのまま リ ン 力に 指定し， 見つからない 場合 
は 環境 変数 "lib" が 示す ディ レクト リ を 検索し ます。 検索の 結 
果， ライ ブラ リ が 存在 すれば その フルパス リスト を 生成して リン 
力に す&定 します。 しかし ここで も 見つからなかった 場合 は， カレ 
ント ディ レク ト リ にある と仮定して リ ンカ にす 旨 示します。 




害 式： - M 

機能： ソース フ アイ ルの 依存 関係 を 出力し ます。 

解説： Makefile の ひな 形と して， 各 ソースファイルの 依存 関係 を 標準出力 

に 書き出す よう プリプロセッサに 指示し ます。 "-が オプション では, 
"#include" された ファイル すべて （system ヘッダ も 含めて） につい 
ての 依存 関係 を 出力し ます。 



-、 

Chapter 1 — 才 ブシ ヨン スィッチ 



一 




-MM フ アイ ル 依存 間 係の 出 力 



V 



害 式 ： - MM 

機能： ソースファイル の 依存 関係 を 出力し ます。 

解説： Makefile の ひな 形と して， 务 ソースファイルの 依存 関係 を 標準出力 

に 書き出します。 しかし "- MM" オプション では， "#include" された 
ファイルに ついての 依存 関係の み 出力 し， system へッ ダ について は 
出力し ません。 



引数 を レジスタ 渡しに する 



害 式 

機能 
解説 



-mregparm 

関数 呼び出 し を レジスタ 渡しで 行います。 

関数の 引数 を， レジスタ 経由で 渡す ような コード を 生成し ます。 XC 
の ライ ブラ リ はすべ て スタック 経由です。 この ォプ ショ ンを 指定した 
場合に は， XC の ライブラリ は 使用で きません。 なお， オリジナル 
GCC の 68000 バージョンで はこの オプションの 指定 は 動作 保証され 
ていません。 X68000GCC では， GCC 自体の コンパイルが 可能な 



程度の 安全性 は 確保され ています 



o 
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害 式 ： -mshort 

機能： int を 16 ビッ ト にします。 

解脱： "int" を 16 ビッ ト として コード を 生成し ます。 XC の ヘッダ を その 

まま 使う こと は即 暴走に つながり ます。 この ォプ ショ ンを 指定した と 
きに は， ライ ブラ リ 関数の 引数が int の もの はすべ て long にしな け 
れ ばいけ ません。 また， fprintfO のよう な 引数の 数が 不定の 関数に 
int を 渡す 場合 は， 必ず long に キャスト しなければ なり ません。 




書式 ： - m68881 

機能 ： float, double 計算で 68881 を 使い ま す。 

解脱： 浮動小数点 コプロセッサ 68881 を 用いた コード を 生成し ます。 もちろ 

ん， CPU が 68000 の X68000 では 68881 を 直接 使 うこと はでき ま 
せん。 これ は フリー ゥヱァ fppp.x 用の オプションです。 この ソフト 

を 使う と， 拡張 ボー ドの 68881 を 直接 駆動す るコー ドに 68881 命令 
を 展開し ます。 "-m68881" オプションが 指定され ると， コンパイラ ド 
ライ バは アセンブラの 起動 前に fppp.x を 起動しょう とします。 です 
から， fppp. X がない 場合 は コンパイルに 失敗し ます。 
追記 ： X680x0 GCC で は X68030 に コプロセッサ を 付加して ある 場合 は, 

68881/68882 を 直接 駆動で きます。 
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書式 

機能 
解脱 



- 0 

出力 コード を^ 適 化します。 

コ ン パイ ラに出 カコー ドの 最適化 4) を 指示し ます。 この ォプシ ョ ンの 
指定に よって， コ ン パイ ラ はでき る だけ 短 く 速い コー ドを 生成す る よ 
うになります。 また" -0" オプション を 指定して いない 場合 は， コン 

パイルの 最後で ワーニングが 発生し ます。 い く つかの 有用な ヮー ニン 
グを 出力させる ために は， この オプションが 必須です 



4)" 最適化" は 一般的 用 e 
です。 gcc が 必ず 最適 
な， 最も 速く 短い コー ド 

を 生成す もという ことで 
はありません。 



o 



開発 ツール一第 2 部 




害 式 

機能 
解説 



- o く ファイル 名〉 

出力 ファイルネーム を 指定し ます。 

コンパイル 結果が 実行 ファイル， リ ロケータ ブル ォブジ X クト， ァセ 

ン ブラ ソースの どれに 指示され ていて も， 同じよう に コンパイル 結果 
を < ファイル 名 > に 出力し ます。 



A>dir 



1 ファ 



ファイル 使用量 



A>gcc test .c -o 
A>dir 



2 ファ 



ファイル 使用量 



A>gcc test . c 一 0 
A>dir 



ファ 
test 
bar 



3 ファイル 



; 用量 



c 



A:\ 

*K Byte 使用 中 
*K Byte 使用 

6 ** 
• x -0 



c 



X 



A:\ 

*K Byte 使用 中 
*K Byte 使用 

6 ** 



64 



一 S 一 o bar.s 



c 



X 



A:\ 

*K Byte 使用 中 
*K Byte 使用 

6 ** 
40 **• 
64 **• 



- 



****K Byte 使用可能 



****K Byte 使用可能 



• T T 攀 



****K Byte 使用可能 
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プロファイラ コードの 生成 




書式 

機能 
解脱 



一 P 

プロファイラ コー ドを 付加 します。 

関数 単位で プロ ファイル を 行います。 "-SX" オプションと は 同時に 使 
えません。 なぜならば， 単に プロファイラ ライブラリが この モードに 
対応して いないた めです。 



一 



-pedantic ANSI に 厳密に 適合 




害 式 

機能 
解説 



-pedantic 

ANSI C に 厳格に ゆ 拠 します。 

ANSI 適合 性 を 厳密に チヱ ック します。 "- ansi" ォ プショ ンを 指定し 
たと きに ワーニング になって いた 部分 は， エラーに なり ます 5 )。 



5)GCC の 作者で ある 
R.M.Stallman 氏 は 
この オプション は "使う 
意味がない" とまで 記述 
しています。 
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6)" ぉ碟り モー ド，， のこと 
です。 UNIX の ツール 

は * 黙で 普通に 起動した 
塌 合に は， コンソールに 

は 何も 出力し ません。 



書式： - Q 
機能 ： 
解脱 ： 




バー ボー ズ モー ド にします 6 ) 



o 



フリ プロ セ ッ サ， および コンパイラ に バー ボー ズモ 一 ド を 指示 します。 

この ォプシ ョ ンを 指定す る と， た く さんの よけいな メ ッ セージが 標準 

エラーに 書き出されます。 コ ン パイルが 待ち切れない ほど |': 人な ソー 
ス ファイル を コンパイル するとき に 桁 示して おけば， "暇つ ぶし，， くら 



いに はなる でしよ う 



o 
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害 式 



-s 



機能 
解説 




ソース を 生成し ます 



o 



ソース ファ 




ソースにまで 展開した ところで コ ン パイ 



ルを屮 断し ます。 "- 0" オプションで 出力 ファイル を指ポ しない 場合 

は， ソースファイルの 拡張 子 を ".s" で 置き換え たもの を 出 カフ アイ 

ル とします。 



•J-ix 拳 



A>dir 



2 ファイル 
ファイル 使用量 



A:\ 

**K Byte 使用 中 
**K Byte 使用 
c 60 **- 



***K Byte 使用可能 



—本 ♦ 



my .head 



h 



12 **：**：♦* 



cc test .c 一 S 



test.c 
A>dir 



8: Warning ： コード 最適化 は 行われて いません 



3 ファ 



ファイル 使用量 



A:\ 

Byte 使用 中 
Byte 使用 
60 



***K Byte 使用可能 



my_head 




書式 

機能 
解説 



-traditional 

古い 形式の C 言語に 準拠し ます。 

古い 形式の C に雖 拠し ます。 おもな 変化 は 次のと おりです。 

• 関数 内部で 宣言され た extern は， その ファイル 全体に 有効です。 
つまり XC と 同じになります。 ANSI C では， ブロック 内部の 



extern 宣言 は その ブロ ッ ク 内部での み, 有効です 



O 



unsigned short, unsigned char は unsigned int に^! 換され 

ます。 



マクロ — STDC„ は #define されな くなります 
文字列 内 マクロ 展開 が 有効 になります。 



o 



•igraph trigraph シ ーケン スの | ^謙 



書式 

機能 
解説 



-trigraph 

ト リ グラフ シーケンス を 認識し ます。 
-trigraph シーケンス を 認識し ます。 



害 式 

機能 
解説 



-U く マクロ 名〉 

指定され た マクロ を 削除し ます。 

く マクロ 名〉 を #undef します。 ソース ファ 
< マクロ 名 >" を 記述した 場合と 等価になります 




， u #undef 




害 式 

機能 
解説 



一 v 



コ マン ドライ ンを エコーし ます。 

コ ン パイ ラ ドライバが 起動す る プログラム とその コマ ン ドライ ンを標 
準 エラー 出力に 書き出します。 メモリ 不足な どで gcc.x を 経由で きな 
い 場合に， バッチ フ アイ ルでコ ン パイ ルを行 うとき に 便利です。 
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害 式 ： -version 

機能 ： コ ン パイ ラ の バー ジョン を 表示し ます。 
解説 ： gcc.x の バー ジョ ン ナンバー を 表示し ます。 



Chapter 1 — ォ ブシ ヨン スィッチ 



■ 



害 式 

機能 
解脱 



- W 

い く つかの ワーニング を 許可し ます。 

レ 、 く つかの 有用な ヮー ニン グを 許可 します。 ヮー ニン グは 有用です が， 
場合によって は 意味の ない ワーニングが 発生す る ことがあ り ますので 



十分に 注意して くださ レ 



o 



未 初期化 変数の 使用 に 対す る ワーニング 

local 変数で， 初期化 あるいは 代入され る 前に その 値 を 使われた 
場合に 警告し ます。 ただし この ワーニング は "- 0" ォ プショ ンを 
指定 しないと 出力し ません。 なぜならば "- 0" ォプシ ヨンに よつ 

の 情報 を もとに ワーニング を 発生させる からです。 また， この 
ワーニング は 「レジスタ を 変数と して 使える」 場合に しか 発生し 

ません 8 )。 ですから， volatile と 宣言され た 変数 あるいは 配列， 

union, struct 等 9 ) では， この ワーニング は 発生し ません。 また 

GCC は union, struct も 場合によって は レジスタに 割り当て 

ますが， この場合 でも ワーニング は 発生し ません 



O 



プロ グラムの 流れに よ つて 必ず 初期化 される 変数で も， この ヮ一 

二 ン グが 発生す る こと が あ り ま す。 List 1-2 で f 00 () 関数の 引数 
が 0 か 1 に かぎられる 場合に は， ワーニング は 意味が あり ませ 
ん。 です が， 一般的に はこの ような プログラミング は 危険です。 



A>gcc test.c - 0 - W - S 
test .c: In function foo: 



t68t -C: 



Warning: '^力 《初期化 されずに 使用され てい 



るよう です 



V、 



ぶ O 



ゆ ？ Sjj 



• \ ， 



7 クこ れ を flow — analyze 
と 呼びます。 



8) 宜 雷の register 干ーヮ 
一 ドと は無閧 係です。 

9) union v struct への ボ 
インタ 変数で はヮー ニン 
グが 発生 します。 



^ fat —1 sba, \d 丄 !t ^ 》 i 




1 : foo (int a) 

2： { 

3: int b; 

4: if (a == 0) 

5: b = 0; 

6: else if (a 

7: b = -1; 

8: bar (b) ; 

9: } 



== 1) 
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• ライブラリ 関数 longjmp による auto 変数の 破壞 

ライブラリ 関数 set jmp， longjmp は C 言語に non-local な goto 

を 提供す る ライ ブラ リ です が， 不用意な 使用 は 予想外の 結果 を 招 
くこと があります。 List 1-3 はかなり 極端な 例です が， そのまま 
コンパイル すると 次のようになります。 GCC は， このような 呼 
び 出し を 発見して 警告し ます。 この ワーニング も "-0" を 指定し 
ない と 発生し ません ので， 注意して ください。 

A>gcc test.c - 0 - W - S 

\ ヽ一- 鑤, 79、^^^^&tsl^V" > , iT^^lp4f< 命 

test -c: in lunction foo: 

testae: 11: Warning: 'x* は € longjmp, で 破壊され る 可 貪き 
性が あります 

t ゝ' い , V >> ノ. •、 t J "： n i ' 、 ： •: 幽 



List 1-3 • setjiiip によ も 変数の 被壞 



1: #include <setjmp.h> 

2 ： extern int barO (void) ； 

3 : void barl (int) ； 
4: jmp.buf regs; 

5: 

6 : void 

7: foo (void) 

8: { 

9: int x = barO () ； 
10: if (set jmp (regs)) 

11： { 

12: x = 0; 

13: > 

14: barl (x) ; 

15: } 



• 閲 数の 戻り 値の チ I ック 

GCC は， 非 void 型 関数が 明示的に return で 値 を 呼び出 し， 

関数に 返す 場合と そうでない 場合との 両方が 含まれて いる List 
1-4 のよう なと きに 警告し ます。 

また GCC は exitO 関数 や abort () 関, 数の よう に， その 関数 

に 復帰し ない 関数 を 知 り ません ので， 記述に よって はみ かけ 上の 
ヮー ニン グが出 力され る 場合が あ り ま す。 

A>gcc test.c - W - S 

test • c : In function foo: 

test.c: 6: Warning: 閱 数が 储を 返す 場合， そうでない 場 

合が あります 




Chapter 1 — 才 ブシ ヨン スィッチ 



しト言 1-1 • Mfct の 戻り fibt«rL 



1 

2 
3 
4 
5 
6 



int 

foo (int x) 
{ 

if (x 重重 0) 
return 0; 

} 



副作用の ない 文 

"文" が 副作用 を もたない 場合に 警告し ます。 List 1-5 は 極端な 例 
です。 

普通の プログラム では 滅多に 発^し ません が， 複雑な マクロ 展開 
を プリプロセッサで 行ったり すると， プログラマが 予想して いな 



い 展開 結果が， この ワーニング を 引き起こす ことがあり ます 



o 



A>gcc test.c 一 0 - S - W 



tesx.c: In function loo: 
— " 〜 5: Warning: 意味の ない 文です 

、• .• - . 、： . > ^ i ウ ー- '- ^ 



test.c: 
A> 



1 ： int a,b,c; 

2 ： void 

3: foo (void) 

4: { 

5: a,b,c; 

6: } 
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開発 ツール一第 2 部 




害 式 

機能 
解説 



10)type-qualifier です 
X68000 GCC では 
remote, common な 

が， これら は "E 憶 クラ 
ス 指定 子" と して 実装 
されて います。 ですから 
volatile, const しか 
type— qualifier は あ 
りません。 



o 



11) 宜 雷の 形式 は プロ ト タイ 

プ でなくても OK です 
また， 

と 等価です。 



12)M 数 内に おいて static, 



た 変数です。 



O 



-w < 文字列 > 

指定され た ワーニング を 許可し ます 
く 文字列〉 に 対応す る ワーニング を 出します。 < 文字列〉 に は 次の もの 
が 指示で きます。 

• all 

"- W" ォ プショ ン 単独で 出力され る ワーニング を 含む， ここまでの 



o 




"-W" ォプシ ョ ンで 行われる ワーニングの すべて を 許可し ます 

cast-qual 

"型 修飾子 を 指定した ボイ ンタ を， 指定の ない^ 
キャス ト した 場合に ワーニングが 発生し ます。 
comment 

"/*" を 発見した 後， さらに "/*" を 見つける と ワーニングが 発生 

こ 現れます が， GCC 



o 




します。 このような こと は コメン 

の プリプロセッサ は コメントの ネスト を 正しく 処理で き ません 
ですから 通常 は， この ワーニングの 出た 後 は 必ず エラ一 になり 
ま す。 

id - clash - < 定数 > 

識別子の 分別 長 を < 定数 > バイ トに 制限した 場合， 制限 長 を 超え 

て 同 じ 文字が 識別子に 使われた ときに ヮー ニン グが 発生 します。 
implicit 

暗黙の 関数 宣言， つまり 今 ま で 何の 宣言 も な く u ) 関数が 使われた 



o 



場合に ヮー ニン グが 発生 します 

return-type 

戻 り 値の 型 を 指定し ない で 関 数 を 定義す ると， デフォルトで int 
を 返す 関数の 宣言と 同じように 扱われます。 この オプション をつ 
ける と， そのよう な 暗黙な 宣言に 出会う たびに ワーニング を 出し 
ます。 また その 定義す る 関数で， 明示的に return で 値 を 返して 

いない 場合 も ワーニングが 発生し ます。 
shadow 

ス コ ープが 異なる 同一の 識別子が 使われた 場合， ス コ ープ から 外 

の 同一 名称 識別子が 見えな くなる 場合に ヮー ニン グが 発生 します。 
unused 

口一 カルな 変数 12) が 使われなかった 場合， static と 宣言した 関 
数が 定義 されな かつ た 場合 にヮ一 ニン グが 発生 します。 
write - strings 

GCC では 文字列 リテラル は 書き換え 不可能です。 以下の 例で は, 



関数の 引数 は const char * に 変換され ます。 
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- 
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次の プログラム （List 1-6) の 場合に， getenvO 関数が 厳密に 
getenv (const char *) と 宣言され ていないと ワーニングが 発生 
します。 この オプション は， プログラムが 不正な 文字列 リテラル 
の 書き換え を 防ぐ ために は 有効です。 特に SX- Window プ ログ 
ラムで は， リエ ント ラン ト性を 失わない ために もこの ような 行為 

は 未然に防ぐ べきです が， 十分 慎重に， 宣言と プロトタイプ を 行 
わない と 非常にた く さんの ワーニング メ ッ セージに 悩まされる だ 

けです。 

XC Ver. 1, XC Ver. 2 のへ ッ ダ では const, volatile がサ ポー 

ト されて いないた めに， これらの 適切な 宣言 はなされて いません。 



I :、i 1 -(； * マ ま ミホ インク^ 



1 ： mam () 

2: { 

3: char *const env = getenv ( M ENVVALUE M ) ； 

4： } 
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書式： - w 

機能 ： すべての ワーニング を 禁止し ます。 

解脱： ワーニング メ ッ セージの 出力 を 禁止し ます。 よほどの 理 巾 がない かぎ 

り は， 使わない ほうが 身の ためです。 



Chapter 1 — ォ ブシ ヨン スィッチ 



X68000 GCC 独自の オプション スィ 



次の ォプシ ョ ンは， X68000 GCC において 新しく 独自に 追加され た 機能 を 
制御す る ものです。 これらの オプション は， X68000 GCC を 利用して いる ユー 
ザ か ら の 要望お よ び 筆者の 技術的 興味から 拡張 追加 さ れた ものです。 



"- as - symbols" 
"一 ccl 一 stack" 



アセンブラの 最大 シン ポ ル 数の 指定 



ック 量の 指定 




"- cpp - stack" 
"- fall - bsr，， 
"- fall - jsr" 
"- fall - remote 
"- fall-text" 




，， 



ック 量の 指定 

すべての 関数 を ショート コールで 指定 13 ) 
すべての 関数 を ロング コールで 指定 14 ) 
記憶 クラスの 固定 化 
テキス トセ クシ ヨンです ベて を 出力す る 



u -f no-const-mult-expand" 定数 乗法 展開の 禁止 



"- frtl - debug" 
"-fscd" 

"- f strings - align" 



一 f stack - check" 



"- f strings - nopcr" 



rtl の 害き 出し 

ソース コー ド デバッグの 生成 

文字列の 偶数 整合 

スタック チェック コー ドの 生成 

文字列の プロ グラム 相対 禁止 15 ) 



"- f struct - strict - align" 構 体の ハツ キン フ 



"- ftext - report" 



fundump" 



詳細な エラー 報告 
undump コンパイルの 指定 



"一 SX" 



SX — Window 




ド の拍定 



13) X680xO GCC では 
変更され ています。 

14) X680xO GCC では 
廃止され ています。 



15)X680xO GCC では 
廃止され ています。 



■ 
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s - symbols=< 定数 > (10 道） アセンブラの 最大 シンボル 数の 指定 



害 5C ： - as - symbols=< 定数 > 

機能： アセンブラでの 最大 シンボル 数 を 指定し ま す。 

解説： アセンブラの 扱える シンボル をく 定数〉 に 指定し ます。 UNIX での フ 

リー ソフ トウ エア 等で， アセンブラが シンボル バッファ を 使いつ く す 
ときが あります。 そのような とき 使用して エラー を 回避し ます。 

追記： X680x0 HAS を 使用す る 場合， 実質 上， 意味がない オプション ス 

ィ ツチです。 



cl 一 stack-< サイズ > "0 進 




害 式 

機能 
解説 



o 



- ccl - stack=< サイ ス> 

コンパ ィ ラが 使う ス タツ ク サイズ を 指定し ます 
gcc.ccl.x のた めの スタック サイズ を く サイズ > にします。 コンノ 、。ィ 



ラ がス タック 不足で エラーに なつ た 場合に 指定 します ft コ： 




M 適 化の ために 大 i のス タツ ク を消费 する ことがあ ります。 これ は 関 
数の 大きさと その 中に 記述され ている 式の 量に 依存し ます。 スタック 



を 増やした 分 だけ， 逆に 作業 メモリ は 減少し ます 
を 算定す るの は 非常に 困難です。 



曰 



： 適な ス タツ ク量 
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書式 

機能 
解脱 



- cpp-stack=< サイ ズ> 

プリプロセッサが 使う スタック サイズ を 指定し ます。 
gcc 一 cpp.x のた めの スタック サイズ を く サイズ〉 にします。 プリ プロ 
セ ッ サがス タック 不足で エラーに なつ た 場合に 指定 します。 プ リ プ 口 
セッサ は ファイル を スタックに 読み出す ことがあり ます。 



- fall- bsr すべての |« 数 を ショート コールで 指定 



害 式 

機能 
解説 



変更 



-fall-bsr 

すべての 関数 呼び出 し を 相対 呼び出 しにし ます。 

小さな プログラム を 作成す る 場合に は， すべての 関数 呼び出し を bsr 
で 行う ことで， より 小さな 実行 形式 を 得る ことができます。 そのよう 
な 場合に この オプション を 利用し ます。 

X680x0 GCC では， この オプション スィ ツチ 指定と 新しい 予約語 per 
を 用いて 完全に リ ロケータ ブル コード を 生成で きます， 



o 
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害 式 ： -fall-jsr 

機能 ： すべての 関数 呼び出 し を 絶対 呼び出 しにし ます。 

解脱 ： X68000 GCC では， 関数 呼び出し は 条件 を 満たせば bsr で 行え ま 

す。 しかし， UNIX でよ く 見られる 非常に 巨大な ソースコード では， 
bsr の 飛び 先が 許容範囲 を 超える ことがあります。 この オプション は 
あらゆる 関数 をす ベて bsr で 呼び出す ので， そのよう な エラー を 回避 
する ことができます。 

変更： X680xOGCC では， 廃止され ています。 




書式 ： - fall - remote ， 
機能 ： SX モー ドで すべての 変数 を remote にします。 

解説： SX - Window プログラム モードで， 通常に 宣言され た 変数 をす ベて 

remote 宣言と 等価に します。 変数の トータルが 64K バイ トを 超える 
場合に 指定 すれば リ ンク エラー は 回避で きます が， 本来 はきめ 細かく 
remote 宣言で 対処すべき 問題です。 



書式 ： -fall-text 

機能： 全 ソースファイル を テキスト セクションと して コンパイル します。 
解説： 常駐 プログラムの 一部 を C で^ 述 する 場合に， 変数 エリアが データ セ 

クシ ヨンに あると 不便です。 この オプション を 指定す ると， コンパイラ 
は个 変数 を .text セクションに 出力し ます。 また この オプション を衍 
定 した 場合に は， 変数の Vi:n に 制限が 牛: じます。 さらに， SX- Window 
プログラム モー ドで はこの ォプ ショ ンは 指定で きません。 



—————— 



- f no - c onst -mult - expand M 数 乗法 展 き の 糠 JL 




害 式 

機能 
解説 



一 f no - const - mult - expand 

乗法の 定数 展開 を 禁止し ます 



o 



定数との 乗算 をシフ ト /加 減算に 展開し ません。 通常の GCC と 同じ 
よ う に， gnulib の 中に ある 乗算 サブルーチン を 呼び出す コー ドを生 
成します。 




書式 ： -frtl-debug 

機能 ： アセンブラ ソースに rtl コード を ダンプし ます。 

解説： 出力 アセンブラ ファイルに rtl を ダンプし ます。 GCC を デバッグす 

るた めに 筆者が 追加した 機能で， 通常 は 使う ことはありません。 
この ォプシ ョ ンを 指定して コンパイル している ときに， コ ン パイ ラが 
バス エラー 等で 停止したり， あるいは INTERRUPT スィ ツチで 強制 
的に コンパイル を 中断したり すると， 現在 コンパイル 中の rtl を 画面 

に 出力し ます。 




害 式 ： -f scd 

機能： ソースコード デバ ッ グ 情報 を 付加 します。 

解説： "-g" オプションと 同じ 機能です。 これ はかなり 古い バージョンの 

X68000 GCC との 互換性の ために だけ 残されて います。 ですから, 
この ォプ ショ ンを Makefile 等に 記述し ないで ください。 



害 式 

機能 
解 鋭 



- f strings - align 

文字列 リ テ ラ ルを 偶数 整合 します。 

通常， 文字列 リテラル は 偶数 境界 整 介 は 行いません。 そのため， MS - 
DOS などの 境界 整合の 緩い CPU マシンで" 違反 ス レス レ" で 記述 さ 
れた ソースファイル を コンパイル/実行 する 場合， ァ ドレス エラーで 
実行で きない ことがあります。 この オプション を 指定す ると， 文字列 
の 先頭 ァ ドレス で 必ず 偶数 整合 を 行 いますので， 上述の ソース フ アイ 
ノレ を 正しく '太: 行で き る 場合が あ り ます。 




書式 

機能 
解説 



-f stack-check 

スタック チヱ ック コード を 生成し ます。 

関数の 入り N で， スタック フレーム を 作成す る 前に スタック 残 量 を 
チェック する コード を 生成し ます。 



書式 ： -f strings -nopcr 

機能 ： 文字列の プログラム 相対 アクセス を 禁止し ます。 

解脱 ： X68000 GCC では， 文字列 リテラルの アドレス は プログラム カウン 

タ 相対 ァ ドレッシング をお もに 利用し ます。 これ も 巨大な ソース コ一 
ド では， アセンブル エラーになる ことがあります。 この オフ 。シ ヨン は， 
そのような 場合に プログラム 相対 ァ ドレス 形式の 利用 を 禁止す るた め 
に 使います。 

変更： X680xOGCC では， 廃止され ています。 



書式 ： - f struct - strict - align 

機能 •• 構造体 を 厳密に パッキング します。 

解説 ： 構造体 を， 構造体の メ ンバ 境界 整合 条件に 厳密に パッキング します。 

List 1-7 では， sizeof(buf) は 通常 40 で， buf [0] と buf[l] との 

間に は 1 バイ 卜の すき 間が 存在し ます。 この オプション を 指定して コ 

ン パイル を 行った 場合に は， sizeof(buf) は 30 で， buf 配列に はす 

き 間 は 存在 し ま せん。 通常 ァク セ ス では 表面上 何 も 違い が あ リ ません 

力、 キャストして コンパイラ を だまして 使 川した 場合に は， 当然 アド 
レス エラーが 起こる 可能性が あります。 なお， この オプション を 指定 

すると， XC との 互換性はなくなります。 



List. 1-7 參 構 iS 体の 穴 



1 ： typedef struct { 

2 ： char red ； 

3 ： char green; 

4 ： char blue ； 
5: } PALET; 

6: 

7: PALET buf [10] ； 
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害 式 ： -f text-report 

機能 ： 詳細に エラー を 報告し ます。 

解説： ワーニング， エラーの とき は ソースファイルの 表示 を 行います。 この 

ソース フ アイ ル 表示 機能 は， コンパイラ が 構文 解析 と 意味 解析 を 行 つ 
ている 間 だけ 有効です。 そのため 最適化 パスの 後に 発見され る エラー 
や ワーニング に対して は， ソースファイルの 表示 は 行われません。 




害 式 ： -fundump- く ダンプ ファイル 名〉 
機能 ： アン ダンプ コ ン パイル を 行います。 

解説 ： コ ン パイ ル ダンプ < ダンプ ファイル 名 > を 読み込んで コ ン パイ ル し 

ます。 
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書式 

機能 
解説 



-sx 

SX-Window モ一 ドで コンパイル します。 

SX-Window プログラム 開発 そ 一 ドに コンパ ィ ラを切 り 替えます。 こ 
の ォプシ ョ ンが 指定され る と， 次の コンパ ィ ル ォプシ ョ ンは 使用で き 



なくな リ ます 



o 



一 P 

一 81 

一 fall 一 text 



これらの ォ プショ ンは， "-SX" ォ プショ ンと 同時に 指定す ると エラー 
になり ます。 



、 
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以下の オプション は， 生成され る 実行 ファイルの 条件 を 指定す る ものです。 こ 

の ォプシ ョ ンは HLK.X に 依存して いるので， SHARP 純正の リ ンカを 使う 場 
合 は 指定す る ことができません。 指定す ると エラーになります。 



れ —7 — 



z - heap" 
一 z - stack" 



ヒープ サイズの 指定 
スタック サイズの 指定 



一 



-z-heap 二く サイズ〉 （10 進） ヒープ サイズの 指定 



書式 

機能 
解說 



- z - heap=< サイ ス> 

吟: 成实 行ファ ィルの ヒープ サイ ズを 指定 します。 

1: 成 実行 ファイルの ヒープ サイ ズを く サイズ > にして， 灾行 ファイル 
を 生成し ます。 




ズ> (10 進） スタック サイズの 报定 



害 式 

機能 
解脱 



- z-heap=< サイ ス〉 

生成 実行 ファイルの ス タツ ク サイ ズ をす g 定 します。 

生成' 奥行 ファイルの スタック サイズ を < サイズ〉 にして， 実行 フ アイ 

ルを 生成し ます。 



プリプロセッサ は 独立して， テキス ト^ 理 プログラムと して 使われる ことがあ 

ります。 GNU Emacs の Makefile は， この プリプロセッサ を 使って 作成され る 
ファイルの 一例です。 プリプロセッサの オプションに は， コンパイラ ドライバが 
使わない 種類の ォ プショ ンも あり ます。 

❖ -i く ファイル 名 > 

主 テキス ト^ 理を 行う 前に， < ファイル 名〉 で 指定され た ファイルに 定義され 
ている マクロ 等 を 読み込みます。 く ファイル 名 > で 指定され た ファイルの 内容 

は， 結果に は 出力され ません。 つまり < ファイル 名〉 で 指定され た ファイル 

の屮 で 定義 さ れたマ ク 口 だけが， 結果に 反映 します。 

❖ -0 <フ アイ ル 名〉 

^理 結果 を < ファイル 名〉 に 出力し ます。 この^ 瑰結果 は， Human68k の 

通常の テキス ト ファイルと 異なって いて， 行末 改行 コ一 ドが 0x0a だけにな つ 
ています。 

< ファイル 名〉 に "-" を衍定 すると， 標準出力に 結果 を 書き出します。 結果 

が 標準出力に 書き出される 場合 は， リダイレクトの^ 無に 関係な く， 通常の 
Human68k の テキス ト ファイル 形式に なり ます。 

❖ - p 

ANSI 規約に 厳密に 従います。 コ ン パイ ラ ドライバでの "- ansi" ォプシ ョ ン 

と M じ 意味 を もちます。 

-traditional 

伝統的な プリプロセッサの^ 理を 行います。 ANSI で 新設され た "#" 演算子 
や， "## "演算子 は 認識し ません。 ただし マクロの 展開 方法 は， この フラグ 
に 影響 を 受けない ので， 古い 伝統的な プリプロセッサの 処理 結果と 完全に は 
同一に はなり ません。 
V -trigraphs 

trigraph シーケンス を 認識し ます。 デフォルト では， GNU プリプロセッサ 
はこれ を 認識し ません。 
♦:♦ - + 

C++ の コメント 形式 を 認識し ます。 デフォルト では， C++ 形式の コメント 
は 認識し ません。 

ワーニング メ ッ セージの 出力 を 禁止し ます。 

❖ -W < 文字列 > 

< 文字列〉 で 指定され る ワーニング を 許可し ます。 < 文字列 > に は， 以下の も 
のが あり ます。 
• comment 

"/*" を兒 つけた 後， さらに "/*" を 見つける と ワーニングが 発生し ま 



す。 これ は コメントの ネストに 現れます が， プリプロセッサ は コメント 
の ネス トを 正しく 処理で きません。 

• trigraphs 

"trigpaph" シーケンスに 出会う つど， ワーニングが 発生し ます。 

♦:♦ - M 

プリプロセッサに， Makefile の ひな 形になる ィ ン クル一 ド ファイルの 依存 
関係 を 標準出力に 書き出します。 "- M" オプション では， "く" と ">" で阁ま 
れた system ヘッダ も 依存 関係 ファイルに 出力し ます。 
♦:♦ - MM 

プリプロセッサに， Makefile の ひな 形になる ィ ン クルー ド ファイルの 依存 
関係 を 標準出力に 書き出し ますが， "- MM" オプション では， "く" と ">" で 囲 
ま れた system へ ッ ダは 依存 関係 フ ァ ィ ルに 出力 しません。 

❖ -D く マクロ 名 >=< ィ 直〉 

く マクロ 名〉 を <値> に #define します。 ソースファイルの 先頭に， "#define 
< マクロ 名 > < 値 >" を 記述した ものと 等価です。 

❖ -U く マクロ 名〉 

く マクロ 名〉 を #undef します。 ソースファイルの 先頭に "#undef く マクロ 

名〉" を 記述した ものと 等価です。 
♦:♦ -C 

処理され る テキス ト 内の コメン トは 削除され ません。 
♦:♦ - P 

ソースファイルの 行 番号 情報 を 出力し ません。 
♦:♦ -$undef 

"$" を 識別子と して 認識し ます。 

❖ -I < パス 名〉 

標準の ィ ン クルー ド パスに 加えて， インク ルー ド ファイル を サーチす る パス 

を 指示し ます。 
♦:♦ - II 

標準の インク ルー ド パス を 検索し ません。 カレント ディ レクト リ 以外 を 捜す 
ために は， "- 1" オプション を 同時に 用いる 必要が あります。 
V 一 u 

あらかじめ 定義され ている マクロ を 無効に します。 
♦:♦ -f 

処理 ソースファイル 内に 存在す る #include 命令で 読まれた ファイル は， 結 
果を 出力せ ずに， マクロ だけ を 有効に します。 X68000 版 だけに 存在す るォ 

フ°シ ョ ン です。 



Chapter 1 —— 才 ブシ ヨン スィッチ 




コンパイラ 本体 gc に ccl.x が 受けつ ける オプション は， すべて コンパ ィ ラ ドラ 



ィバ から 指定で きます。 通常， ユーザが 意識す る 必要 は あまりないでしょう 
❖ コンパイラ ドライバ オプションと まったく 同じ 働き をす る もの 

-a 

-f caller-saves 
- f combine - regs 
- f f orce - addr 
- ff orce - mem 
-f inline-functions 
- f keep - inline - functions 
- fno - defer - pop 
一 f no - function - cse 
- fno - peep - hole 
- f omit - frame - pointer 
- f pec - struct - return 
- f strength - reduce 
一 f uns i gned - char 



、 

o 



♦:♦ gc 




シ ヨン 



- f writable - strings 
- f レジスタ 割 I 

一 g 

-mshort 
-m68881 
- 0 
—o 

一 P 

-regparm 
-version 
- W 

- W く 文字列 > 
一 w 

c . x が M 接 的に 使う もの 

-hhnman 

コ ンパ イラ を 通常の Human68K モー ド にします 
- quiet 

コ ン パイ ラの バー ボー ズ モー ドを 禁止し ます。 



o 



47 



開発 ツール一第 2 部 




HAS に は， 以下のような オプションが あります 



o 



スィッチに ついては, 

「X680xO Develop 
& libc IIj を 参照。 

2)X680xO HAS では， 
廃止され ています。 



3)X680xO HAS では 
変更され ています。 



4) X680xO HAS では 
廉 止されて います。 

5) X680xO HAS では 
鹿 止されて います。 



6)X680xO HAS では， 
廢 止されて います。 



これらの オプション は， コマンド ライン 上から 直接 指定す る こと も， また 環境 

変数 HAS に 設定して おく こと もで きます。 また X680x0 HAS では， 機能 拡張 

にと もな つて いくつかの 新たな オプション スィ ツチが 追加され ています 1 )。 



u o，， 



一 8 



"一 a" 



«— d ，, 

« 一 f ，， 

"一 丄，， 
"一 上，， 

«_ 一，？ 



"一 n ，， 



"-。" 
"-れ，， 

"- q" 



u — s ，， 



"一 t ，， 



"一"，， 



"一 w " 



"i，， 



"一 z" 



シン ポルの 識別 長の 指定 

絶対 ショート アド レス 形式 対応 モー ドの 指定 2 ) 
全 シンボルの 外部 定義 指定 



リス 




一 マツ ト 指定 



ィ ン クルー ド ファイルの パス 指定 
タ ィ ト ル 表示の 指定 
最大 シンボル 数の 指定 3) 
最適化の 禁止 



ト ファイル 名の 推定 



リス ト ファイルの 作成 

クイック イミ ディ エイ ト 形式への 変換 禁止 4) 
相対 セ クシ ョ ン 命令の 使用許可 5 ) 
シンボルの 定義 




リファイ ルの パス 指定 

未定義 シ ン ボルの 外部 参照 指定 

ワーニング レベルの 指定 

シンボル 情報の 出力 指定 

HAS 才 リ ジナル 機能への ワーニング 禁止 



6) 
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書式 ： -8 

機能： シンボルの 識別 長 を 8 バイ ト にします。 

解説： シンボルの 識別 長 を 8 バイトまでに 制限し ます。 この結^， 先頭から 

8 バイ 卜が 等しい 2 つの シンボル は M じ ものと して 扱われます。 
この ォプシ ョ ンを 指定 しないと， シンボル は その 長さの すべて を 識別 
します。 



例： ソースファイル source .s を， シンボルの 識別 良 を 8 バイ 卜に 制限し 




次の 3 つの シンボル は， 通^す ベて 異なる ものと して 扱われ ますが， 
- 8 オプション をつ けて アセンブル する ことで， 1. と 2, は じ シン 
ボルと して 扱われます。 



1. symbol ABCD 

2. symbolAB23 

3. symbol0123 
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害 式： - a 

機能 ： 絶対 ショート アドレス 形式の コー ドを 出力し ます。 
解説： ソースファイル 中の 紛 オア ドレス 参照 をして いる 命令で， アドレスが 絶 

対シ ョ ートァ ドレス 形式の 範囲に 入る 場合 （$00000000 〜 $00007FFF 
または $FFFF8000 〜 $FFFFFFFF) に 絶対 シ ョ一 トァ ドレス 形式の コー 
ドを 出力し ます。 

この オプション を 指定 しないと， 明示的な 絶対 ショート 指定が ないか 

ぎり， すべて 絶対 ロング アドレス 形式と して 扱います。 
例： List 1-8 の ソース フ アイ ノレ source.s を， 次のように- a オプション 

をつ けて アセンブル します。 




1 行 目， 2 行 目と もに 絶対 ショート 形式の 範囲 内な ので， 両方と も 絶 

対シ ョ ート 形式で ァセ ン ブルされ ます （List 1-9)。 

同じ ソースファイル を -a オプション をつ けずに アセンブル すると， 

List 1-10 のように， 明示的な 絶対 シ ョ 一ト 形式 指定の ない 2 行 目 は 
絶対 ロング 形式で アセンブル されます。 



L i、t 1 -S # 、い い.、 



1 ： pea.l 0-w 

2: pea.l 1 



に 卜 t 卜リ 




1 ： 00000000 48780000 
2: 00000004 48780001 



pea.l 
pea.l 



O.w 
1 




1 ： 00000000 48780000 

2: 00000004 487900000001 



pea.l 
pea.l 



O.w 
1 



変更 ： X680x0 HAS では， つねに 絶対 シ ョ ートァ ドレス 形式 対応 モー ドで 

アセンブルが 行われます。 そのため， この オプション スィッチ は 機能 



しません 



o 



- d 全 シンボルの 外部 定義 指定 



書式： - d 

機能 ： すべての シンボル を 外部 定義し ます。 

解説 ： ソースファイル 中で 定義され ている シンボル を， すべて 外部 定義され 

ている ものと して 扱います。 これによ つて， その ソースファイル 中の 
すべての シンボル は， リ ンクの 際に 他の モジュールから 参照す る こ と 

がで きる ようにな リ ます。 

この オプション を 指定 しないと， シンボル は .xdef 疑似 命令に よって 
明 示 的 に 外部 定義 宣言 をし ないかぎ り， その ソースファイル 内で ロー 
カルな ものと なり ます。 
例： ソースファイル source, s を， すべての シンボル を 外部 定教 して ァセ 

ン ブル します。 



A>has 一 d source . 8 



や 



開発 ツール 一 第 2 部 




例 



O 



書式： -f [く ページング モード〉， く マクロ 展開 モード〉， 

< 表示 桁 数〉， 〈ページ 長〉] 
機能： リス ト ファイルの 出力 フォー マツ トを 指定し ます 

解説 ： 4 つの パラメータ によって， リ ス ト ファイルの 出力 フォー マツ ト を 指 

定 します。 すべての パラメータ を^ 咯 すると， - fO (ページング 禁止） 
と 同じ 意味に なり ます。 



パラメータ の 意味 は 次の と お り です。 

• く ページング モー ド〉 

リスト ファイル を ページ M ごとに 改 ページす るか どうか を 指定す 
る。 0 で ページング を 禁止し， 1 で ページング を 行う。 デフ オル 
トは 1 (ページング 許可） 

• く マクロ 展開 モード〉 

ソースファイル 中で マクロ 展開が 行われた 場合に， 展開され た 

内容 を リスト 出 力す るか どう か を 指定す る 。 . sail / . lall 疑似 



命令と M 様の 効果 を もつ。 0 で マクロ 展開 は リス ト屮に 出力せ 
ず （.sail と 同等), 1 で リス ト 中に 出力す る ( . lall と 同等)。 デ 
フ オル トは 0 (.sail と 同等） 

• < 表示 桁 数 > 

リス トフ アイ ルの 表示 桁 数 を 指定す る （.width 疑似 命令と 同等)。 
80 〜 248 の 8 の 倍数 を 指定す る こ とがで きる。 デフ オル トは 

136 桁 

• く ページ 長〉 

改 ページ を 行う 場合の リスト ファイルの ぺー ジ^ を 指定す る 
(•page 疑似 命令と 同等)。 10 〜 255 までの 値 を 指定す る ことが 
できる。 デフォルト は 56 行 

ソース フ アイ ノレ source's をァ セン ブル して， リスト ファイル 
source .prn を 作成し ます。 リスト ファイル は ページング を 行わず， マ 
クロ 展開 を リ ス ト 中に 出力 して 作成され ます。 



A>has 一 p - f0,l source . s 
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Chapter 1 — 一 才ブシ ヨン スィッチ 



i インク ルー ド ファイルの パス 指定 



書式： -i く パス 名〉 

機能 ： インク ルー ド ファイル を 検索す る パス 名 を 指定し ます。 

解説 ： アセンブル 時に ィ ン クルー ド ファイル を 検索す るた めの く パス 名〉 を 

指定 します。 

デフ オル ト では， インク ルー ド ファイル はまず カレン ト ドライブの 力 
レント ディ レクト リ から 検^され， そこに ファイルが 存在し なければ 
環境 変数 include に 設定され ている パスから 検^され ます。 しかし 
"-i" オプション を 指定す ると， これらよりも 先に， まず オプションに 
よって 指定され た パス 名から 検索され ます。 

これらす ベての パス を 検索して も， インク ルー ド ファイルが 兄つ から 
なかった ときには， エラー "file not found error" が 発 卟: します。 
例 ： ィ ン クル一 ド ファイル を， M 初に ディ レクトり \header の 中から 検 

索す るよう に アセンブル します。 




A>has -i\header source . s 



開発 ツール一第 2 部 



一 1 



タ ィ ト ル 表示の 指定 



一 



害 式 

機能 
解説 



例 



- 1 

タイ トルの 表示 を 指定し ます。 

アセンブル を 実行 するとき に タイ トル 表示 を 行う ようにし ます。 

"- r ォ プショ ンカ^ m 定 されて なく， かつ アセンブルが エラ一 なしで 正 



常に 終了 したと き に は， 画面に 何 も 表示 しません 



o 



ソースファイル source. s を， タイ トル 表示して アセンブル します。 



A>has - 1 source • s 

X68k High-speed Assembler v2.** Copyright 
No fatal error (s) 
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- m < 最大 シンボル 数〉 

使用で きる 最大の シンボル 数 を 指定 します。 

ソースファイル 中 で 使用 できる シン ボル 数の 最大値 を 指定し ます。 

く 最大 シン ポル 数〉 に は， 1001 〜 32767 が 指定で き ます。 

"-m，， ォプシ ョ ンの 指定がない 場合 は， 最大 シンボル 数 は 10000 個に 

なります。 

ソースファイル source. s を， 最大 シンボル 数 を 20000 個に 指定し 
て アセンブル します。 

A>has -m20000 source . s 

： X680xOHAS では， シンボル 数の 制限 はなくな つてい ます。 そのた 
め， この オプション スィッチ は 機能し ません。 かわりに 現在で は， ァ 
セ ン ブル 対象 命令 セ ッ ト の 指定 機能が 追加され ています。 



開発 ツール 一 第 2 部 




害 式 

機能 
解説 



例 



-n 



lW 力' 参照のお 適 化 を^ 止 します。 

BRA, Bcc， BSR の 各 命令の ジャンプ 先が 8 ビッ ト オフ セッ 卜の 範网 内 
で 届く 場合， 通常 は 16 ビッ ト オフ セッ トを 8 ビッ ト オフ セッ 卜に 変 
更 する^ 现を行 います。 しかし" - n" オプション を 指定す ると， プロ 
グラムの 前 JJ (アドレスの^ 加す る Jj \U] ) へ お かっての ジャンプに 関 し 
て は， この 変更 を 行いません。 

この ォプ ショ ンを 衍定 すると， 作成され るォブ ジヱク ト ファイルの サ 
ィ ズは 少し-太き く なり ますが， アセンブルに かかる 時 問 を 矢リ: 縮す る こ 
とがで きます。 



List 1-11 のソー 




source . s を， 次の よ う に "一 n" オフ。 ショ 



ンを つけて アセンブル します。 
A>has -n source . s 



BRA, BSR I 山 j 命令と も ジャンプ 先 は 8 ビッ 卜 オフ セッ トの範 ^ 内です 
が， 2 行11 の BSR 命令 は 前方 参照な ので 16 ビッ ト オフ セッ ト となり 

ます （List 1-12) 0 
同 じソー 




"- n" ォプシ ョ ンを つけずに アセンブル すると， 
List 1-13 のよ う に BSR 命令 も 8 ビッ ト オフ セッ ト になり ます。 この 
場合， "-n" オプション をつ けた 場合に 比べて， 2 バイ 卜 （1 ワード） 



'J 、さな ォブ ジヱク ト ファイルが 作成され ます。 




1 

2 
3 
4 



label 1 



bsr 
bra 



label2 
label 1 



label2 



LiM i - 12 • 才ブシ ヨン を 指定した 場合 



1 

2 
3 
4 



00000000 
00000000 61000004—00000006 
00000004 60FA— 00000000 
00000006 



label 1: 



bsr 
bra 



label2 
label 1 



label2: 






1 : 00000000 

2 : 00000000 6102—00000004 

3: 00000002 60FC.00000000 

4 : 00000004 



label 1 



bsr 
bra 



label2 
label 1 



label2 



Chapter 1 



才ブシ ヨン スィッチ 



オブジェ ク ト ファイル 名の 指定 




害 式 

機能 
解説 



例 ： 



o 



-0 く ファイル 名〉 

オブジェ ク 卜 ファイルの ファイル 名 を 指定し ます 
アセンブルに よ つて 作成され る ォブジ ェク ト ファイルの ファイル 名 を 

指定 します。 

デフォルト では， オブジェクト ファイル は ソースファイル 名 の 拡張 子 

を に 変更した 名前で 作成し ますが, "-o，， オプションの 使用に 

よって く ファイル 名〉 で 指定した オブジェ ク ト ファイル 名に 変更す る 



ことができます 



0 



ソースファイル source, s を アセンブル します。 オブジェ ク トフ アイ 
ルは， source . o に 作成され ます。 



A>has source . s 



次の例では， オブジェ ク ト ファイル 名 は object.o になり ます 



o 



A>has -oobject .o source . 8 



' <y.- :^ < r : - f , - • 、 、'つ ゃ，づ （ノウ 
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リスト ファイルの 作成 



書式 

機能 
解説 



例 



- P [く ファイル 名〉] 

リス ト ファイル を 作成し ます。 

通常， アセンブル によって 作成され る ファイル はォブ ジヱク トフ アイ 
ル のみです が， "-P" ォ プショ ン によって リス ト ファイルの 作成 を 指定 

できます， 



o 



"-P" ォプシ ヨンに く ファイル 名〉 を 指定す る と， リス ト ファイル は 
その フ アイ ル 名で 作成され， 省略す る と ソース フ アイ ル 名の 拡張 子 を 

"•prn" に 変更した 名前で 作成され ます 

ソース フ アイ ノレ source.s をァ セン ブル して， リス トフ アイ 
source • prn を 作成 します 



o 



o 



A>ha8 一 p source.s 



次の例では， リスト ファイルの ファイル 名 は listfile になり ます。 



Chapter 1 — 才 ブシ ヨン スィッチ 



一 



― 



q 



クイック イミ ディ エイ ト 形式への 変換 禁止 




害 式 ： - q 

機能： クイック イミ ディ エイ ト 形式への 変換 を 禁止し ます。 
解脱 ： 68000 CPU に は MOVE; ADD, SUB の 各 命令に 対して ィ ミディ エイ ト値 

の 範囲 を 制限す る 代わりに， 高速に 命令 を 実行で きる MOVEQ, ADDQ, 
SUBQ 命令 （クイック ィ ミディ エイ ト 形式） が 存在し ます。 
HAS は 通常， 命令が クイ ッ クイ ミディ エイ ト 形式に 置き換える こと 
がで きる 場合に その 変換 を 自動的に 行います が， "-q" オプション を 指 
定 する ことで この 変換 を 禁止し ます。 
例： ソースファイル source.s を， クイック イミディエイト 形式への 変換 

を 禁止して アセンブル します。 
A>has 一 q source . s 

source . s が List 1-14 のよう な 内容であった 場合， "-q" ォプシ ョ ン 
をつ けずに アセンブル すると， クイック イミ ディ エイ ト 形式への 変換 
が 行われ， 実際に は MOVE 命令の 代わ り に M0VEQ 命令の コー ドが出 
力され ます。 "- q" オプション をつ ける と， ソースファイル どおりに 
MOVE 命令の コー ドが 出力され ます。 

1: move . 1 #0,d0 



変更： X680X0 HAS では， クイック イミディエイト 形式への 変換 は， イミ 

ディ エイ ト 値に サイズ 指定 を 行う ことによって 禁止し ます。 そのため, 
この オプション スィ ツチ は 機能し ません。 
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害 式： - r 

機能 ： 相対 セ ク シ ョ ン 疑似 命令の 使用 を 許可 します。 

解脱 ： SX-Window の プログラム 開発 を 支援す るた めの 相対 セク シ ヨン 

疑似 命令 ( • rdata, • rbss, • rstack, • rldata, • rlbss, • rlstack, 
• rco 腿， .rlco 腿） が 使用で きる ようになります。 この オプション を 
つけずに これらの 疑似 命令 を 使用す ると， bad opecode error にな 

ります。 

例 ： 相対 セクション 疑似 命令 を 使用した ソースファイル source.has をァ 




A>has 一 r source . has 



変更 X680xOHAS では， つねに 相対 セクション 命令 を 使用で きます。 そ 

のた め， この オプション スィッチ は 機能し ません。 



Chapter 1 —— 才ブシ ヨン スィッチ 




書式 

機能 
解説 



例 



シン ポルの 定義 



-s く シンボル 名 > [-< 定数〉] 

シンボル を 定義し ます。 

シンボル を 定義し ます。 く 定数〉 を 指定す る ことで， 定義す る シンボル 
の 値 を 指定す る ことができます （指定 を 省略す ると， シンボル は 定数 

0 をもう ものと して 定義され ます)。 

ソースファイル source's を， シンボル "symbol" を 定義して ァ セン 
ブルし ます 7 )。 



お" 



A>has 一 ssymbo 丄 source. s 



7) "symbol" の 値 は 0 に 
なります。 



次の例では， 同じく シンボル" symbol" を 定義して アセンブル します 
が， 値 は 10 進数で 1234 を もちます。 

A>has 

• '-. '二:？.:' へ :•:， ヾ' 一'、 や-'—'' ノ ' /に. "チ' ;-、、••.，'' - v- '' , • >' - . - ' -. , •'■ 一-,、 ？ し' ゾ 'リク： ザ - -' し '-- . . で,？ - - v 
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t テン ボラ リファイ ルのハ ° ス抱定 



害 式 ： -t く パス 名〉 

機能 ： テンポ ラ リファイ ルを 作成す る パス 名 を 指定し ます。 

解説 ： HAS では アセンブルの 途中 経過で 必要と なる 一時的な 情報 はすべ て 

メモリ 上に 記録し ますが， メモリ 容量が 不足して いる 場合に テンポ ラ 
リファイ ルを 作成す る ことがあります。 "- 1" オプション では， このと 
きに 宾 際に テンポ ラ リファイ ルを 作成す る パス 名 を 指定し ます。 
"- 1" ォプシ ョ ンの 指定がない 場合に は， テンポ ラ リファイ ルは 環境 変 
数 temp が 設定 されて レ 、れば その パス に， 設定され ていない ときには 
カレント ドライブの カレン ト ディレクトリ に 作成され ます。 

例 ： テンポ ラ リファイ ルを A:\tmp の 中に 作成す る こと を 指定して， ソー 

ス ファイル source • s をァ セン ブル します。 



has 一 t A:\tmp source . 8 



未定義 シンボルの 外部 参照 指定 



害 式 

機能 
解脱 



例 



一 U 

未定義の シンボル をす ベて 外部 参照と します。 

ソースファイル で 定義 されて いない シン ボルが 参照 された 場合， 通常 

は . xref 疑似 命令に よって 明示的 に 外部 参照 宣言 しないと エラーに な 
リ ます。 しかし" -u" オプション を 指定す ると， この 外部 参照 宣言の 
有無に かかわら ず， 未定義の シ ン ボル をす ベて 動的 に 外部 参照 宣言 

されて いるものと して 扱います。 

シンボル "symbol" が 定義され ずに 参照され ている ソースファイル 
source, s を 次の よう に アセンブル する と， シンボルの 未定義と して 



エラーメッセージが^ 示されます 



o 





4t 



A>has source - s 

source . s 20: undefined symbol error 

undefined symbol (s) 
symbol 
1 Fatal error (s) 

次の よう に "-U" ォプシ ョ ンを つけて アセンブル すると， 未定義の シ 

ン ボル "symbol" は 外部 参照 宣言され ている ものと 解釈され， エラ一 
は 発生し なくなり ます。 




A>has 一 u source ,s 




8) ワーニングの 内容の »» 
について は， 第 2.2.3 節 
(P.174) を 参 厢 してく 

ださい。 



書式 

機能 



例 ： 



-W [く ワーニング 
ワーニング レベル を 指定し ます 



解脱 ： ァ セン アルの 際， ォブ ジヱク ト ファイル を 作成で きない ほど 致命的で 

はない エラーに 対して は ワーニング を 出力し ますが， "- w " オフ 。シ ヨン 

によって ワーニングの 出力 を 抑制す る ことができます。 

ワーニング は， 種類に よって 1 〜 4 の 4 つの レベルに 分かれて いま 
す。 デフォルト ではす ベての ワーニング を 出力し ますが， <ヮ 一 ニン 
グ レベル〉 を 指定す る ことで， その 指定した レベルの 値よ り も 大きい 
レベルの ワーニングの 出力 を 抑制し ます。 

すべての ワーニング を 抑制す るに は， "- wO" と 指定し ます。 <ヮ 一二 
ング レベル〉 の 指定 を 省略す ると， "- W 2" と 同じ 意味 （レベル 3， 4 の 
み 抑制） になります。 

各 ワーニング レベルの 概略 は 以下の よう にな り ます 8 ) 
• レベル 1 



o 



ソースファイルの 記述に 致命的で ない 誤りが ある もの， および 偶 

数 境界 違反に 関する もの 

• レベル 2 

HAS ォ リ ジナル の 機能に 関する もの 
• レベル 3 

ショート アドレッシング （アドレス レジスタ を ロング ヮー ド 以外 

の 単位で 扱った 場合） に関する もの 
# レベル 4 

絶対 ァ ドレッシング に関する もの 
List 1-15 の ソース フ アイ ノレ source's を アセンブル します。 



ワーニング を 特に 抑制 しないと， 次の よ う に ワーニング メ ッ セージが 
表示され ます。 



A>has source . s 

source . s 1: Warning : absolute addressing 

move . 1 0,d0 

source's 2: Warning: short addressing 

movea . w d0 9 al 




A>* ^ - V グ .» -w '二' * > ト 、 -' - - 、 、， "> で'、 *V V. 



に-、 一一- ： - ひ 人 • ノ に'.：'，'：.'". • 'f.^<- :•• ク 'に: V' ":、• 




1: 

2: 



move .1 0 , dO 
movea . v dO,al 
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このうち 1 行 目 は 絶対アドレス 参照に よる レベル 4 ワーニング， 2 行 
目 は ショート アドレッシング による レベル 3 ワーニングです。 次の よ 
う に -w3 ォプシ ヨンに よって レベル 4 ワーニングの 出力 を 抑制す る 
と， 表示され る ワーニング は 2 行 II の ものの みに なり ます。 

A>has 一 w3 source . s 

source . s 2: Warning : short addressing 

movea.w dO,al 



害 式 ： -X [く ファイル 名〉] 

機能 ： アセンブル 時に 使用した シンボルの 情報 を 出力し ます。 

解脱： ァセ ン ブル 時に 使用 した シン ボルの 情報 を 出力す る こ と を 指定 します。 

くフ アイ ル 名〉 力 吋旨定 された と き は その ファ ィ ルに， 省略され た とき は 

画面 に シ ン ボル 情報 を 出力し ます。 

例： ソースファイル source.s を アセンブルして， シンボルの 情報 を 

source • sym に 出 力し ます。 



A>has -x source .svm source . s 



害 式 

機能 
解説 



例 ： 



一 Z 



HAS のォ リ ジナル 機能への ワーニング を 禁止し ます。 

拡張 子が ".has" でない ソースファイル 中で HAS の オリ ジナル 機能 

を 使用しても， ワーニング を 出力し ないよう にします。 "- w" ォ プショ 
ンで ワーニング 出力 レベル を 1 以下に しても この ワーニング は 出力 さ 



れ なくなり ますが， "-z" ォ プショ ン では 他の ワーニングに は 影響 を 及 
ぼしません。 

この オプション を 使用す ると， 純正 アセンブラでの アセンブルが でき 
ないよう な ソースファイル に対する チェックが できな く なる ので 注意 
が 必要です。 



List 1-16 の ソースファイル source .s は HAS ォ リ ジナル の 命令で 
ある .rept 疑似 命令 を 使用して いるた め， アセンブル すると 次の よ 
う な ワーニングが 表示され ます。 



お 



A>has source . s 
source . s 

. rept 



1: Warning : HAS expanded specifications 



'-、 一っ- つ 声-つ マ- • ： :ク.'， •， ペレ'、 - へ〜 1 —：'. に、 -り い' ,、 ， - 1 3**" ->- - t o • • - k - • - ** 



しかし， 次のように" - z" オプション をつ けて アセンブル すると， こ 
の ワーニングが 表示され ないよう になり ます。 



A>has 一 z source . s 



r V 〜 



-、 




メ^ v*>: 



i や. '• 一 



また， ソースファイルの 拡張 子 を ".has" にす ると， "-z" ォ プショ 
の 有無に かかわらず ワーニングが 表示され ないようになります。 









1： 


• rept 


16 


2: 


move • w 


(aO)+,(al)+ 


3: 


. endm 





変更 ： X680x0 HAS では， ォ リ ジナル 機能に 対しての ワーニング は 発生し 

ません。 そのため， この オプション スィッチ は 機能し ません。 



に 




HLK に は， 以下のような オプションが あります。 

これらの オプション は， コマンド ライン 上から 直接 指定す る こと も， また 環境 
変数 SILK に 設定して おく こと もで きます。 



1) 従来は バグが ありま した 

が， X680x0 HLK で 
は バグフィックス してい 
ます。 



u ，， 
cl 



"- d，， 

"― i，， 
"一 1，， 



一 m 



«— 0 ，, 



"- p" 

"― s ，. 



"一 t，， 



"― v ，， 



"一 w ，， 



"一 x ，， 



は— z ，， 



実行 ファイルの 拡張 子の 省略時に "， x " をつ けな I 

外部 定義 シン ポルの 登錄 

イン ダイレク ト ファイルの 指定 

ライブラリ パスの 使用 



最大 シンボル 数の 指定 
実行 ファイル 名の 指定 1 ) 
マップ ファイルの 作成 
OBJR 形式の 情報の 作成 
タ ィ ト ル 表示の 指定 
バー ポーズ モー ドの 指定 

ワーニング メッセージの 抑制 
シンボル テーブルの 出力 禁止 

-v オプション を 無効に する 



Chapter 1 — 才ブシ ヨン スィッチ 




害 式 



-a 



機能： 実行 ファイルの 拡張 子の 省略時に， 拡張 子" ュ" をつ けない ようにし 

ます。 また， ファイル 属性の 第 7 ビット をた てます。 
解脱： この オプション は， execd 2 ) に 対応させる ための オプションです。 この 



例 



ォ プショ ンを 使用す る ことによ り， ファイル 名と 属性の 設定 を 省 く こ 
と がで きます。 

実行 ファイル execfile が 作成され ます。 も し "-a" ォ プショ ンが指 
定 されて いないと， execfile.x が 作成され ます。 



2) 沖 @ 沖 氏 M 作の フリー 
ウェア。 ファイル 厲 性の 
第 7 ビッ トを たてて おく 
ことで， 拡張 子がなくて 
も 実行で きる ようにす る 
常駐 プログラムです。 




A>hlk 一 a 一 o execf ile execiile.o subl.o sub2 . o 



A>dir 



4 ファイル 

ファイル 使用量 
execf ile 
subl 



o 
o 
o 



A:\ 

*K Byte 使用 中 
*K Byte 使用 

68 



***K Byte 使用可能 




本本一 孝 幸 一孝 本 

64 
64 
70 



execf ile 
A>del execf ile 



A>hlk 一 o execule execiile.o subl.o sub2 . o 



A>dir 




4 ファ 



ファイル 使用 
execf ile 



execf ile 



o 
o 
o 
x 



A:\ 

*K Byte 使用 中 
*K Byte 使用 

68 



***K Byte 使用可能 



64 ** 
64 ** 
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開発 ツール 一 第 2 部 



一 d 



― 



外部 定義 シンボルの 登録 





3) r 属性」 を 参照 (vol.1 
第 4.5.1B) 0 



害 式 

機能 
解脱 



-d 〈シン ポ リレ >=< サ ィ ズ〉 



外部 定義 シ ン ボル を 登録 します。 

厲性 3) が 絶対値で， 値が < サイズ > の 外部 定義 シン ポルく シン ポル〉 
を 登録し ます。 この シンボルの 定義 元の ォブ ジヱク ト ファイル 名 は 
♦SYSTEM* です。 この ファイル は HLK の 内部で 作成され る ォブ、 ： 



ン ェ 




実際に 存在す るフ ァ ィ ル では あ り ません 



o 



例 



game.x に は シ ン ボル _MAX_SPEED を ， controls に は シ ン ボル 
PARAM1 と PARAM2 を 外部 定義 シンボルと して 定義し ます。 




A>hlk - d — MAX_SPEED*aOO game.o 
>hlk 一 d PARAMl»5c 一 d PARAM2-7' 



リ ンク された ォブ ジヱク ト ファイル 中に 同名の 外部 定義され た シン ボ 

ルが 存在した 場合 は， Duplicate definision エラーになります。 
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書式 ： -i く ファイル 名〉 

機能 ： イン ダイレク ト ファイルの 指定 をし ます。 

解説 ： HLK は ォプシ ョ ンゃ ファイル^ をコ マン ドライ ン から 取得して いま 

すが， この ファイル を 指定す る ことにより， コマンド ラインの 代わり 

に 指定され た ファイルの 内 容を使 川す るよう にします。 改行 は 空 n 文 

字と みなします。 インダイレクト ファイルの 中から インダイレクト 

ファイル を 指定したり， イン ダイレク ト ファイル を 複数 指定す る こと 
はでき ません。 

イン ダイレク ト ファイル を 指定す る ことにより， コマンド ラインで 指 
定 した ファイル や オプションが 無効に なること はあり ません。 

例 ： indirect ファイルの | 人 厂 さが List 1-17 の 場 介， hlk -i indirect は， 

hlk main . o subl.o sub2 . o mylib.asyslib.l 

と 同じ 意味に なり ます。 

イン ダイレク ト ファイルの 内容 は， コマンド ライ ンの 後に 追加され る 
形になる ので 注. 意して ください。 たとえば， hlk -i indirect -p は, 

hlk - p main . o subl.o sub2 . o my lib. a syslib.l 

のようになります。 この 例で は， マップ ファイル 名に main, o が 指定 
された ことにな つてし まいます。 このまま 正常に リ ンク してし まう と, 
main . o に マップ ファイルの 内容が 書き込まれて しまい， main.o の 内 
容は 失われて しまいます。 




1 ： main . o subl.o sub2 . o 
2 : mvlib.a syslib.l 



害 式： -1 

機能： オブジェクト ファイル や ライ ブラ リファイ ルの 検索に， 環境 変数 lib 

を 使 川し ます。 

解説 ： 指定され た ファイルが 兒 つからない 場合， 環境 変数 lib で 指定され た 

ディレクトリ を 捜します。 この オプション を 指定す ると， 指定され た 

ファイル， 環境 変数 lib に ファイル 名 を 追加した ファイルの 顺 番に検 
索し ます。 もし， 環境 変数 lib が 設定され ていない 場 介 は， Undefined 
environment variable 'lib' と メッセージ を 出力して， この ォプ 
シ ヨン を 無視し ます。 
例 ： 環境 変数 lib の 内容が， a:\lib (または a : \lib\) の 場合 や 指定した 

フ アイ ルが 兄つ か ら なかった 場合に 検索され る フ アイ ル 名の 例 を Table 
1-1 にポ します。 ' 




ファイル 名 実際に 検索され る ファイル 名 

• Af oo-a a:\lib\. Afoo.a 

my\bar • o a: \lib\my\bar . o 

a:\foobair.o a : \lib\a: \f oobax . o (エラー) 



Chapter 1 一一 才 ブシ ヨン スィッチ 




害 式 ： -m く サイズ〉 

機能 ： HLK で 扱え る シン ボルの 数 を 指定 します。 

解説 ： 実際に はこの ォプシ ョ ンを 指定し なくても， メモリが 許す かぎり シン 

ボル を 扱える ようになって いるので， 今で は 指定 しても あまり 意味が 
ありません。 LK との 互換性の ために 用意して あります。 
く サイズ〉 に は， 202 以上 65536 未満 を 指定し ます。 
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開発 ツール一第 2 部 




-o 



実行 ファイル 名の 指定 



4) ただし， -a オプションが 
指定され ていない 場合に 
かぎります。 



害 式 

機能 
解説 



- O く ファイル 名〉 

作成され る 実行 ファイル 名 を 指定し ます。 

実行 ファイル 名 は， 最初に リ ンク された ォブ ジヱク ト ファイルの 拡張 
子 を ".X" に 変更した 名前になります が， この オプション を 指定す る 

ことにより 変える ことができます。 拡張 子が 指定 されて いない 場合 は, 
"•X" が 追加され ます 4) 。 

例 ： 実行 フ アイ ノレ exec.x を 作成し ます。 



A>hlK 一 o exec main . o 
A> 



実行 ファイル main.x を 作成し ます 




o 



A>hlk main . o 



お 



実行 ファイル exec.xx を 作成し ます。 



A>hlk 一 o exec. xx main . o 



追 記 ： 従来は バグが あ り ま したが， X680x0 HLK では バグ フ イツ タスして 

います。 
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Chapter 1 —— オプション スィッチ 




マップ ファイルの 作成 




害 式 

機能 
解脱 



例 ： 



- p く マップ ファイル 名〉 
マップ ファイル を 作成し ます。 

指定 された ファイル 名の マ ッ プフ ァ ィ ル 5 ) を 作成し ま す。 く マ ッ プフ ァ 5 ) r マップ ファイル」 を 参照 

ィル名 > を 省略した 場合 は， 実行 ファイル 名の 拡張 子 を ".map" に 置 (Voi.i «4.i.i«)o 

き 換えた ものに なり ます。 

マ ッフ 。フ アイ ノレ main.map を 作成 します。 



一 



A>hlk main . o 一 p 



マップ フ アイ ノレ mapfile.map を 作成し ます 



o 



A>hlk owner . o - p mapfile 




書式 

機能 



一 S 



解脱 



例： 



o 



GCC で 作成した SX- Window の 0BJR 形式の 実行 ファ ィ ルに 必要 
な 情報 を f や 成します。 

外部 定義 シンボル — jrsize が 定義され， セクション 情報が 実行 ファ 
ィ ノレに 埋め込まれ ます。 —一一 rsize に は， rdata 〜 rstack セクション 
の 大きさが 代入され ます。 厲性は 絶対値に なります。 セクション 情報 
の 内容 は Fig.1-1 のよう になって います， 
GCC で 作成した SX-Window の 0BJR 形式の 実行 ファイル を 作成す 
る 時 は， 必ず 指定して ください。 この 0BJR 形式の 実行 ファイル は， 
外部 定義 シンボル— _rsize と セクション 情報 を 参照して， リロ ケー 
タブ ルセ クシ ヨンの 初期化 を 行います。 もちろん， この 初期化 を 行う 
ルーチンが リ ンク されて いなければ， プログラム は 正常に 動き ません。 
0BJR 形式の 実行 フ アイ ルに 必要な セク シ ョ ン 情報が 入って い る 
window . x が 作成され ます。 




A>gcc - SX - c window. c event • c 

A>hlk 一 s window - o event . o a:\lib\_sxlib-a a:\lib\sxlib.a 




• • • に-,、^ '• * • ■ • '•'•^y^- 'ゝ 7， 义' _ • -，f ゾ_ 一 や- 




+00 +01 +02 +03 +04 +05 +06 +07 +08 +09 +0a +0b +0c +0d +0e +0f 



text size 


data size 


bss size 


COD 


3 


on size 


stack size 


rdata size 


rbss size 


rco 




ion size 


rstack size 


rldata size 


rlbss size 


rlcommon size 


rl stack size 


roff set table size 


reserved 



Fig. 1-1 • セクション 情報の フォーマット 




害 式： - 1 

機能： 起動時に タイ トル を 表示し ます。 

解説 ： 起動時の タイ トル を 表示し ます。 この ォプシ ョ ンが 指定され ていない 

場合 は， タイ トル を 表示し ません。 LK のように 起動時に タイ トル を 
表示す る ことによって， リ ンク^ 理を 始めた こと を 確認したい ときな 
どに 使用し ます。 

例： -t オプション を 指定した 場合 は， タイトルが 表示され ます。 

A>hlk one,o two.o 

： ： ！魏 I^SSSlS^^^P 義 . ::、': 

A>hlk - t one.o two.o 

X68k SILK Hi - Speed Linker v2-26 Copyright 1989 - 92 SALT 



開発 ツール一第 2 部 




害 式 ： つ 

機能 ： HLK を バー ポーズ モー ドで 動作す る ようにし ます。 
解説： バー ボー ズ モード を 指定す ると， HLK が 行って いる 動作 を 報告す る 

ようになります。 この オプション によって， リンカが 現在 どのような 

^理を 行って いるの か を 確認す る ことができます。 
例： -V オプション を 指定して いる 行 は， 現在 どのような 処理 を 行って いる 

のか を 報告して います。 
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害 式 ： -w 

機能 ： ワーニング メ ッ セージ を 出力 しないよう にします。 

解脱 •• g++ (GNU C++ Compiler) でコ ン パイルした オブジェ ク トフ アイ 

ルを リ ンク すると ワーニングが 頻繁に 出ます 力、 この ォプシ ヨン をす 旨 
定 する ことで ワーニング メ ッ セージ を 出力 しないよう にで き ます。 

例 ： -w オプション を 指定して いる 場合 は， ワーニング メ ッ セージが 出力 さ 

れ ません。 




開発 ツール 一 第 2 部 




害 式 

機能 



解脱 



6)xpack.x や strip. x 
などの フリーウェア のよ 
うに， 再リ ンク しなくて 
も 実行 ファイルの シンポ 
ル テーブル や シンポ リ ッ 

ク デバッグ 情報 を 削除す 

る ツールが あります。 



例 ： 



一 X 



シンボル テー ブル， シ ン ポ リ ッ ク デノ く ッ グ 情報 を 作成し ないよう にし 
ます。 

この ォプ ショ ンを 指定し ない 場合 は， シンボル テーブル や シン ボリ ッ 
ク デバッグ 情報が 作成され ます。 デバッグ する 必要が なくなった 場合， 
これらの 情報 は 不要に なり ます。 この オプション を 使用して 再リ ンク 
する ことにより， 不要に なった 情報 を 作成し ない ことで 実行 ファイル 
の 大きさ を 小さ く する ことができます 6 )。 

-x オプション を 指定した 実行 ファイル は シンボル テーブル， シン ボ 

リ ック デバッグ 情報がない ため， ファイルの サイズが 小さ く なって い 

ます。 




A>dir symbols . x 



1 ファイル 

ファイル 使用量 
symbols 

A> ] '^；7：. 

A>hlk -x symbols . o 

A>dir symbols • x 



A:\ 

**K Byte 使用 中 
**K Byte 使用 
x 418 ** 



***K Byte 使用可能 




A:\ 

**K Byte 使用 中 
**K Byte 使用 
x 338 ** 



***K Byte 使用可能 



：■ ノ，' 、- -ゾ、 ' v; 
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害 式： - z 

機能 ： バー ボー ズ モー ドで 動作し ないよう にします。 

解説： この ォプ ショ ンを 使用す ると， どこに -V ォ プショ ンが tir 定 されても 

バー ボー ズ モードに なりません。 たとえば， gcc で バー ボー ズ モー 
ド にして コンパイル/ リ ンクを 行う ときに， リ ン 力の 部分 は バー ボー 

ズ モードに したくない 場合， ^境 変数 SILK または silk にこの ォプ 
シ ヨン を 追加して おく とよいで しょう。 
例 ： この ォプ ショ ンを 指定す ると バー ボー ズ モー ドが 無視され るので， - v 

オプション を 指定しても 実行 経過が 表示され ません。 




1.4 



デバッガ オプション 



GDB に は， 以下のような オプションが あります。 

これらの オプション は， コマンド ライン 上から 直接 指定す る こと も， また 環境 
変数 GDB-OPTION に 設定して おく こと もで きます。 



1) X680xO GDB では 
魔 止されて います。 

2) X680xO GDB では 
魔 止されて います。 



3) X680xO GDB では 
廣 止されて います。 

4) X680xO GDB では, 
麻 止されて います。 



"-batch" 
"- cd，， 

し 一 command" 
"- directory" 



"-exec" 



"- epoch", "- fullname" 
"一 help" 



"mem 



"一 nx，， 



"- quiet" 

"- remote", "-r" 



"一 se" 



"-symbols" 
"•swap" 
"- tty" 



バッチ 処理 

ワーキング ディ レク ト リ の报定 
コ マン ド ファイルの 指定 
ソース ディ レク ト リの パス 指定 

デバ ッ グ 対象 プロ グラムの 指定 1 ) 
Emacs を 使用す る 2 ) 
ヘル ブメ ッ セージの 表示 
メモリの 設定 

初期化 フ アイ ル を 読み込 ま な い 
タ ィ ト ルの非 表示 

リ モー ト コンソール モー ドで 起動す る 
デバ ッ グ 対象 プロ グラムの 指定 3 ) 
シ ン ボル 情報の フ アイ ルの 指定 4) 
スク リーン スワップ モー ドで 起動す る 

標準 入出力 先の 指定 



書式 

機能 
解説 



例 ： 



-batcn 

バッチ モー ドで 起動し ます。 

"-command" ォプシ ョ ン に 指定した コ マン ド ファイルの すべての 処理 
が 終了 した 後， exit コード 0 で 終了 します。 コマンド ファイル 内の 
GDB のコ マン ド 実行中に エラーが 発生した 場合 は， 0 以外の exit 
コードで 終了し ます。 

コマンド ファイル "cmd" に 従って バッチ^ 理を 行います 



o 



>gdb - batch - command-cmd smp.x 
Breakpoint 1 at 0x108: file smp.c, line 19. 
Breakpoint 2 at OxlfO: file smp.c, line 20. 



Breakpoint 1, main () at smp.c:19 
19 shellsort (data, 9); 
data 口 «{4 35896172> 
1-2 




reakpoint 2, main () at smp.c:20 

20 > ' iiM 

data 口 «{1 23456789> 
$2 = 2 



書式 ： -cd= く パス 名〉 

機能 ： ワーキング ディ レク ト リ を 指定し ます。 
解説 ： 起動時に 指定した ワーキング ディ レクト リ に 切り替えます。 
例 ： 次の 画面 は， 起動 後に ワーキング ディ レクト リを "c:\gdb-4.4" に 切 

り 替えた 例です。 



A ： \crnd 



A>pwd 




A>gdb - cd«c ： \gdb - 4 • 4 

GDB is free software and you are welcome to distribute 
copies of it under certain conditions; type "show cop 
ying" to see the conditions . There is absolutely no war 
ranty for GDB; type "show warranty" for details. GDB 4. 

X6—**, Copyright 1991 Free Software Foundation, Inc. 
(gdb) pwd 

Working directory c : \gdb-4 . 4 

(canonically C:\gdb-4.4) . 
(gdb) 



• に 入 二に み !5^<^T] 



一 co 腿 and= くフ アイ ル名 > 

ン ド ファイル をす ほ定 します 



指定した ファイルから GDB のコ マン ドを 読み込み 実行し ます。 
起動 後に 指定した コ マン ド ファイル "test" を 実行して みま した 



o 



A>gdb -command=test 
>B is free software and you are welcome to distribute 
;opies of it under certain conditions; type " show cop 
ying" to see the conditions .There is absolutely no war 
•anty for GDB; type " show warranty" for details -GDB 4. 

X6 メ Copyright 1991 Free Software Foundation, Inc. 
Breakpoint 1 at 0x108: file smp . c , line 19 • 



開発 ツール 一 第 2 部 




書式 ： - directory- < ディレクトリ 名 > 
機能 ： ソース ディ レク ト リ をす 旨定 します。 

解説 ： ソースファイルが おいて ある ディ レクト リ をす 旨定 します。 
例： ソース サーチ パス を "c:\six\orig" に 設定し， 起動し ました。 

■■■■■■■■■■■■■I 
A>gdb -directory«c ： \src\or ig 

GDB is free software and you are welcome to distribute 
copies of it under certain conditions; type "show cop 
ing" to see the conditions - There is absolutely no war 
tty for GDB; type " show warranty" for details. GDB 4. 
Copyright 1991 Free Software Foundation, Inc. 
gdb) show dir 
Source directories searched : B : \src\gnu ； $cdir ； $cwd 
(gdD) 
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害 式 

機能 
解脱 

例 ： 



-exec- くフ アイ ル 名〉 

デノ くッグ 対象 プログラム 名 を 指定し ま す。 

実行 ファイルと シン ボル 情報 フ ァ ィ ルが 分かれて いると き に 使い ま す 
デバッグ 対象 ファイル を "test.x" に 設定し， 起動し ます。 

:•• -, ： \<-y. ：. • . パ 、 •、 • '••；•' ， や -' ；: ： v x . 

A>gdb -exec=test .x 

GDB is free software and you are welcome to distribute 
copies of it under certain conditions; type M show cop 
ying" to see the conditions • There is absolutely no war 
ranty for GDB; type " show warranty" for details. GDB 4. 
* X6 一 **, Copyright 1991 Free Software Foundation, Inc. 

(g^b) 



o 



GDB が 起動 し た 後に デバ ッ グ 対象 プロ グラ ム を 指定す るに は， 次の 
ようにし ます。 

(gdb) exec - file test .x 
(gdb) 



変更 ： 形式の 実行 ファイル は， シン ボリ ック デバッグ 情報 を 含む ことが で 

きます。 そのため， この オプション スィッチ は 意味がない ので 廃止し 
ま した。 



害 式 ： -epoch 

-fullname 

機能 ： Emacs を GDB の フロン トェン ドに 使う ときに 指定し ます。 
龍 ： X68000 GDB では 意味が あ り ません。 

変更 ： Human68k が マルチ タスクに なること を 期待して 残して おいた ォプ 

シ ヨン スィッチで すが， 今のところ 意味がない ので， X680x0 GDB 
では 廃止し ました。 



Chapter 1 — 才 ブシ ヨン スィッチ 




書式 

機能 
解説 

例 ： 



For more information, type "help" from within GDB, or 




-help 

コマンド ライ ン ォプシ ョ ンの ヘルプ メ ッ セージ を 表示し ます。 
コ マン ドライ ン ォプシ ョ ンを すべて 説明つ きで 表示し ます。 
次の 画面 は， コマンド ライ ンォ プショ ンを 表示 させた ものです。 

よ' ゾ ：解 《- ャ ^ - 〜'巧で-、 リ ぶ、 ぶ— ^ ，や，，,'' ，： \ <y /-• ry^^ ' 二 ； r - - 

A>gdb - help 

This is GDB, the GNU debugger . Use the command 

gdb [opt ions J [executable [core - file]] 
to enter the debugger • 



>tions available are: 




Print this message . 

Do not print version number on sta 

Output information used by emacs-G 



DB interface. 




-epoch Output information used by epoch e 
macs - GDB interface. 

-batch Exit after processing options. 

- nx Do not read - gdbinit file. 

-tty*TTY Use TTY for input /output by the pr 
ogram being debugged . 

-cd-DIR Change current directory to DIR- 

-directory»DIR Search for source files in DIR. 

-command=FILE Execute GDB commands from FILE- 

-symbols=SYMFILE Read symbols from SYMFILE- 

-exec»EXECFILE Use EXECFILE as the executable. 



- se«FILE 
able file, 

-core=COREFILE 
- b BAUDRATE 
remote debugging 
-heap*SIZE 
-remote 
-swap 

る モード 



Use FILE as symbol file and execut 



Analyze the core dump COREFILE. 
Set serial port baud rate used for 

G D B プロセスが 使用す る メモリーの 設定 

リ モー ト コンソール モー ドで 起動 

デバッガと アプリケーションの 画面 を 切り替え 
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害 式 

機能 
解説 

解脱 



例 ： 



-mem= <サ つ ズ> 

GDB プロセスが 使用す る メモリ を 設定し ます 
< サイズ > は キロ バイ ト 単位です g 定 します。 



この ォプシ ョ ンは， デバ ッ グ 中に GDB の プロセスが 「メ モ リ が 足 
りなくな つた」 こと を 示す メッセージ を 表示し た 場合に 指定 します。 
GDB プロセス のために あらかじめ 確保す る 領域 は， メモリの フリー 

サイズに 依存し ます。 



メモリ サイズ を 512K バイ トに 設定して みまし よ う 



o 





gdb -mem»512 

GDB is free software and you are welcome to distribute 
copies of it under certain conditions; type " show cop 
ying" to see the conditions -There is absolutely no war 
ranty for GDB; type " show warranty" for details. GDB 4. 
* X6.** f Copyright 1991 Free Software Foundation, Inc. 



害 式 

機能 
解説 

例 ： 



一 nx 



初期化 フ アイ ルを 読み込まない で 起動 します。 

GDB が 起動時に 読み込む 初期化 ファイル は， ".gdbinit" です 

次の 場面 は， 初期化 ファイル を 読み込まない で 起動 し た 例 です。 







A>gdb - nx 

D6 is free software and you are welcome to distribute 
copies of it under certain conditions ； type " show cop 
ying" to see the conditions .There is absolutely no war 
ranty for GDB; type H show warranty 1 * for details. GDB 4. 




Foundation 



開発 ツール一第 2 部 




害 式 

機能 
解説 



-quiet 

起動 メ ッ セージ を 表示し ません 



o 



GDB の タイ トル， バージョン ナンバー 等 を 表示し ないで 起動し ます 
例： 起動 メッセージ を 表示し ないで， 起動した 例です。 



o 




gdb -quiet 
(gdb) 



； 
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Chapter 1 —— 才 ブシ ヨン スィッチ 




害 式 



-remote 



一 r 



機能 
解説 



例 ： 



RS-232C を 利用した リモート コンソール モード で 起動 します。 

X68000 に RS-232C ポートで 通信の 行える コンピュータ 5 ) を 接続し， 

接続した ターミナルの コンソール を 利用して デバッガ を 操作す る こと 
で， X68000 の 画面 を 乱す ことなく デバ ッ グ 作業 を 行う ことができる 

モードです。 この モード を 使用す るに は， RS - 232C ポート どうし を 接 
続す るた めの クロス ケーブルと， コンピュータ がもう 1 台 必要です。 
リ モー ト コンソール モー ドで デバ ッ グす るに は， 起動時に ォプシ ョ ン 
"一 remote" または "マ" を 指定し ます 6) 。 



この 後， GDB の 操作 は 接続した ターミナルから 行う ことにな り ます。 
リモート コンソール モードで 起動した 場合， 次のようになります。 起 



觔 メッセージ は ター ミ ナル側 に 表示され ます 



5) ターミナルと いいます。 



6) 起動す も 前に 必ず， 両方 
の コンピュータの 通《 速 
度 を 合わせて おいてく だ 
さい。 



o 



A>gdb - remote 

GDB is free software and you are welcome to distribute 
copies of it under certain conditions ； type " show cop 
ying" to see the conditions. There is absolutely no war 
ranty for GDB; type " show warranty" for details. GDB 4. 
* Copyright 1991 Free Software Foundation, Inc. 

(gdb) 
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デバ ッ グ 対象 プロ グラムの 指定 



一 



書式 

機能 

解説 



例 ： 



-se= くフ アイ ル 名〉 

デバ ッ グ 対象 プログラム 名 を 指定し ます 




実行 ファイルに 含まれて いる 場合， この コマンド 



で キ旨定 します。 



"test.x" が デバッグ 対象 プログラム ならば， 次の ような 起動 画面に 



なり ます 



o 



^ -, い L' ― つ • ' -. ノド 

«K^j9«nh4|« f L - -'ti •• , • お.： y >• ' ベ t^^s^BH 



A>gdb -se=test -x 

GDB is free software and you are welcome to distribute 
copies of it under certain conditions; type "show cop 
ying" to see the conditions -There is absolutely no war 
ranty for GDB; type " show warranty" for details. GDB 4. 
* X6— Copyright 1991 Free Software Foundation, Inc. 

一 ' ：. ： に に i* ^^; -： に 'ヒ/ ネリ， いも - 



(gdb) 



起動 後に コ マン ドで 指定す る に は 次の ようにし ます。 



(gdb) file test.x 

(gdb> 、 

変更： GDB では， デバッグ 対象 プログラムの ファイル 名 を その他の ォプ 

ショ ンスィ ツチの 後ろに 単独で 指定す る ことができます。 そのため， 
この オプション スィ ツチ は 廃止し ま した。 



Chapter 1 —— 才ブシ ヨン スィッチ 




害 式 

機能 
解説 



例 ： 



-symbols= <フ アイ ル名 > 

シ ン ボル 情報 を 読み込む ファ ィ ル を 指定 します。 

実行 ファイルと シンボル 情報 ファイルが 分かれて いると きに 使用 し 



ます 



O 



シンボル ファイル "test.x" を 指定して 起動し ま した 



o 



や 



A>gdb -symbols=test -x 

GDB is free software and you are welcome to distribute 
copies of it under certain conditions; type " show cop 
ying" to see the conditions -There is absolutely no war 
ranty for GDB; type "show warranty" for details. GDB 4- 
* X6 一 **, Copyright 1991 Free Software Foundation, Inc. 
(gdb) 




起動 後に コマンドで 指定す るに は， 次のように します。 



(gdb) symbol - file test .x 
(gdb) 



変更 ： -exec スィ ツチ 同様， .x ファイルが シン ボリ ック デバッグ 情報 を 含み 

ます。 そのため， この オプション スィッチ は 意味がない ので 廃止し ま 
した。 
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開発 ツール 一 第 2 部 




- swap スクリーン スワップ モー ドで 起動す る 



一 



害 式 

機能 
解説 



7) 約 132K バイ 卜です。 



例 ： 



-swap 

スクリーン スワップ モー ドで 起動 します。 

X68000 の 阖面を 乱さない ために， GDB の 画面と デバッグ 対象 プ 
ログ ラムの 画面と を 切り替えて 表示す る モードです。 ただし， それ ぞ 

れの 画面の イメージ を 退避す るた め， メインメモリ を 消費し ます 7 )。 
この モード は， RS - 232C ポートに 接続す る コンピュータがなくても 
使用す る ことができます。 

スクリーン スワップ モードで デバッグ を 行う に は， 起動時に "-swap" 
を 指定して 起動し ます 



o 



スクリーン スワップ モード で 起動 し た 例です。 




gdb -swap 

GDB is free software and you are welcome to distribute 
copies of it under certain conditions; type H show cop 
ying" to see the conditions - There is absolutely no war 
ranty for GDB; type 11 show warranty" for details. GDB 4. 
* Copyright 1991 Free Software Foundation, Inc. 

(gdb) 
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害 式 ： -tty= く デバイス 名〉 

機能 ： デバ ッ グ 対象 プログラムの 標^ 入出力 ^を 桁定 します。 

解説： デバッグ 対象 プログラムの 標 略 入出力 を "aux" から 行いたい 場合な 

どに 指定し ます。 

例： デバッグ 対象 プログラム の標難 入出力 を， "au X " に 設定して 起 $ 力し 

ます。 

A>gdb - tty-aux 

GDB is free software and you are welcome to distribute 
copies of it under certain conditions; type H show cop 
ying" to see the conditions . There is absolutely no war 

ranty for GDB; type " show warranty" for details. GDB 4. 
* X6_**, Copyright 1991 Free Software Foundation, Inc. 

Cfdb) 



Chapter 2 




本章で は， 各 ツールから 出力す る エラー メ ッ セージと ワーニング メ ッ セージに 
ついて 解説し ます。 



開発 ツール一第 2 部 



解説 ： int と 宣言した Ident を double と 再度 宣言 したり， 関数 と 宣言した 

Ident を 変数に ^ Vi: J したりす ると 発生し ます。 首尾一貫 して 同じ 宣 



お をして くださ レ 



o 



# J- ！ • エラー 例 (CM !*()() I .!•) 



1 ： int m 
2: int foo () ； 



errOOl.c: 
errOOl . c : 



2: Error 
1 : Error 



'foo' が 別の 宣言 をされ ま した 

《 foo， の 前 宣言 位置です 



XC V いに 2.1 



errOOl . c 



2 ： Error 



29: identifier redeclaration. 



*《 ん A 1 



Co'C '一 ，な —"つ. ' -- ' - > \ ' に、， •■*.' . - "'一 



2.1 



GCC 診断 メッセージ 



この セ クシ ョ ン では， GCC の エラーお よび ワーニング メ ッ セージに ついて 説 

I リ J します。 参考と して， まったく M — ソース を XCVer. 2.10 で コンパイルした 
場-介の エラ 一 も 時に 揭^ してお きました。 




ここで は， 宣言 関係の エラー メッセ一 ジを 集めました。 宣言^ 係の エラー は 
C | 語に 憤れて いない 間 は 頻発す る エラーです。 



IdenV が 別の 宣言 をされ ま した 
IdenV 力 《 再 宣言され ま した 
IdenV が 別記 愫 クラス 宣言され ましえ 




1 



1：1 




解説 ： GCC の 拡^である 内部 関数 —builtin-alloca () や: を 内部 宣言 と 



おなる' tH をす ると 允 卟: します 



o 



List 2-2 • エラー 例い、 rr()()2.() 



1 ： extern ― builtin_alloca に void) ； 



err002 . c ： 
した 



1: Error ： < 一 — builtin_allocaL ，力、' built_iii 関数と 衝突し ま 



、'： - . • • ■ ^ 



― 



診断 ： リ deni， と 衝突して います 




解説 



たとえば void と 宣言した 関数 を， int と して', しょう と した 場 介 
に 発 つ 《します。 たいてい この エラーメッセージの 後に， liij の 位お 
が コンパ ィ ラ によって ポ されます。 へッ ダ での 宣言と' 太: 体の 定義が ィ' 
盾 するとき 多発し ます。 



2-3 • エラー 例 （い rr()():l( ) 



1 ： void f oo に int) 

2: int 

3: f oo (void) 

4: { 

5: } 



err003 . c 4 : Error 29: identifier redeclaration. 



診断 ： 省略 引数 は 空の 引数 宣言 と は マ ッ チ し ません 



err003 . c ： In i unction f oo 



err003 - c : 
err003 . c : 



4: Error 
1: Error 



( foo> と 衝突して います 
( foo， の 前 宣言 位置です 



へ h- 
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解説： int foo (); という 宣言と int foo (void) で 始まる 関数 定義と 

は ANSI C では 別 宣言です。 前者 は "伝統的な 宣言" で， 後者 は 
ANSI C の プロ ト タ ィ プ です。 



開発 ツール 一 第 2 部 



1 ： int f 00 () ； 

2 ： int 

3: foo (int, ...) 

4: { 

5: } 



err004 . c : In function foo: 

err004 . c : 5: Error : (foo， と 衝突して います 

err004 . c : 5: Error ： 省略 引数 は 空の 引数 宣言と は マッチし ません 

err004 . c ： 1: Error ： € foo, の 前 宣言 位置です 



待 記事 項 



XC Ver. 2.10 では エラ一 になり ません 



O 




診断 ： € IdenV の 前 宣言 位置です 




解説 ： 宣言 関係の エラーが^ リ: した 場合に， 現在の 宣言と 異なる 宣言 を 行つ 

た^^ を 示す エラーです。 




解説 ： ゅ名 はこの エラーが 発^した の を兑た ことがあ り ません。 発生す る 場 

合が あるら しいので すが ••• 。 




解説 ： goto で 用いられる ラベルに 同じ 識別子 を もつ ラベルが 存在す ると 発 

生し ます。 goto 文での 参照の 有無に は 無関係です。 ラベル は 同一 関数 

内で 重複で きません。 



>-. r i • エラ —W ( * rrOOr, 



1 ： void foo (void) 

2: { 

3: LabelO: 
4: ； 

5: LabelO: 

6: ； 

7: } 
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err005 . c : In function foo: 

err005 . c : 3: Error ： ラベル （LabelO ，が 複数あります 




2.10 



エラー メ ッ セージの 後で ま ufd にゴミ を 出します 



o 



line 8 redif inittion error 



診断 ： label Label がありません 




解説： goto 文で 存在し ない ムひ 6d を 参!! (i すると 発生し ます。 あるいは 別の 

関数で 定^され ている /^わ d を 参照して いる 場合に 発生し ます。 ラベ 
ルの タイプ ミスの 可 能 性 が大 で す。 



List 2-6 • ェ ラー ff| (errOOCJ.c) 



i 

2 

3 
4 
5 
6 



int foo () 
{ 

goto Label 
LabeL : 

} , 



err006 • c : In function foo: 

err006 - c : 6: Error : label Label 力くありません 



-1 - 1 - 



XC V (、に 2.10 




6 : Error 
6 : Warning 
6 : Error 



42: undefined identifier. 
27 : label is never used in function- 
42: undefined identifier. 






解説： struct として 宣言した タグ を 新たに union として 宣言す ると 発生し 

ます。 一度 宣言した 構造体 タグ を， 別の 種類の 構造体 タグと して 使う 



と 発生し ます。 タグ 名称 を 変えて くださ レ 



o 
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1: 


: struct f oo 


2: 


： { 


3: 


: int x; 


4, 


： int y ； 


5 


： } buf st; 


6 


union f oo 


7 


： { 


8: 


: int x; 


9: 


； char *y; 


10 


} buf uni ； 



err007 • c : 



7: Error : € f oo》 は 違法な タグです 



XC V (、に 2.10 



err007 . c 7 ： Error 30 ： struct /union/enum tag name error : foo* 



—嫁 断： ■ "dent, の サイ ズは 不明です 




解説 ： 不^全な 構造体の 変数 を 定義す る と 発 斗: します。 




■ 



2-N • ェ ラー 例 f €>rr()()8 




1 ： struct f oo; 
2 : struct f oo bar 



err008 • c : 



2: Error : ^ar, の サイズ は 不明です 




x(' V 



(リ • 





err008 . c 
err008 . c 



rr008 ， c 




1 : Error 
2 : Error 
4 : Error 



71: structure declaration error 
14: undefined struct/union name 
14: undefined struct/union name 



い、 X M つ-— 《，さ-ぶ-」， ^- % <^"*- --" ' "- 气- ク,： 二'、.、 乂 -' ヴ'、 ん\^1、- に 




診断 ： ( Ident, の サイ ズが 定数で は あ りません 



解説 ： 関数 内部での 動 変数で ない 配列 宣言で， サイ ズが 定数で ない 場合 【 

発生し ます。 



Chapter 2 — 診断 メ ッ セージ 




1 ： void 100 unt a) 

2： { 

3: static int buf 0 [a] ； 
4: extern int buf 1 [a] ； 

5: } 



err009 



. c ！ In function f oo i 



■ 



* * 、- : -' - 



err009 . c : 
err009 - c : 



3: Error : 'bufO ，の サイズが 定数ではありません 
4: Error : 《bufl ，の サイズが 定数ではありません 



\(' V ぼ. 2.10 



err009 • c 3 ： Error 57: constant expression required- 

err009 . c 3 : Warning 9: data size IMbytes over. 
err009 . c 4 : Error 57: constant expression required • 




解 鋭： int double foo; のよう なまちが つた 宣言で 発生し ます。 



にに、 t 2- 1 0 • 


ェ ラ 一例 （ € 1 1 1 


I 


O.r) 




, w ' , % ^» ■ ■ ， 







1 ： int double x 
2 ： int float y 



メ 



errOlO.c: 1: Error : 'x, が 複数の データタイプ を 持って います 

errOlO.c: 2: Error ： 'y 》 が 複数の データタイプ を 持って います 



' 丁 



' り ^ ' リノ ノ.. - " I" * ' ^ 人 二 • ゾ： ， -ノ に.. ノ'. ぐ'—'， ぐ ' ： …ノ' 一 . '一 'に，、： - I: I リノ， 一-つ' 1 ",…, 人' ,''ノ'.，：：—' 



特記 事項 



XC Ver. 2.10 では まったく エラーに なり ません 



o 




解脱： typedef しょうと する タイプの 識別子が， 変数の タイプ 宣言 を 表す 識 

別 子で ない 場合に 発生し ます。 筆者 はこの エラーが 発生した の を 見た 
ことがありません。 
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開発 ツール一第 2 部 



一 
― 



診 断 ： ( Ident》 の long, short, signed , unsigned は^、 it ごす 



一 



解説： signed float x; のよう な 誤った 宣言で 発生し ます。 float タイプに 

は long, short, signed, unsigned は t 旨 5eT* さ ません。 double タ 



イブに は short, signed, unsigned はす 旨定 できません 



o 




一例 (t vvO 1 に 《 ） 



1 ： signed double x; 
2: unsigned float y 



errOll.c: 
です 

errOll.c: 
です 



1: Error : € x } (D long, short , signed , uns 




2: Error : 《y ，の long, short , signed , unsigned は 不正 



XC V いに 2.10 



errOll.c 
errOll.c 




1 : Warning 22: signed type specifier illegal • 
2 : Warning 7: unsigned type specifier illegal 




画 



― 



一 



診断 ： < Ident, に long と short 双方 指定 されて います 



解脱 ： short long x; のよう な 宣言で 発生し ます。 



I/ist >- 1 リ 



1 ： short long int x; 



err012-c: 



1： Error : 'x' に long と short 双方 指定され ています 




特記 事項 



XC Ver. 2.10 では まったく エラ一 になり ません 



o 




解説 ： long char x; のよう な 宣言で 発生し ます 



O 
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Chapter 2 — 診断 メ ッ セージ 



List 2 




1 ： short char x ； 
2 ： long char y; 



err013.c: 
err013.c: 



1: Error : char 《x》 に long, short ネ旨定 されて います 
2: Error : char 'y* に long, short 指定され ています 



XC Vvv. 2.10 



2 行 目 は 黙って 通します 



O 



err013-c 1 ： Warning 6 ： short type specifier illegal. 




解説 ： signed unsigned x; のよう な 宣言で 発 ^ します 



o 






一例 （い ri()l 



1 ： signed unsigned int x; 



err014-c: 



1: Error ： 《がに signed と unsigned 双方 指定され ています 



XC 1 V (、に 2.10 



err014.c 1 : Warning 7: unsigned type specifier illegal 



： 《 Ident》 の 記憶 クラスが 複数です 



解説： static extern x; のよう な 宣言で 発生し ます。 



|Lisl 






()15.c) 




1： 


static 


extern 


X； 




2: 


static 


auto 


y; 
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開発 ツール一第 2 部 



err015.c: 
err015.c: 



XC 1 Vor. 2.10 




1: Error : の 記慷 クラスが 複数で 
2： Error ： 'y ，の 記憶 クラスが 複数です 



err015.c 
err015-c 
err015.c 



1 ： Error 
2 ： Error 
2 ： Error 



10: illegal use of storage class 
: illegal use of storage class 
7 : storage class illegal : auto 



static, 
static. 




関数の 記 億 クラスが <aiit 0 》 です 
関数の 記憶 クラスが Register, です 
関数の 記憶 クラスが （ typedef ， です 
関数の 記憶 クラスが 'common' です 
関数の 記 使 クラスが 《 remote ，です 
関数の 記憶 クラスが （ relocate ， です 



Mht ： ligfeC の ritl'lE ク ラスに auto, register, typedef, common, remote, 

relocate を 指定す ると 発生し ます。 



List 2-1 "き エラー 例い、 rr()l(;.(、） 



1 

2 
3 
4 



auto int f oo (void) 

register int bar (void) 
{} 



err016.c: 
err016.c: 




2: Error ： 関数の 記憶 クラスが 《 auto ，です 

4: Error ： 関数の 記憶 クラスが Register ，です 



XC V いに 2.1 




err016-c 
err016-c 
err016.c 
err016-c 




2 : Warning 

3 : Error 

4 : Warning 



7: storage class illegal : auto. 

15: function return value mismatch. 
7: storage class illegal : register 

15: function return value mismatch. 






解説 ： 関数の 外で 変数 を auto 宣言す ると 発生し ます。 
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Chapter 2 — 診断 メ ッ セージ 





1 ： auto int x; 



err017.c: 



1: Error : top - level での " auto, は 不正です 



XC V いに 2.1 



err017.c 1 : Error 



7: storage class illegal : auto 




解説： 構文 上， これらの 配列 は 宣言で きます が， 意味 的に はまちが いです。 



List 2- 1 S • エラー 例 （（、rr(HN.( ) 



1 ： void foo[lOJ ； 

2: int (bar [10]) (void); 



err018-c: 
err018.c: 



1: Error : 《 f oo， が void の 配列です 
2: Error : 'bar ，が閱 数の 配列です 



この エラー メ ッ セージ は^ 植で はあり ません 



o 



メ 



line 2 illegal value error 
line 3 illegal value error 





解説 ： 配列 宣言で， 配列の 大きさが 整数で ない 場合に 発生し ます。 




ラー 例 (cm r() !!).< ) 



1 ： int foo[10.0] ； 



109 



開発 ツール一第 2 部 



er r019. C: 1： Error ： 配列 ( foo, の サイズが 整数ではありません 



XC 



いに 2.10 



err019.c 



1 ： Error 



57 ： constant expression required • 




解説 ： 配列 宣言で， 配列の 大きさ を 負の 定数に した 場合に 発生し ます 



o 





1 ： int foo [- 10] ； 



err020 . c ： 



1: Error ： 配列' foo 



' . ^ ■ • » -,、 

の サイズが 負です 




\C W v. 2. 10 



- - - 



err020 • c 



1 ： Warning 24: size of array is negative 




解説 ： これ は GCC 拡張 形式で const 属性と 同時に volatile 厲性を 指定し 

た 場合に 発生し ます。 GCC の オリ ジナル ソースで 作成され た GCC 



では， この エラー は 発生し ません 



o 



D 



'ーリ2 1 • ェ ラーマ 《い 1 , (に > 1 バ' ) 



1 ： const volatile foo (void) 



err021.c: 



1： Error 



： 関数' foo* const で volatile な 関数 は 違法です 

き. x :，、 、,， . ？ / ； に、.. '-ふ 、ききお"^ ' 、龜 



- • — •. • パ ュパ' '' ' '「に - r . に，"' 
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解説： 関数 は 関数 を 返す こと はでき ません。 そのような 宣言 は 違法です。 



エラー ゆ； (c rr()2*J.c- ) 



1 ： void f oo (void) () 



err022 - c : 



舞 ^ 



1: Error 




c foo' 関数 を 返す こと はでき ません 




特記 事項 



XC Ver. 2.10 では まったく エラーに なり ません 



O 




解説： 関数 は 配列 を 返す こと はでき ません。 ただし 構造体で， 配列 をく るむ 

ことで 疑似 的に 返す こ と はでき ます。 



List 2-23 義 エラー 例 (cm r()23.c | 



1： int (foo ())[]; 



err023 . c ： 



1: Error ： 閲数 （ foo, 配列 を 返す こと はでき ません 




ノ^ 



： fm9UI%f llfHWSt**、 • -.. つ,— v っヽ . 



特記 事項 



XC Ver. 2.10 では まったく エラ一 になり ませ/; 



V 0 




解脱 ： SXCALL 厲性 関数， お よ び D0SCALL 厲性 関数 は プロ ト タ ィ プ 宣言が 必 

須 です。 




ェ ラー 1 か (i rrOJ \ .r ) 



1: DOSCALL foo (); 



err024 . c : 



1: Error ： 関数 《 foo, は プロトタイプ 必須です 



開発 ツール 一 第 2 部 




解説 ： int *const foo; のよう な 型 修飾子 を もった ボイ ンタ 宣言に 誤リ 

があった 場合に 発生し ますが， 現在の GCC の 型 修飾子 は const:, 
volatile 以外 はない ので 発生し ない エラーの はずです。 誤った 宣言 
は， この エラーの 前に 文法 違反 等の エラーになる はず だからです。 



一 



― 



診断 ： 変数 { Ident) が void に 宣言され ま した 




― 



解説 ： void foo; のよう に 変数 を void に 宣言して います。 void である 変 



敉 はあり ません 



o 



B 




エラー 例 （い t r (に に に 《•） 



1 ： void foo 



err025 . c 



1： Error ： 変数 《 f oo， 力 < void に 宣言され ました 



X( 1 \ 



ぃ厂 




'- 一 、 



err025 . c 1 : Warning 4: void type declarator 




畛断 ： field ( /rfen<， が 関数に 宣言され ています 




― 



解説 ： JWIj 体 や 構造体の メンバが 関数と して 宣言され ています。 C++ では 



構造体の 中に 関数 を 宣言す る ことができます 



o 



Lisl • エラー^ (orr026.cl 



1 

2 
3 
4 
5 



struct foo 
{ 

int bar (void) 
int x; 
} buf ; 



3: Error : f ielcTbar , が閲 数に 宣言され ています 
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XC 1 Vor. 2.10 



List 2-27 • エラー 例 （《 rr()27. (つ 



XC V (、に 2.10 



Chapter 2 — 診断 メ ッ セージ 



field' IdenV が 不完全です 



err026 . c 3 ： Error 

一 v 丄'. r- _ャ ^ ■ ： ^li 



31: storage class error at function 



解説： ネスト した 構造体の メンバで ある 構迠 体が 不'; (^な 場 介に^ z にします。 



1 ： struct f oo; 

2 ： struct bar 

3: { 

4 : struct f oo x 
5: int y; 

6: } buf ; 



err027 . c : 



4: Error : field^' が 不完全です 



err027 - c 1 : Error 
err027 • c 4 : Error 



71 .-structure declaration error - 
14: undefined struct/union name. 




解説 ： 関数に 不正な お 憶 ク ラ ス衍定 が 行われて いる と き に 発生 します。 



List 2-28 • エラー 例 （い rr()'2N. (つ 



1 ： auto int f oo (void) ； 



err028 • c : 
err028 . c : 



1: Error : top-level での 《 auto* は 不正です 
1： Error ： 関数 《 foo》 の記慷 クラスが 不正です 



XC 1 V いに 2.K 




err028 . c 1 : Error 



7 : storage class illegal : auto 



解説： SXCALL 厲性 関数 を inline に 宣言す ると 発生し ます。 この エラ一 は 

X68000 GCC 拡張です。 



List 2-29 • I ラー 例 （c?i，r02!i.c) 



1 ： inline SXCALL int f oo (void) ； 



err029 - c : 



1： Error : SXCALL 閭数は inline にで きません 



お 




解説： SXCALL 厲性を 変数に 対して 川い る と 発 化します。 この エラー は 



X68000 GCC 拡張です 



O 





ラ 一 《ケ i (( ri ()3《） 



1 ： SXCALL int foo; 





rr030 . c 



1： Error ： 変数 € foo， を SXCALL クラス 指定して います 




解説 ： 関数の 引数に 構造体 を 指定した とき， その 構造体が 不完全な 場合に 発 

生し ます。 構造体の ポインタ を 引数に する 場合 は， 不完全で も エラー 



に はなり ません 



O 




エラー 例 い rr<):U バ、） 



1 

2 
3 



struct ioo; 

int bar (struct foo x) 
{} 



err031 . c : 



3: Error ： 引数 ( x， が 不完全です 



磁 IMi* 醒 



Chapter 2— 診断 メ ッ セージ 



XC V (、に 2.1 



err031.c 1 ： Error 71: structure declaration error • 

err031.c 3 : Error 14: undefined struct/union name. 




解説： int foo (void, void) ； のよう な 宣言 をす ると 発^し ます。 



List J-:r2 • エラー 例 （い ri()32 バっ 



1 ： int foo に void, void) ； 



err032 - c ： 



1: Error ： 引数の void は I つし か 存在で きません 

/WpW •• ノ.、 ' ' ， _,..-〜.，，• ' ... ' い;'、， -〜 



特記 事項 



XC Ver. 2.10 では まったく エラ一 になり ません 



o 



union Ident が将 定義 されました 
ictldent が 再定義 されました 



解説 ： 構造体/共 川 休が， M — 識別子で^ なる 定^ を した 場合に 発^し ます。 



圆 


2-:i:i • エラー 例 


い" 




i 


1: 


struct foo 


{ 


int x; 


}； 


2: 


struct foo 


{ 


int x; 


int y;}; 



err033 . c : 



2: Error : struct foo が 再定義され ました 



XC V (、に 2.10 



err033 . c 2 : Error 30 : struct /union/enum tag name error : foo- 




解説： ビッ トフィー ルドの 幅に， 整数 定数 以外 を 用いた 場合に 発^し ます。 
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開発 ツール 一 第 2 部 



List • エラー 例 （( rr()31.( ) 



1 

2 
3 



struct { 

unsigned bar: 10.0 
} buf ； 



err034 . c : 



2: Error : bit - field 'bar ，の 幅が 整数ではありません 



'-一 "Mtfa^mP|fl^^S^^r "あや f -、 '〜• - …-. 



XC V (、に 2.10 



err034 . c 
err034 - c 



2 ： cjrror 
2 ： Error 



5^ ： constant expression required* 
37:neld width overflow. 



一^ ^ • * • • ， ' " や や 



や" ， 




V に 不当な type が あり ます 




解説 ： ビッ トフィー ル ドに ^数 タイプ 以外が 指定され ています。 GCC では 

ビッ トフィー ルドに すべての^ 数 タイプ を桁定 できます 力、 ANSI C 
て、' は int 力、 unsigned, unsigned int たけて 。 



■ 



2-35 • エラー 例 卜 rr (に 



1 

2 
3 



struct { 

double bar: 4 
} buf; 



err035 



2: Error 




bit — field f bar ，に 不当な type 力く あります 



- 



or 




err035 • c 



2 : Error 



38: field type error . 




解説： 幅の ない ビッ トフィー ルド を 作成しょう としてい ます。 
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List 2-36 • エラー 例 （err036,c) 



1 ： struct { 

2 ： unsigned bar ： 0 ； 

3: } buf ； 



err036 . c ： 



2: Error : bit-field ^ar ，の サイズ 力、 ♦ 0 です 



XC V (、に 2.10 



err036 . c 3 ： Error 14: undefined struct/union name, 

err036 - c 4 : Error 14 : undef ined struct/union name- 




解説 ： 構造体/共 川 体で メ ンバ おが^ 複 しています。 M — 構造体の 中で はす 

ベて 異なった お を侦 つてく ださい。 異 な る 構造体 で 同一 名 称が 使 川 



されて いるの は 違反で はあり ません 



O 




•2-37 • エラー 例 (i vviVA7.i ) 



1 

2 
3 
1 



struct { 
int bar 
int bar 

} buf; 



err037 . c : 



^ • 1 肌 




XC Ver. 2.10 では まったく エラーに なり ません 



o 




解説： eimm を H じ 名称で 別の 宣言 を 行って います。 別の 名 ^' で 宣言して く 



ださ レ 



O 




• 3N • エラー 例 (c rrO.HS.c ) 



1 ： enum foo { R, G, B }; 
2: enum foo { X, Y, Z }; 



開発 ツール一第 2 部 



err038 . c ： 



2: Error ： 'emim f oo ，が 再 宣言され ています 



特記 事項 



XC Ver. 2.10 では まったく エラ一 になり ません 



o 




解説： emim の硫 指定で， ^数 以外の 定数で 値 を桁定 しています 



O 



ist • エラー 例 （<'「「《》:《！）•（•） 



1: enum foo { R = 1.0, G, B } 



err039 . c : 



1： Error : enum 《R， の 値が 整数 定数ではありません 



XC 1 V(、r. 2.I0 



err039 . c 1 : Error 



21 : enum constant error - 



診断 ： 列舉 型が 整数 範囲 を 越えて います 




解説 ： enum の 械 の 範^が お敉 定数の 範 W を 逸 Ife しています 



o 



List 2- 1() • エラー 例 （（、ri (U().< ) 



1 ： enum foo { R = 2147483648, G, B }; 



err040 . c : 



1： Error ： 列挙 型が 整数 範囲 を 越えて います 



特記 事項 



XC Ver. 2.10 では まったく エラーに なり ません 



o 




診断 ： 戻り 値が 不完全です 



解説 ： 構造体/共 川 体 を 返す 関数 を 定義す る と き に， その 構造体 や 共 川 体 か 



不完全な 場合に 発生し ます 



o 
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Chapter 2— 診断 メ ッ セージ 




- 1 1 • エラー 例 ( 




1 

2 
3 
4 



struct ioo; 

struct foo bar (void) 

{ 
} 



err041.c: In function bar: 

err041.c: 3: Error ： 戻り 値が 不完全です 




解説 ： 関数の 定教で ANSI C の 方法と M 時に "伝統的な" 方法 を 用いる と 

允 つ： します。 通; や; は 考えられない エラーです。 



List 2-42 • エラー 例 （<、rr《）12.c) 



1 ： int ioo に lnt x) 

2: int x; 

3: { 

4 ： return x; 

5: } 



err042 . c : In function foo: 

err042.c: 2: Error ： 引数が 2 つの スタイルで 渡されて います 

err042.c: 1: Error ： 'x， が 再定義され ました 



err042 . c ： 



2: Error ： ，が 再 宣言され ました 



XC Vor. 2.10 



err042 . c 



2 ： Error 



22: declaration error 




診断： 引数が ありません 




解説 ： 関数の' ぶ^で int foo (int) { } のよう に 引数 識別子 を 忘れて しま 



うと 発生し ます。 宣言で はこの 識別子 はあって もなくて 
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開発 ツール 一 第 2 部 



2- • エラー 例 (iM iO i:i 



1 ： int f oo (int) 

2: { 

3: return 0; 

4: } 



err043 . c : In function foo: 

err043 . c : 1: Error ： 引数が ありません 



特記 事項 



XC Ver. 2.10 では まったく エラーに なり ません。 




解説 ： 阅敉の 定^で int foo (void bar) { } のように， リ I 数 を void と 

宣言す ると 発生し ます。 



2-1 




1 

2 
3 
4 



int foo (void x) 
{ 

return 0; 

} 



err044 . c : In function foo: 



err044 . c : 



1: Error ： 引数 4， はソ0丄<1と宣言されてぃます 




特記 事項 



XC Ver. 2.10 では まったく エラーに なり ません 



o 




解説： GCC の ソース を兒 ていろ いろ やって みました が， この エラー は 発生 

しません でし た。 "伝統的な" 関数 定義で 発^す る はずな のです が • • •。 




解説 ： "f 云統 的な" 関数 定義で， |n】 一お 称の 引数 を 複数 宣言す ると 発生し ます。 
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LiM J- ir> • エラー 例 （ぃド H» にし c) 



1 : int f oo (x, x) 

2 : int x,x; 

3: { 

4 : return 0 ； 

5: } 



err045 - 


c: 


In function f « 


err045 • 


c: 


2: 


Error 


err045 • 


c: 


2: 


Error 


err045 • 


c: 


2: 


Error 


err045 • 


c: 


2: 


Error 


err045 • 


c: 


2: 


Error 


err045 • 


c: 


2: 


Error 



： c x> が 再定義され ま した 
： ( x> が 再 宣言され ま した 

： 引数 4， が 複数あります 

： が 再定義され ま した 
： c x J が 再 宣言され ま 

： 引数 4 ，がありません 




X(' V 



CM" 



err045 . c 
err045 . c 



1 ： Error 
2 : Error 



ノ - -： 



29: identifier redeclaration. 
29: identifier redeclaration. 



ぐ • ノ ノ'、 ' • - : - - -- ^ J^m つ '- に 、'- サ- 'は • にい、 リバ' ' 



諷 





エラ— ゆ; 



1 ： struct f oo; 

2: void bar (struct f oo x) 

3: O 




解説 ： "伝統的な" 関数 定義で， 関数の パラメ一 タ 名称と 一致す る 引数 宣言が 

見つからない 場合に 発生し ます。 
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開発 ツール 



第 2 部 



t 2-17 • エラー い rr() 17.() 



1 ： int f oo に x, y) 

2: int x; 

3 ： int yy ； 

4: { 

5 : return 0 ； 

6: } 



err047 . c : In function foo: 

err047 . c : 3: Error ： 引数 《yy ，がありません 




err047 . c 4 : Error 43: function argument error : yy. 




解脱 ： 引数の 数が プロ ト タイプと 一致し ません。 正しい 数に 直して ください。 

この エラー は "伝統的な" 関数 定義で 発生し ます。 



ist J- IS • エラー 例 （,、ii(UN.r ) 



1 ： int ioo (int, int) ； 

2 : int foo (x) 

3: int x; 

4: { 

5 : return 0 ； 

6: } 



XC V< i . 2. 10 



err048 . c : In function foo: 



err048 • c : 



4： Error ： 引数の 数が プロトタイプと 異なります 




err048 . c 4 : Error 



84: mismatched number of parameters : foo 



. 、 



• ： に- . , • •itiT^mK • j へ， 



解脱： 引数の タ イブが プロトタイプと 異なって います。 両者 を 一致 させて く 

ださい。 
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Chapter 2 ~ ^断メ ッセー 





1 : int foo (double) 

2: int foo (x) 

3: int x; 

4: { 

5: return 0; 

6: } 



err049 . c : In function foo: 

err049 . c : 4: Error ： 引数 1， が プロトタイプと 異なります 



XC V (、に 2 10 



err049 • c 4 :Warning 16: argument type mismatch. 




解説： 関数 宣言 を プロトタイプで 行い， 関数の 定義 を" 伝統的な" 方法で 

行った 場合に 発生し ます。 詳しい 技術的な 内容 は Vol. 1 の 第 2 章 
「X68000 GCCj で 説明 して あり ますが," 伝統的な" 関数 定義 を 行う 
場合， プロ ト タイプに は int よ り 小さい サイ ズの 整数 型 は 引数と して 
宣言で きない こと を 覚えて おいてく ださい。 

1 ： int foo (char) ； 

2: int foo (x) 

3: char x; 

4: { 

5: return x; 

6: > 



- 一 • •》 V- 



err050 . c : In function foo 



err050 - c : 

erro5oc: 

err050 . c : 



4: Error 
4: Error 
4 : Error 



引数 が プロ ト タイプと 異なります 
プロ ト タイプ は int です 
引数 は int のみ マッチし ます 




特記 事項 



XC Ver. 2.10 および GCCVer. 2.** では まったく エラ一 になり ません。 X680x0 



GCC では， この メッセージ は 出ません。 すなわち エラーに はなり ません 



o 



■ 
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解説 ： 関数 宣言 を プロ ト タイプで 行い， 関数の 定義 を "伝統的な" 方法で 行つ 

た 場合に 発生し ます。 詳しい 技術的な 内容 は Vol. 1 第 2 章 「X68000 
GCCj で 説明して あります が," 伝統的な" 関数 定義 を 行う 場合， プロ 
ト タイプに は double よ り 小さい サイズの 浮動小数点 型 は 引数と して 
宣言で きない こと を 覚えて おいて く ださい。 



エラー 例 （err051.c) 



1 ： float foo (float) ； 

2: float foo (x) 

3 : i 丄 oat x; 

4: { 

5 : return x ； 

6: } 



err051-c: In function foo: 

err051-c: 4: Error ： 弓 I 数 《3c, 力く プロトタイプと 異なります 

err051.c: 4: Error ： プロ 卜 タイ ブは double です 



err051.c: 



4: Error ： 引数 は double のみ マッチし ます 



特記 事項 



XC Ver. 2.10 および GCCVer. 2.** では まったく エラーに なりません。 X680x0 



GCC では， この メッセージ は 出ません。 すなわち エラーに はなり ません 



o 



空の 宣言です 





解説： extern ； のよう な 意味の ない 宣言が この エラー を 引き起こします 



O 



t 2-r 



m 



エラー 例 （（'ri (に, '丄（） 



1 ： extern 



A 一 



err052 . c ： 



1： Error ： 空の 宣言です 



特記 事項 



XC Ver. 2.10 では まったく エラーに なり ません。 



Chapter 2 ~~ 診断 メ ッ セージ 



err054 • c ： In i unction bar: 



err054 - c : 



5: Error : 'd* は 不完全です 



i^m^^-m' 一、 へ - ，- - - 、 J^m • 




rr054 - c ： At top level : 
•c: 2: Error 



d， の サイズ は 不明です 




解説 ： 配列の 添字の 範囲が 未定義です。 



診断 ： '/denr は 未' h ^ です 



― 



解説 ： 変数 Ident が 未 宣言です。 C 言語で はすべ ての 変数 は 宣言の 後で 使用 

できます。 



List 2-53 • エラー 例 （（，rr()53.c0 



1 

2 
3 
4 



int foo (void) 
{ 

return x; 

} 



err053 . c : In function foo: 



err053 . c : 
err053 • c : 



3: Error : 'x， は 未 宣言です 
3: Error ： (未 宣言 識別子 は 出現した 関数 ごと (： 

1 度し か 報告し ません） 



XC Ver. 2.1 0 



err053 . c 3 ： Error 4 .-undefined identifier in function name : x • 





解説 ： 構造体の 宣言が 不完全です。 



34 • エラー 例 



or> 1 



1 

2 
3 
4 
5 
6 



struct foo; 
struct foo d 
void bar () 
{ 

func (d) ； 

} 
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開発 ツール一第 2 部 



List 2-5. r > • エラー 例 （err(J55.c) 



1 ： int foo (int ar[] []) 

2： { 

3 : return ar [0] [0] ； 

4: } 



• ： り • 、 ； ' - , んパ ，' '：ノ 一 V, 

err055 • c ： In function foo: 



err055 . c : 



3： Error ： 配列 範囲が 未定義です 



XC Ver. 2.10 



err055 . c 



1 : Error 



40: element index missing 
62: type conversion error 





ここで は， 変数の 初期化に ついての エラー を 集めました。 初期化 式 は" 伝統的 

な C コンパイラ" と "ANSI (デコンパイラ" とで は， かなり 仕様が 異なる ので 注 
意して く ださい。 




解説： ブロック 内での extern 宣言され た 変数 を 初期化し ています。 関数 外 

での extern 宣言され た 変数 を 初期化す るの は 違反で はあり ません が, 
ワーニングが 発生し ます。 



List 2-56 • エラー 例 （（'ri ()r バに (つ 



1 ： int foo (void) 

2： { 

3: extern int x = 0; 

4: } 




err05b . c : In function foo: 




3: Warning: 'x } を 'extern, で 初期化しょう 
3: Error : extern^ ，は 初期化で きません 
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解説 ： 構造体 等 を 不完全な ま ま 初期化す ると 発生し ます。 



XC Ver. 2.10 



err056 . c 



3 ： Error 



22: declaration error . 





解説： typedef 構文で 初期化 式 を 使う と 発生し ます 



o 



List 2-57 • エラー 例 （cM'r()r>7.(,) 



1 ： typedef int f oo = 10 




err057 

す 



1: Error : typedef 'foo ，が 変数の ように 初期化 されて いま 




XC Ver. 2.10 



err057 . c 
err057 . c 



1 : Error 
1 : Error 



22: declaration error - ョ 
9: external definition error . 





胗断: 



関数 ( Ident, が 変数の よう に 初期化され ています 




解脱 ： 関数 宣言に 対して 初期化 式 を 用いる と 発生し ます 



o 




8 • エラー 例 （い rr()r)«.c) 



1 ： int foo (int) = 10; 
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開発 ツール 一 第 2 部 



List 2-59 • エラー 例 （（，rr059'c) 



1 ： struct buf ； 

2: struct buf x = 10: 



^S^m 賺撃嚷 '-^^^ 

err059 . c : 2: Error ： 変数 f x, は 初期化で きません 

^p^nHppi^ii^^^^^fjm^MRwpfcp^ 〜—こ 一；. -， ，- う〜， ' > ノ. な - -- rjrymjj^Bnipitiiipj^B^ijite^^tfuwmmn^ 



XC Ver. 2.10 




err059 . c 
err059 - c 
err059 . c 
err059 . c 

' - ス 




1 : Error 
2 : Error 
2 : Error 
2 : Error 



71: structure declaration error • 
14: undefined struct/union name. 
54 : ixndef ined struct /union used- 
55: struct /union initializer over 





解脱： 構造体の 配列で， その 構造体 自身が 不完全な 場合に， その 配列が 初期 



化 式 を もってい ると 発生し ます 



o 



List 


2-60 • エラー 例 （err060,c) 




1 二 


struct foo; 




2: 


struct foo bar [1] = { 10 }; 











， 



err060 - c : 
err060 . c : 



2: 
2: 



Error 
Error 



: € bar ，の 要素が 不完全な タイプです 
： 'bar' の サイズ は 不明です 



、：、 ケ'： ： 



效纏' 





2.10 



err06o • 


c 


1 


： Error 


err060 • 


c 


2 


: Error 


err060 • 


c 


2 


: Error 


err060 • 


c 


2 


: Error 


err060 • 


c 


2 


: Error 



71: structure declaration error • 
14: undefined struct/union name. 
14: undefined struct/union name. 
54 : \indef ined struct/union used. 
55: struct /union initializer over. 






解説 ： 初期化 式で ェ ラーが 発生 し た 場合に 付随 し て 発生す る ェ ラーです。 
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Chapter 2— 診断 メ ッ セージ 




解説 ： 統 的な 関数 定^ 形式で， 引数に 初期化 式 をつ けて 宣言す ると 発生す 

る エラーです。 




1 ： int f oo (x) 
2: int x = 10; 
3: {} 



err061.c: 



2: Error ： 引数 （ x， が 初期化され ています 




^cr. 2.1 



err061.c 
err061.c 
err061.c 
err061.c 



2 : Error 

2 : Error 

2 : Warning 

3 : Error 



22: declaration error - 
56 : compound statement error . 
15: function return value mismatch- 
9: external definition error • 




解説 ： 




： なり ません 



o 



List '2- 




エラー 例 


rr062 




1 : int a,b,c; 

2: int ar[] = {a, b, c}; 



err062 . c : 2: Error ： 初期化 式が 定数ではありません 
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開発 ツール一第 2 部 



XC Vor. 2.10 



この エラー メ ッ セージ は誤械 では あり ません 



O 




2: Illegal initialization 
2: Illegal initialization 
2: Illegal initialization 



* ^lii|i«t^ vJji 1 1 a. ^Ssff^P^ur ぐ. 一-つ ，メ- • レ, ^'^GfCfGL^. , * ' - i t§4^96fifVk MBRfe^ v <^ 



一 



診断 ： 初期化 式が 複雑す ぎます 



一 



解説 ： まず 発生し ない エラーです。 



診 



断 ： char 配列 を 広 レ 、文字で 初期化 しています 




解説 ： char お 列 を "L" を 先頭に もつ 文字列で 初期化し ています 



o 



B 



• エラ — ゅ\ (i rv()r>:i.r ) 



1： char ar[] = L" 幅広 文字列" 



err063 . c : 





1： Error : char 配列 を 広い 文字で 初期化し ています 




解説 ： int rtl! 列 を 普通の 文字列で 初期化し ています 



o 



List 2-(> I • エラー 例 （€、rr()Glc) 



1: int ari:] - "普通の 文字列"； 



err064 - c ： 



1： Error ： int 配列 を 短い 文字で 初期化し ています 



^ 力ャ 




― 



診断 ： 配列 を 非 定数 表現で 初期化し ています 




解説 ： この エラー を 発生させる 例を兒 つける ことができませんでした 



o 
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解説 ： 共 川 体に 初期化すべき メ ンバが あ リ ません。 




ラー 例 （errOG5.c) 



1 ： union { 

2: } buf = { 10 }; 



err065 . c 



2: Error 



tion に 初期化すべき メ ンバが あ り ま せん 



XC Ver. 2.10 



err065 . c 
err065 . c 



2 : Error 
2 : Error 



14: undefined struct/union name. 
55: struct/union initializer over 





解説 ： 初期化 式に よけいな 式が あり ます。 



List 2-66 • エラー 例 （い rr()"(;.r) 



1: int ar[] = { { 0, 1}, 2}; 




err066 . c : 1: Error ： 初期化 要素 は I つし か 必要 あり ません 



XC Ver. 2.1 



err066 . c 1 : Error 19: too many initializer 



、^ベ'.^ つ"'、 •• よ や' ；', - 



し" •• 〜リ > ，：ン •》 '、ェ ，― •< .' "'べん た'々 入 rr ス、 、ぺ 「• ： ヾゝへ ，も、，. つ, な ンシ - vwKlprSK'J^ - ： :V^i*WJ .-C^^ ^ r^?u.->5r > ^ if.- 




解説 ： {} が 必要で ない 初期化 式に を 使って います。 これ は GCC 拡張 

の 仕様 を 用いた 場^の エラーです。 



^3 発 ツール 一 第 2 部 



List 2-67 • エラー 例 （（、rr()G7.c) 



1 

2 
3 
4 
5 
6 



typeaei struct point 
{ 

short x; 
short y ; 
} POINT; 

int foo = (POINT) { 0, 



1} 



err067 • c : 



6： Error ： 初期化 式に ひ は 不正です 



一 





診断 ： 可変 サイ ズ ォブジ ェ ク ト は 初期化で きません 



解説 ： 変 サイ ズ 配列 は 初期化で きません 



o 





(>8 • 



一例 "、rr()«8 



1 

2 
3 
4 

5 



void 

foo け nt size) 
{ 

char ar[size] = { 0, 0}; 

} 



err068 . c : In function foo: 

err068 . c : 4: Error ： 可変 サイズ 才ブジ i クトは 初期化で きません 



， W A' -' - - 



iAIW . ぃ圓 i ？ 擊讓琴 w ^画， " い，. i 




解説： 初期化が il: しく ぁリ ません 



o 




一例 （err069.c) 



1 ： int ar[] = 20; 



err069 . c ： 



—— - ノ 



1: Error ： 不正な 初期化です 



特記 事項 



XC Ver. 2.10 では まったく エラーに なり ません 



o 
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2.1.3 型変換， sizeof での エラー 



■ 



c ,u おで は "型変換" がよく 起こ り ます。 ここで は キャス 卜 等の 型変換に 関す 



る エラーに ついて 説明し ます 



o 




解説： float や double, 構^体の ような， ポインタに は 変換で きない デ一 

タを ポインタに 変換しょう と しています。 そのような キャス ト はでき 



ません 



o 



List 2-70 • エラー 例 （err070.c) 



1 

2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 



struct { 
int x; 
} buf ； 
int * 
foo () 
{ 

return (int *) 

} 



buf; 



err070 . c : In function foo: 



err070 . c : 



7: Error ： ポインタに 変換で きません 



xc v《 



2.1 



err070 • c 



7 : Error 



， 



68: do not same operand size pointer 



解 鋭 



キャス 卜で， ポインタ や 構造体 を 変換で きない タイプに 変換しょう と 



すると 発生し ます 



o 




1 

2 
3 
4 
5 
6 



エラー 伊 1 (err()7 



struct point 

{ 

short x; 
short y ; 
} buf; 




— 



ポインタ は i'f 動 小数点 型に できません 



浮動小数点 型に できません 



-、 



数 型に 変換で きません 




133 



開発 ツール 一 第 2 部 



7: struct point *points ； 

8 ： double d; 

9: float f ； 

10: int i; 
11: 

12: void foo () 

13: { 

14: d = (double) points; 
15: f = (float) buf ; 
16: i = (int) buf; 

17: } 




err071 . c : In function foo 
irr071 . c : 14: Error 
071. に 15: Error 




ポインタ は 浮動小数点 型に できません 
浮動小数点 型に できません 




XC Ver. 2.10 



err071 . 


c 


14 


: Error 


62 


err071 . 


c 


14 


: Error 


62 


err071 • 


c 


15 


: Error 


68 


err071 . 


c 


15 


: Error 


68 


err071 . 


c 


16 


: Error 


68 


err071 • 


c 


16 


: Error 


68 





解説： キャストの 誤りな どで， その 構造体に は 変換で きない データ を 変換し 

ようと しています。 プロ ト タイプで のつ け 忘れで も， 引数 を 構造 
体に 変換しょう と して 発生し ます。 



1 ： struct point 

2: { 

3 ： short x ； 

4 ： short y ； 
5: } buf; 

6: 

7: void foo () 
8： { 

9： buf = (struct point) 10; 
10: } 




134 



XC Ver. 2.10 では， これ は エラーに なりません。 この 例で は， move.l #10,_buf 

という コード を 生成し ます。 



bit-field に 《sizeof, は 適用で きません 



解説 



ビット フィールドに sizeof () を 使って います。 ビット フィールドに 



は sizeof () は 使えません 



o 



2-73 



エラー » 



rr()7:i 



1 ： struct { 

2: unsigned bitsO: 8; 

3: unsigned bitsl : 8; 

4: } buf ; 

5: int foo (void) 

6: { 

7: return sizeof (buf .bitsO) ； 

8: } 



err073 - c : In function foo: 



err073 - c : 



7: Error : bit - field に 《 sizeof ，は 適用で きません 



特記 事項 



XC Ver. 2.10 では まったく エラーに なり ません 



O 




解説 ： void である 関数のお り 値 を 代入しょう と した リ， void への ボイ ンタ 

に * 演算子 を 用いたり したと きに 発生し ます。 void は 値 も 形 もない 

ォブ ジヱク ト です。 



-74 • エラー 例 ferrO 



1 ： void bar () ； 

2: int 

3: foo () 

4: { 

o : return bar 

6: } 



() 



開発 ツール一第 2 部 



err074 . c ： In function foo: 



err074 . c : 



5: Error : void に 値はありません 



XC Ver. 2.10 



err074 . c 5 : Error 



70: void type error in expression. 




解説 •• case の 後に 絞く ラベルが ^数 や! か 列^ 型で はあり ませ ス 



レ o 



List 2-75 • エラー 例 （（ rr07r).c) 



1 

2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 



void foo (int x) 
{ 

switch (x) 
{ 

case 1.0: 
break; 

> 

} 




err075 - c : In function foo: 



err075 . c : 



5： Error : case ラベルが 整数 型ではありません 




XC Vor. 2.10 



* 'V '^►v^ Ijpr |jpl V ' ゲ • , K , y i 二 f '， . } i,、 

err075 . c 5 : Error 57: constant expression required . 



ノー ' 



― 



診 ： case ラベルが switch 文の 中に あ りません 



解説 ： switch 文が 作る ブロック 以外に case ラベル をお く と 発生し ます。 





m 



エラー w ( 




1 

2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 



void foo (int x) 
{ 

switch (x) 
i 

case 0: 
break; 

} 

case 1: 
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Chapter 2 —— 診断 メ ッ セージ 



XC Ver. 2.10 



x/tatsh Aft? 、マ - »rv; 



err077 • c : In function foo: 



err077 . c : 



7: Error : case の 傭が 同値です 



xc V 



er. 2.10 



この エラ一 メ ッ セージ は誤桢 では ぁリ ません 



o 



3:cl ： Duplicate case(0) label (6) 




解説： switch 文が 作る ブロック 以外に default ラベル をお く と 発生し ます。 




9: 

10: } 



エラー 例 (err()77.cl 



err076 . c ： In function foo: 



err076 . c : 



8: Error : case ラベルが switch 文の 中に ありません 



err076 - c 8 : Error 



48: case statement error . 



画 



― 



診断 ： case の 値が 同値です 




解説： case に 続く ラベルの 仙: がト ij じ 値 をと つてい ます。 別の 値 を 設定して 



くださ レ 



o 



1 

2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 



void foo (int x リ 
{ 

switch (x) 

case 0: 

break; 
case 0: 

break; 

> 

} 
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List 2-78 • エラー 例 （errf)78.c) 



1 ： void ioo (int x リ 
2: { 

3: switch (x) 
4: { 
5: case 0: 

6 : break ； 

7： } 
8: default: 
9: ； 
10: } 




err078 . c : In function foo: 



irr078 . c : 



8: Error : default ラベリ レ 力く switch 文の 中に ありません 




• 令' 




XC Ver. 2.10 



err078 . c 8 ： Error 49:deiault statement error . 




解説 ： 1 つの switch 文に 2 つ 以上の default ラベルが あ リ ます。 




ラー 例 （（ rr()79.c) 



1 

2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 



12 



void foo (int x) 
{ 

switch (x) 
{ 

case 0: 

break; 
default: 

break; 
default : 

break; 

} 

} 




XC Ver. 2.10 



err079 - c 



9 : Error 



:more than 1 default. 



• に.、 
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XC 1 V いに 2.10 



err081-c 



4 ： Error 




診断 ： break が loop か switch の 中に ありません 




解説 ： break がおかし な 位置に あり ます。 正しい 位置に おいて く ださい 



o 





1 

2 
3 
4 
5 



-80 • エラー 例 CerrONO.c) 



void f oo unt x) 
{ 

if (x) 
break; 

} 



w • - — >•， 



err080 - c : In function foo: J 
err080 • c : 4 : Error : break 力く loop 力、 switch の 中に あり ません 



'二,'？. ん • k 'ひ. r > » wu-fc-' I Vm 



XC Ver. 2.10 



err080 . c 4 : Error 



. - -っ 》 



33: break error . 



: :X ；: - 、きも ぶ…' ''• - 




： 断 ： continue が loop 外部です 



解説 ： continue がおかし な 位置に あり ます。 正しい 位置に おいてく ださい 



o 



List 2-81 • エラー 例 ft)i i081.( ) 



1 

2 
3 
4 

5 



void foo (int x) 
{ 

if (x) 

continue; 

} 



err081 . c : In function foo: 

err081 . c : 4: Error : continue 力 《 loop 外部です 




139 



解説 ： シンタックス エラ一 です。 




解説 ： LASCII 文字 を 2 つ 並べての 連結 はでき ません 



o 



List 2-82 • エラー 例 （ei i,082.c) 



1 ： char *ch = "VDABCD" H \fflabcd n ; 



err082 . c : 



1： Error : LASCII 文字列 同士 は 連結で きません 

^^.rHjj^L^ • ノぅ レ'、 ん' ヽ 




1)» 定 によって は， 4 \ ，は 

'v， と も 表示され ます。 



解説 



\， がおかし な 位置に あり ます。 正しい 位置に 直して ください 1 ) 



O 



― 



診断 ： 浮動小数点 表現が 違法です 




解説 ： 浮動小数点の 表現が まちがって います。 




解説 ： 浮動小数点の 表現が まちがって います。 




解説 ： 定数 表現が まちがって います。 




* 一 




ヽ 

/ 




な 
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Chapter 2 — 診断 メ ッ セージ 



一 
― 



診断： （f， が 2 つ 以上 あり ます 




解説 ： 浮動小数点 表記の 末尾に "f" がよ けいに ついています。 



一 



診断 ： 'レ が 2 つ 以上 あり ます 



解説 ： ^数 定敉^ ,ヒ の 末^に "1" がよ けいに ついています。 




解説 ： 整数 定敉^ おの 木 おに がよ けいに ついています 



o 



<1， が 3 つ 以上 あり ます 



解説 ： ^数 定数^^の 木^に "1" がよ けいに ついています。 




字 末尾が 違法です 



解説 ： 定数 表^！ が^って います。 



一 




解説 ： 文字列の 表現が 誤ってい ます。 




解説 ： 文字 定数の 中身が あ り ません 



o 




解説 ： 通常 は 発生し ない エラーです。 
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開発 ツール一第 2 部 



診断 ： \x の 後が 1 6 進 表現で は あ リ ません 



一 



解説 ： \x に 続く シーケンスが 正しい 定数 を 表して いません。 正しい 16 進数 



^^にめ: してく ださし 



o 



List 2-83 • エラー 例 （prr()W3" ) 



1 ： char *ch = M \xOP H ； 



err083 . c ： 



1 : Error ： \x の 後が I 6 進 表現で は あ り ま せん 



や 



SW^fc^PW^^M^^WW^ %W4 ん， 。 々一, ， ix^M 



特記 事項 



XC Ver. 2.10 では まったく エラーに なり ません 



o 



診断 ： 不正な void 表現です 




解脱 ： 変数 を void に キャスト して 関数に 渡したり すると 発生し ます。 




1 

2 
3 
4 
5 



-、 1 ♦ エラ 一例 ( err()H4 



int d; 
void foo () 

{ 

func Uvoid)d) 

} 




err084 . c : In function foo: 



err084 • c : 



4: Error ： 不正な void 表現です 



特記 事項 



XC Ver. 2.10 では まったく エラーに な り ません 



O 




左辺 値で はあり ません 



一 




解説： メッセージの 意味 するとお りなので すが， 適切な エラー 例 を 作成で き 



ませんで した 
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Chapter 2 —診断 メ ッ セージ 



解脱 ： 構造体の メ ンバ /^n えが 発見で きません。 構造体の 定義が 誤ってい る 



か， メ ンバ 名が 正しく あ リ ません 



o 






1 

2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 



エラー 伊 1 (c-rrOHf 



struct foo { 
int xx; 
int yy ; 

}； 

int bar (struct foo *p) 
{ 

return p - > 

} 



err085 . c : In function bar: 



err085 . c : 



7: Error : struct に' xy, 力 《あり ません 







2.10 



err085 . c J : Error 4; undefined identifier in function name 

err085 - c 7 : Error 67 : struct reference error • 

場^ J>^«— •， -' - » — r- ' 、，一 • • • , • -." ' . * - . . f 

err085 - c 7 : Error 67 : struct reference error • 

err085 • c 7 : Warning 21: pointer type mismatch. 






解説 ： 共用 体の メ ンバ Ident が 発見で きません。 共用 体の 定義が 誤ってい る 



か， メンバ 名が 正しくありません 



o 





1 

2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 



-8(> • エラ f c >n()N() 



union foo { 
int xx; 
int yy; 

}； 

int bar (union foo *p) 

{ 

return p -> xy; 

} 
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開発 ツール一第 2 部 




XC Vcr. 2.10 



7 ： Error ^ 4:undenned identifier in function name : xy • 

7 : Error 67 : struct reference error • 

7 : Error or : struct reference error • きノ 

7 : Warning 21: pointer type mismatch- 




解説 ： 構造体/共用 体の 参照 方法が 誤ってい ます。 




err086 - c 
err086 - c 
err086 • c 
err086 . c 




ラー 例 （iirr()87\c) 



1 : union f oo { 
2 : int xx ； 
3 : int yy ； 

4: }; 

5: int bar (union f oo *p) 

6: { 

7 : return p-xx; 

8: } 



err087 . c : In function bar: 



err087 • c : 7: Error : ( xx } It struct か union の はず です 



XC Vvr. 2.1 



err087 . c 



7 : Error 



67 : struct reference error • 





解説 ： 不完全な 構造体への ボイ ンタを 参照す ると 発生し ます。 
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Chapter 2— 診断 メ ッ セージ 



2-88 • エラ 



1 

2 
3 
4 
5 
6 



struct f oo; 
void 

bar (struct f oo *p) 
{ 

f oo (*p) ； 

} 



«^ん 七 V 



err088 . c : In function bar: 



err088 . c : 



5: Error ： ポインタ スケールが 不完全です 




解説 ： ^党 Operate は 使え ません 



o 




1 

2 
3 
4 

6 
7 

8 
9 



ラー 例 （（、ば ()8f).( ) 



struct f oo 

{ 

int x; 

}； 
int 

bar (struct f oo x) 
{ 

x -> x = 2; 

} 



err089 • c : In function bar: 

-- •• • 、 '人、 -', 

err089 . c : 8: Error ： に >， は 不正です 




XC Vcr. 2.1 



err089 - c 



8 : Error 



61: operand type mismatch. 



■MB-. 




解説 ： 配列の 参! Ki がまち がって います 



o 



145 



開発 ツール 一 第 2 部 




解説 ： 配列の 添字が 整数 型で は あ リ ません。 




2-90 • エラー 例 



090. c) 



1 ： int ar[10] ； 

z: double ina; 

3: int 

4: bar (void) 

5: { 

6: return ar[ind] 

7: } 




err090 • c : In function bar: 



err090 . c : 



6: Error ： 添え 字が 整数ではありません 




XC 1 V いに 2.1 



err090 - c 6 : Error 



62 : type conversion error 



. 加 



一 診断： 一 添え 字 を 持つ 変 



数が 配列 か ボイ ンタ では あ り ません 




解説： [ ] が 配列/ポインタ 以外に 使われて います。 



D 



ist • エラー 例 （ei,r()!n.c) 



■ 



1 

2 
3 
4 
5 
6 
7 



int ar; 
int ind; 
int 

bar (void) 
{ 

return ar [ind] 

} 



err091.c: In function bar: 



err091.c: 



6： Error ： 添え 字 を 持つ 変数が 配列 か ポインタではありません 



XC Vor. 2.10 



err091.c 



6 ： Error 



61: operand type mismatch. 
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XC Ver. 2.10 



解説： 関数で もな く 関数への ポインタ でもない 変数 を， 関数と して 呼び出 そ 

う と しています。 



List 2-92 • エラ一 例 （err092.c) 



1 

2 
3 
4 
5 
6 



int f unc ； 
int 

bar (void) 
{ 

return func () ； 

} 



err092 . c : In function bar: 

err092 . c : 5: Error ： 関数で ない ォブジ i クトを 呼ぼうと しています 



XC Ver. 2.10 



err092 . c 
err092.c 
err092 . c 



5 : Error 
5 : Error 
5 : Error 



61: operand type mismatch 
65: non-function call. 
61: operand type mismatch 




解説 ： プロ ト タイプと' ji 数の 数が 一致して いません 



o 



List 2-93 • エラー 例 （ （ 、rr()Hc) 



int func に int) ； 
int 

bar (void) 
{ 

return func (0, 

} 



err093 . c : In function bar: 

err093 - c : 5: Error : (func* の 弓 | 数 力く 多すぎます 




err093 . c 5 : Error re: too few parameters in call. 




解説 ： プロ ト タイプと' jl 数の 数が 一致して いません。 




ラー 例 (t rr094.c) 



1 ： int (*func) (int) ； 

2: int 

3 : bar (void) 

4: { 

5 : return func (0, 

6： } 



1) 



err094 . c : In function bar: 



err094 . c : 



5： Error ： 閱 数の 引数が 多すぎます 



XC V (、に 2.10 



err094 • c 



5 : Error 



76: too few parameters in call. 



に ts- ンヾぃ ふ • 'つ リノ 'ノ' 




解説 ： 構造体 を 引数に する 関数の 場合， 引数の 構造体 は 不完全であって はレ 



けません 



o 




エラー 例 (t rrOi)r>. 



1 ： struct f oo; 

int func に struct f oo) 

3 : void 

4 : bar (void) 

5: { 

6: func (0) ； 

7: } 



err095 . c : 2: Warning: 引数が 不完全です 

err095 . c : In function bar: 

err095 . c : 6: Error ： 呼び出し 関数の 引数が 不完全です 



診断 ： € Iden リ の 引数が 少なす ぎます 



一 



Chapter 2 —診断 メ ッ セージ 



1 

2 
3 
4 
5 
6 



void f oo (int , 
void 

bar (void) 
{ 

foo (1); 

} 



int) 



err096 . c : In function bar: 



err096 . c : 



4 : Error 



fo ゲ の 引数が 少なす ぎます 



• ■ -■ - 



XC Ver. 2.10 



err096 . c 4 : Error 



76: too few parameters in call 





解説 ： プロ ト タイプと' ji 数の 数が 一致して いません 



o 



B 





rr()97.< ^1 



1 

2 
3 
4 
5 
6 



void (*f oo) 
void 

bar に void) 
foo (1); 

} 



(int, int) 



err097 . c : In function bar: 



err097 .c: 



4: Error ： 引数が 少なす ぎます 



XC Vcr. 2.10 



err097 . c 4 : Error 



76: too few parameters in call. 




解説 ： プロ ト タイプと リ| 数の 数が 一致して いません。 
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解説 ： 演^子の 使い 力が 誤ってい ます 



o 




解説： ポインタ を 乗 したりす るよう な 不 な i'iiip: を 行 うと 発^し ます。 



List 2-1)8 • エラー 例 （ori、《）?）《.c) 



err098 . c ： In i miction f oo: 

err098 . c : 4: Error ： 演算 《 *, オペランドが 不正です 



ノ.. •• ： 



XC Vor. 2.10 



err098 . c 



4 : Error 



82: illegal use of pointer. 




解説： ビッ トフィー ルドに お p: 丫 を 使って います。 




2-99 • エラー 例 (c*rr()9H.< ) 



1 

2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 



struct i 



unsigned 


bitO: 


8; 


unsigned 


bitl: 


8; 


unsigned 


bit2: 


8; 


unsigned 


bit3: 


8; 


buf ; 







void * 
foo () 

{ 

return (void *) ftbuf .bitl 

} 



err099 . c : In function foo: 

err099 . c : 10: Error : bit — field のメン ノ、" bitl， の アドレス （i 参照で き 
ません 



1: 
2: 
3: 
4: 
5: 




I 



o 

X f 

本 

d 

t i 

n o 

i V { 



2 



孝 

X 



rS 



Chapter 2 — 診断 メ ッセー 



XC Ver. 2.10 



err099 . c 10 : Error 



:no left value 



一 



診断 ： 条件 式での type が 異なって います 



解説： 条件 式で 代入で きない タイプ を 代入して います。 



List 2-100 • エラー 0t (errlOO-翻 



1 

2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 



typedef struct 
{ 

int x; 
} BUF; 
BUF xx; 
int x; 
foo () 

X = X ? X ： XX 

} 



errlOO.c: In function foo: 

err 100. c: 9: Error ： 条件 式での type が 異なって います 



XC Ver. 2.10 



err 100. c 
err 100. c 



9 : Error 
9 : Warning 



68: do not same operand size pointer 
20: type mismatch. 



ノ i に、 • JAX rlXr • A". . W . J9、 --- ^ w / ™ ' 




解説 ： 配列 に は キャストで きません 



o 



List 2-101 • エラー 例 （errlOl.c) 



1 

2 
3 
4 
5 



int 

foo に int x) 
{ 

return ((int []) x) [0] 

} 
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err 101. c: In function foo 
errlOl.c: 4: Error 

err 101. c: 4: Error 



配列に キャス 卜で きません 



添え 字 を 持つ 変数が 配列 か ポインタで はあり ません 



XC Ver. 2.10 



errlOl.c 4 ： Error 63 ： type conversion illegal • 



ゝ んム 




解説 ： Ac^n に は "代入" や "リ | 数 変換" 等の^ 现が 入り ます。 異なった タ 



イブ を 代人したり' j| 数で 渡そう としたり しています 



o 



》 一 in' 2 參 エラー 例 （ err l02.c) 




1: 


typedei struct 


2: 


{ 


3: 


int x; 


4: 


} INT; 


5: 


void foo (int) ； 


6: 


INT X; 


7: 


int x; 


8: 


void 


9: 


bar (void) 


10: 


{ 


11 ： 


II 


12: 


foo (X); 


13: 


} 




errl02.c: In function bar: 
errl02.c: 11: Error ： 代入 は 異なつ 

102.C: 12: Error ： 関数^ oo, 1 番目の 引数 は 異なった タイプです 




XC Ver. 2.10 




err 102. c 
err 102. c 
errl02-c 



1 1 : Error 



68: do not same operand size pointer. 

か 一 

12 : Warning 14 : struct /union for function argument. 
12 : Warning 16: argument type mismatch. 



Chapter 2 ~ ^断メ ッ セージ 



： switch 文の 条件が 整数で は あ り ません 



解説 ： switch 文の 条件 式が 整数 型で はない タイプ カ吋 旨定 されて います。 



List 2-1()3 • エラー 例 （eri l03"、） 



1 

2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 



int 

foo (double x) 
{ 

switch (x) 
{ 

case 0: 
break; 

} 

} 



メ "、 



errl03.c: In function foo: 

errl03.c: 4: Error : switch 文の 条件が 整数ではありません 



XC Ver. 2.1 



errl03.c 4 : Error 61: operand type mismatch • 




ここで は GNU による GCC 拡張， および X68000 GCC の 独 拡張に よ 
て 発生す る エラーに ついて 説明し ます。 



診断： 



( {}' 表現 は 関数 内部 だけで 使用で きます 




解説： 関数の 外で で 囲まれた ブロック を 使って います。 ブロック は 関数 



内部で だけ 使えます 



o 




ラー 例 （（、rr （つ 



1 ： int foo = (\ int y; y ;}) ； 



>rrl04-c: 
irrl04.c: 



1: Error ： 《 0 ，表現 は 関数 内部 だけで 使用で きます 
1: Error ： 文法 違反 文字' ぐ 



— 
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解説 ： #pragma dump の 使い方が 誤ってい ます。 




解説 ： FUeriame の Dump ファイル を 開く こと がで き ま せん 



o 




こ 失敗し ましえ 



、 



一 



解 鋭 ： なんらかの エラ一 によって Dump ファイルの 作成に 失敗し ま した。 ディ 

スクの 容量 等 を 調べて ください。 



診断 ： LASCII 文字列に は wide 文字 は 使え ません 



解説 ： LASCII 文字列に 接頭 子 "L" を 指定して います。 




解脱： LASCII 文字列の 長さが 255 文字 を 超えて います。 255 文字 以内に し 



てくだ さレ 



o 



解説 ： SXCALL 厲 性の 関数の ァ ドレス を 求めて います 



o 



List 2-l()r> • エラー 例 （（?i,rlOrh( ) 



1 

2 
3 
4 
5 
6 
7 



SXCALL int bar (int *) 

void 

foo () 

{ 

int (*func)() = bar; 
func () ； 

} 



errl05.c: In function foo: 



err 105. c: 



5： Error : SXCALL 閱 数の アドレス はとれ ません 



Chapter 2 — 診断 メ ッ セージ 



解説 ： asm 文で 発 ^ する エラーです。 これらの エラ一 の 詳細 を 知る に は GCC 

の 内部と asm 文に ついての 知識が 必要です。 




解脱： 関数の 外で" r 変 サイズの 配列 を 使おう としてい ます。 可変 サイズの fid 

列 は， 関数 内部の ブロックの 光頭での み 使えます。 



List 2-lOG • エラー 例 （《リ rl()6.c) 



1 ： int a; 

2 ： int ar [a] ； 



err 106.c: 2: Error ： 関数の 外で 可変 サイズ 変数 は 使えません 




解説： DOSCALL, SXCALL 厲 性の 関数 を 定義しょう としてい ます。 この 属性の 

関数 は 定義で きません。 



List 2- 1 07 • エラー 例 （（'rrl()7 ユリ 



1: DOSCALL int 

2: foo () 

3: { 

4: } 



； ' m > : リ ,ま ― r w 顧 

errl07.c: In function foo: 

err 107. c: 3: Error ： 閭数 <f oo ，は 定義で きません 
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断 



オペ ラン ドが 複数 存在して います 

オペ ラン ドが 矛盾して います 

output オペラ ン ドに 不正な < 十， が あ り ます 

output オペラ ン ドに 《=, が あ り ません 

operand は 最大 8 個です 

《 CHAR) が 不正な 位置に あ リ ます 



解説： ^w7Vame の レジスタが 存在し ない レジスタ か， 使えない レジスタ 

です。 




解説： レジスタ 指定 を 行 う 変数 Ident は register 宣言して くださ レ 



O 



診断： スタックが 不足です 




最低 追加 必要 量 Num バイ ト です 




解説 ： コンパ ィ ラが 使う スタックが 小足し ま した。 ォプシ ョ ン -ccl-stack 

でス タ ッ ク を增 やして く ださい。 お 低 追加^ は U 安で しか あ リ ません。 



なお デフォルト では， コ 

れ ています。 




ックは 約 190K バイ ト 確保 さ 



一 




< 不正です 



解説 ： フレーム ボイ ンタに 指定され た レジスタ は， フレーム ボイ ンタに はで 



きない レジスタです。 



一 



診断 ： レ ジス タ 変数 ( Ident 》 は 68881 指定が 必要です 



解説： 68881 レジスタ を レジスタ 指定 変数に する に は， - m68881 オプション 



が 必須です 



o 



Ident 7 は register 



タ ィ プ です 



frame pointer にで きない タイ プ です 



解説 ： レジスタ 指定 変数 は 整数 型 変数 だけです 



o 




解説 ： 大域 レジスタ 変数 を 初期化す ると 発生し ます。 



Chapter 2 — 診断 メ ッ セージ 




解説 ： relocate は 関数 内部で 宣言 はでき ません。 これ は relocate お' ほク 

ラ ス が 特殊な 記憶 クラス だから です。 




ここで は 宣言 関係の ワーニング を 集めて あります。 C 言語で は， 宣言され てレ 
ない 関数 を 呼び出す と 暗黙の 宣言になります。 また， 関数の 実際の^ 理を 宣言る 



く 記述す る こと は， 暗黙の 宣言と 同時に 関数 を 定義す る ことに もなります。 この 
こ と を 頭に いれて お く と， ワーニングの 意味が よ くわ かるよう になり ます。 





診断 ： 



static c /dent ' カ贿 黙に extern に 宣言 さ れ てい ま す 




解脱： 関数 を 宣言し ないで 2) 呼び出した 後， static で 定義す ると， この ヮー 2)i»« の宜 雷になります。 

二 ン グが 発生 します。 X68000 GCC では この ワーニング を 発生 させ 
ないよう に， static 関数 は あらかじめ 宣言して おいた ほうが コー ド 
サイズ 上 有利です。 
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解説 ： 関数 を 宣言な く 呼び出した 場合に は "暗黙の 宣言" になり ます。 この 

場合， 戻り 値 は int, 引数 は ノー チェック となります。 しかし 呼び出 
し 後に， この 暗黙 宣言と 異なった 関数 定義 をす ると， この ワーニング 
が 発生 します。 



診 



断 



'IdenV は 暗黙に 関数と して 宣言され てい ま 




解脱： ^を 暗黙に 関数と して 使った 後， 同じ /denf を 変数と して 宣言し 

ています。 これ は X68000 では 100% 暴走し ますので， ワーニング 
よ リ は エラーに 極めて 近い ワーニングです。 




解説： { } で 囲まれた ブロック 内部の 宣言と ト ップ レベルでの 宣言が 異なつ 

ています。 




解脱 ： Ident を 関数の 引数と して 使った 場合に， その 関数 内で Ident を 別に 

宣言す る と 発生す るヮー ニン グ です。 当然 変数の 値 は 引数で はな く ， 
その 変数 は 未 初期化な ので， ゴミの 値が 入って います。 もし 変数 /denf 
が ボイ ンタ ならば， バス エラー かァ ドレス エラーになる でしよう。 




解説： { } で 囲まれた ブロ ック で， 変数 Ident を extern 宣言した 場合に 変 

数 Ident が ローカル 変数と して 使われて いると， その 変数 は その ブ 
ロック 内で は 参照で きな く なり ます。 この ワーニング は そのような 場 
合に 発生し ます。 
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1 



診断 



IdenV が 暗黙に 宣言され ま し 力、 



、 




解説 •• 関数の 呼び出し による 暗黙の 関数 宣言が 行われる たびに， この ヮ 一二 



ングが 発生し ます 



o 




解説 ： 文法 上 まちがって はいません が， 意味 上で はまった く 用 をな さない 語 

おが プログラムに あります。 たいていの 場合 は， 文法 エラー 寸前の 

誤った 記述です。 




解脱： short short x; のよう な 宣言で， /denf の 部分が" short" に 置き 換 



え られた 形で 発生す るヮー ニン グ です。 




解脱 ： GCC の 最大 ビ ッ ト 長 整数で あ る long long int にさら に long を 

つける と 発生す る ワーニングです。 




解説 ： 同一 識別子に const, または volatile が 複数 指定され ています。 



診 



― 



断 




IdenV を -extern' で 初期化しょう と しています 




一 



解説： extern を 付加した 識別子 を 初期化し ています。 もし これが ヘッダに 



存在して いたら， リ ン 力で 重複 シンボル エラーになる でしよ う 



o 




解説 ： ANSI C では 許されて いない サイ ズが 0 の 配列 を 使って います。 



159 



解説 ： ANSI C では 許されて いない サイ ズが 可変の 配列 を 使って います。 



： 断 ： ANSI では const, volatile 関数 は 使えません 



ANSI C では const や volatile 



、击 、、 



解説 ： ANSI C では， 関数に const または volatile を 指定す る こと はで 



きません 



o 




― 



診断 ： 関数 （main, は inline にで き ません 



解説： main () 関数 を inline |剐 数に しょうと しています 



o 





解脱 ： 可変長 引数 関数 は inline 関数に はでき ません 



O 



一 



胗 断 ： 変数 < IdenV が inline 




解説 ： 変数に inline 力 吋旨定 されて います。 GCC はこの inline を 無視し 

ます。 



—餘 断： _ 関数 宣言が prototype では あ り ません 



― 



解脱 ： 関数 宣言が ANSI C の 厳密な プロ ト タイプで はあり ません。 




解説 ： 関数の プロ ト タイプ 宣言で int や double のよう な タイプ 名 力、' 指定 さ 

れ ていない 変数 名が 関数 引数の 部分に あ り ます。 



Chapter 2— 診断 メ ッ セージ 



union が 内部 宣言です 




解説： union を^ 数 のり I 数で V( 言す ると 発^し ます 



o 



解説 ： 関数 Vi: はの 引数で， 構造体か^ 川 体の タグ 名が 初めて Vi:, (された 場合 

に 発 ^ する ワーニングです。 




解説 ： emim に タグ^ 称 だけ を^^して， 後で^ 体 を 定義す る こと は ANSI C 

ではで きません。 



診断 ： 



診断 ： union のメ ンバが あ り ません 



解説 ： union に それ を 構成す る メンバが あり ません 



o 




解 li 



ビッ トフィー ルドの タイ プは int 力、 unsigned 力、' ANSI C の 規定 

です。 



一 



診断 ： bit-field € IdenV の 幅 は 負に でき ません 



解説 ： ビット フィ ール ドの幅 が it の 数に なって います。 




解説 ： 関数 宣言の 引数で emim の タグ 名が 初めて 宣言され た 場合に 発生す る 

ワーニングです。 



Ident タグ 名 《 IdenV が 引数と して 宣言され ま した 



― ■ 



キ 



スコープ は 宣言 か 定義の 中 だけです 



I 



ml 
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• type or storage class が あ り ません 



解説： Ident; のように タイプす ほ定 のない 宣言に 出 会うた びに， この ヮ 一二 



ングが 発生し ます 



0 



診断： 



が enum list の 終わ りに あります 

が struct か union の 終わ りに ありません 



■ 



■ - 



カズ struct か union に 



解説： 冗^な " ；"， "，" あるいは 不足して いる "；" に対する ワーニングです 



o 




解説 ： union, struct にメ ンバ がない 宣言 は ANSI C では 違法です。 




ング について 説明し ます。 




解説 ： Label が g&to 文で 参照され ていません。 特に これが 原因での^ 害 は 

ないで しょ う 力、 ムダな ラベル 宣言で あるの は 事実です。 

診断： 戻り 値 は int です 



解脱： 戻り 値 を 宣言し ない 形式で 関数 を 定義す ると， デフォルトで int を 返 

す 関数になります。 定義 ごとに この ワーニングが 発生し ます。 




解説： 伝統的な 関数 定義で， 引数の タイプ を 宣言し なかった 場合に その タイ 

プ 宣言の ない 引数 ご とに この ヮー ニン グが 発生 します。 
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解説 ： GCC では， volatile nH された 関数 は 呼び出し 元へ 戻らない こ と 



を 前 提 にして います 



o 




1 m\ 










解説： 晴黙 宣言， 明示 宣言 どちらの 場合で も, void とお 言され た 関数で 値 

を もった return がない 場 介に 発^し ます。 



一 



診断： 関数が 値 を 返す 場合、 そうでない 場合が あります 




解説 ： void でない^ 数が 値 を 明示して 返す 場合と， そ う でない 場合が あ り 

ます。 このように 俯. を 返さない^ 路を プログラムが 通る とき， ^^す 
る^ 険性が あり ます。 




ANSI C では 関数の 外の < ； ， は 違法です 




解説： 関数の 外によ けいな "；" があります。 このよけ いな";" は， ほ とん 

どの コンパ ィ ラ では 無視され ます。 




解説 ： ANSI C では 中身の ない "{}" での 初期化 は 違法です。 




解説： エスケープ シーケンス \x の 後に 続く 文字列が 16 進数 を 表して い 

ない 場合に 発生 します。 この ヮー ニン グが 発生した 場合の 結果 は 不定 
なので， ほとんど エラーと 同意に 扱 うべき ヮー ニン グ です。 
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解説 ： 16 進数 を^ 现 した 結^が オーバーフローした 場合に 発生す るヮー ニン 

グ です。 この ワーニングが 発生した 場合の 結果 は 不定な ので， エラ一 
と 1叱ほ に极 うべき ヮー ニン グ です。 




解説 ： "\" に 絞 く 义卞が GCC の 受け入れる エスケープ 义卞 では あ り ませ 

ん。 この ワーニングが 発^した 場^の 結^ は 不定な ので， エラーと M 
意に 扱うべき ワーニングです。 




解説 ： " " " で W まれた 文字列の 途中で 改行して います。 これ は ANSI C 

では 認められて いません。 




解説 ： ，NASI， のよう な 複数の 文字で 構成され る 文字 定数 を 使う と 発生し 

ます。 




解説 ： sizeof 演算子 を 関数で ある 識別子に 対して 川いて います。 




解説 ： sizeof 演算子 を void である 識別子に 対して 用いて います。 
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診断 ： ANSI C は 非/ r: 辺 flttfi 己 列の 添え 字 を 許しません 




解説 ： List 2-108 のよう な 左辺 値で はない 表現に "[ ]" を 用いた 場合に 発 

生し ます。 



List 2-108 • 非 左辺 储 E 列眷簾 



1 ： struct f oo 

2: { 

3: int x[5] ； 

4: } X; 

5: struct f oo f unc () ； 

6: int 

7 : bar (int ind) 

8： { 

9: return func () .x[ind] ； 

10: } 



診断： ANSI C は void * と 関数 ポインタの 比較 を 許しません 

異種 ボイ ンタを 比較して います 
ボイ ンタと 整数 を 比較して います 
キャス ト なしで 異なる ポインタ を 比較し ま した 
ANSI C は ポインタと 関数 を it* 交す る こと を 許して いません 
ANSI C では ポインタと 関数への ポインタ を Jt 較 できません 
ANSI C は void * と 関数への ポインタとの 条件 式 は 許して いませ 
ポインタ を 整数 0 と 大小 比較して います 
の ボイ ン 



解説 



ボイ ンタの 比較に と もな う ワーニングです。 これらの ワーニングが 発 
生-する 場合， X68000 では ほぼ 期 侍する 動作 をし ます 力、'， 8086 系列 



を CPU とする マシンで は 正しい 動作 は 期 侍で きません 



o 





void ボイ ンタを 算術 演算して います 

関数への ボイ ンタを 算術 演算して います 



void ボイ ンタを 減算に 用いて います 



解説： この 4 つの ワーニングが 発生す る ソース は， GCC 以外で は コンパ ィ 

ル できません。 GCC では これらの ポインタ は char * と 同じ 扱いな 



ので， ワーニング になり， エラーに はなり ません 



o 
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診断： 条件 式が 何時も 0 です 




* 一 v ず 



ト 




解説： 皿 signed int を れ の 数と 人 小 比較す るよう な， 最初から 結^: が I リ 1 1' 1 

br 比較に おいて 発生し ます。 



― 




++ は 適用で きません 




解説： void * と^ 数への ポインタに ++， 一一 を 川いた 場合に 発^し ます。 




解説 ： const である Ident に 書き込み を 行って います 



O 



解説： この 2 つの ワーニング は "if (条件）" 等での 演算子の 優先順位 まち 

力、' い， あるいは" と ち，， との タイプ ミスに よる まちがい 等で， 条 
件 式 が f 期して いない 結^に なること を ワーニング します。 




解説 ： register 宣 M された 変数に & 演算子 を 用いる と 発生し ます。 




解説 ： 3 項 演算子 "？" で 代入す る 変数 ま た は 値が， 整数の 場合 と ポインタの 

場合 と が 存在す ると きに 発生し ます。 




解説： ある 構造体 を 同じ 種類の 構造体に キャストして 代入して います。 別の 

種類に キャス ト しての 代入 は エラーです。 



条件-式で 定数 を 代入して います 

条件 式 で 論理演算 結果 を 代入して います 
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変換 タイ プが （ volatile ， です 
変換 タイプが （ const ， です 



解説 •• ポインタ どう しの 代入で const, volatile でない ボイ ンタに const. 



volatile ボイ ンタ を^ 入す る 場^に 発 仆: します 



o 



Action は 異種の ボイ ン タ です 

Action で const ポインタ を コピーし ています 



Action で volatile ポインタ を コピーし ています 
Action は 異種の ポインタ です 



Action で 整数 か ら ポインタに しまし 力、 



Ac お on で ボイ ンタ から 整数に しま した 




解説 ： Ac お cm に は 代入 や 引数 変換 等の 行為が 入り， ワーニング として 出力 さ 

れ ます。 これらの ワーニング はとき と 場合によって 暴^に つながる も 



のと， 無視で きる ものと に 分ける ことができます 



o 



國 



一 



診断 ： struct, union でない 初期化 式に が あり ます 




解説： }" が 必要の ない 初期化 式に "{ }，， が 使われて います。 



多 断： 初期 ィ匕 要^が 多すぎます 



解説 ： 配列の サイ ズ 等よ り， 初期化す る 値の 数の ほうが 多い 場合に 発生す る 

ワーニングです。 




解説 ： volatile 宣言した 関数 は 呼び出し 元に 復帰し ない ことが 前提です。 

このような 関数に return 文が 存在す ると， GCC は ワーニング を 出 
力し ます。 




解説 ： void でない 関数が 値 を 返して いないので， 場合によって は コンパ ィ 

ル された プログラムが 暴走し ます。 
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診断 



void であ る 関数に き: を 持つ た return が あ ります 



解説 ： void と 宣言した 関数に 値 を 返す return が あ り ます。 直接 暴走に つ 

ながる こと はまず 考え られ ません 力 乙 美しい プログラムで はないで' 

しょう。 



解説 ： この ワーニングが 出る こと はめった にあり ません が， ワーニング は そ 

の ステート メン 卜が 何の 副 作 川 も 起こさない， 存在 自体が 意味がない 
行為 を 行って いる 場合に 発生 します。 



意味の ない 文です 

結 * が 使用され ていません 





解説 ： 做 Ident が 使われて いません。 この ワーニングが 発^して も^^や 

につな がる ことはありません。 




解説 ： switch 文で enum を 扱う 際， その 列挙 値が とる であろう fii [を 網羅して 

いない 場合に， 扱われて いない 列挙 値 ごとに ワーニングが 発生し ます。 




解説 



直接 整数滅 を ^述 した 場合， 



そ の 値が 列 挙に 存在 しないと 発生し ます 



o 




解説 ： プログラム 上で， 値が 代入され ない まま 使われて いる 変数 Ident 脾 

在す ると 発生し ます。 



168 



解説： ANSI C では long jmp O 関数で 保存 復帰され る 変数 は， レジスタ 

変数と volatile 宣言され た 変数 だけです。 








k 






解説 ： 引数 Ident が 関数で 使われて いません。 未 使 川の' j| 数 は 呼び出 し 側の 

オーバーへ ッ ドを 招いて， 結果 的に 実行 速度が 低下し ます。 




解説 ： static 関数 Ident は 宣言 だけで 定義が あり ません。 リ ン 力で エラー 

になる 可能性が ぁリ ます。 




解説 ： static 関数 Ident が， 定義され ている にもかかわらず 呼び出しが あ 

りません。 ムダな コードが 存在す る ことになります。 



— 



_ 診断： ■ ( IdentO, 醒と ( Identl 》 は 非常に 類似した 饊別 子です 



解説 ： IdentO と Ident 1 は コンパイル ォプシ ョ ンで 指定され た 先頭 文字 数が 

一致して います。 ANSI C では 完全に ポータブルな 識別子 は， 大文 
字 小文字の 区別 なく 先頭 8 文字まで となって います。 




ここで は GNU による GCC 拡張， および X68000 GCC の 独自 拡張に よつ 

て 発生す る ワーニング について 説明し ます。 
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ANSI C では constructor 表記 はでき ません 
ANSI C では 表現 は 使用 出来ません 



解説 ： GCC で 拡張され ている "{ }" で 囲まれた 形式の 拡胃文 は ANSI C 



では 認められて いません 



o 




解説 ： X68000 GCC で 拡張され ている H 本 語の 識別子 は ANSI C では 使 



えません 



o 



二 



診断 ： XC 拡張 表現です 




解説 ： \xb001 のよう な 2 進数 ビッ ト表現 は， XC と X68000 GCC だけ 



の 拡張です 



o 




解説 ： ANSI C に は 64 ビッ ト 整数 long long int は 存在し ません 



o 




解説 



，漢， のよう な 漢字 コード 定数 は 接頭 子 "L" が 必要です。 この データ 
は short よ り 長い ビッ ト 長の 整数に 代入 しないと オーバ一 フローし 
ます。 




解説 ： GCC 拡張の 中 問な 17? 条件 式 を 用いる と 発生し ます。 



Chapter 2 — 診断 メ ッ セージ 



一 



趁断 ： 割 リ 込み 関数 は inline にで き ません 



解説 ： X68000 GCC 拡張 機能の 割 り 込み^ 理 関数 を inline にしよう とし 

ています。 この inline は 無視され ます。 




解説 ： 可変 良 引数 関数 は 引数の 数が 一定で は あ り ません。 このよう な 関数 は 

inline にで き ません。 




される レジスタが global レジスタ 変数に 使われて います 



解説 ： GCC はこの よう な レジスタの 破壊 を 避ける コー ドは 1: 成で き ません 



o 




解説 ： Reg Name は GCC が 知らない レジスタ 表記です 



o 




診断 ： コード 最適化 は 行われて いません 



解説： 最適化 オプション 力 对ほ定 されて いません。 X68000 では， GCC で 作 

成されて いながら 最適化 を 行って いない ソフ トウ エアが 多数 存在す る 
ので， この ワーニング を 追加して あります。 



診断 ： ANSI C では register 名 指定 変数 は 使えません 



解説 ： ANSI C では GCC 拡張の レジスタ 指定 変数 は 使えません 



o 





register が 関数 内で 再 使用 されて います 



解説 ： 大域 レジスタ 変数が 関数 内で 使われて います。 結果 的に グローバル 変 



数 を 破壊す る ことにな り ます 



o 
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2-2 ァ セン フ、、 ラのメ ッ セージ 



ソースファイル を アセンブル する 際に 発生した さまざまな エラーに 対して， ァ 
セン ブラ は 次の よう な エラー メ ッ セージ を 表示し ます。 

source • s 1 ： bad opecode error 

T T T 

ファイル 名 行 番号 エラーメッセージ 



アセンブル を 中断す る エラー 



以下の エラー メ ッ セージ は， アセンブル 作業 を 継続で きない ほどの 重大な ェ 
ラーが 発生した ときに 表示され ます。 その 際， アセンブラ は アセンブル 作業 を 中 
断し ます。 



l)X680xO HAS では シ 
ン ボル 数の 制 K がな く 
なった ため， 二の エラー 
メッセージ は 発生し ませ 
ん。 かわりに， 外 « シン 
ポル 数の を S えた 塌 
合に "Too many ex 
ternal symbols" * 
表示し ます。 



Abort : Out of memory 

メモリ 容量が 不足し ました 



O 



「 "-m" オプション によって シンボル 数 を 減らす」， 「常駐 物 を 解除して メモリ 
を 確保す る」 等の 処置 を 行って ください。 
Abort ： Device full 

ディスク 容量が 不足し ました。 



十分に 空き 容量の ある ディ スク 上で アセンブル 作業 を 行って くださ レ 
Abort ： Too many symbols " 

ソースファイル 中の シンボル 数が 多すぎます。 
"- m" ォ プショ ン によって 最大 シンボル 数 を 増やして ください 



o 



o 



file name file open error 

ソースファイル file name が オープンで きません。 ソースファイル 名 指定 か 

誤ってい ます。 



temporary file open error 

テンポ ラ リファイ ルが オープンで きません。 
環境 変数 temp または "- 1" オプション によって 
指定して ください。 



正しい テンポ ラ リ パス を 
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以下の エラー メ ッ セージ は， ソースファイル 中の 通常の エラーに 対して 出力 さ 
れ ます。 

• Forced error by fail directive 

• fail 疑似 命令の エラー 発生 条件が 成立し ました。 

• bad opecode error 

命令 か 疑似 命令が 誤つ ています。 



division by zero error 

0 による 除算が 行われ ま した 



o 



o 



expression error 

式が 不適当です。 

feature not available error 
表記 はサ ポー ト されて いません。 
file not found error 
インク ルー ド ファイルが オープン でき ません 
illegal addressing error 

命令に 使用で きない ァ ドレス 形式です。 
illegal operand error 

オペ ラン ド 指定に^ り が あり ます。 
illegal quick size error 

値が クイ ッ クイ ミディ エイ トの範 H 外です。 
illegal relative error 

相対値 データが 16/8 ビット オフ セッ トの 範^ 外です 
illegal shift count error 

シフ ト /口一 テート 命令の シフ ト 数が 不適まで す 



o 



o 



illegal size error 

命令に 使用で きない サイズ 指定です。 

illegal symbol error 

シンボル 名が レジスタ 名と 重複して います。 

illegal value error 

式の 結果が 範閱 外です。 

macro nesting over error 

マクロの ネス ティ ングカ や 深す ぎます。 

missing if error 

条件 アセンブル 疑似 命令の ネス トが 不適当です 
missing macro error 

マクロ 定義の ネストが 不適当です。 
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• no symbol error 

シンボルの 必要な 疑似 命令に シンボルが あり ません。 

• overflow error 

式の 結果が オーバーフロー しました。 

• redefinition error 

同名の シンボルが 再定義され ています。 

• register error 
レジスタ 名が 不適当です。 

• register size error 
レジスタ サイ ズが 不適当 です。 

• too many include file error 

イン クル一 ド ファイルの ネス トが 深す ぎます。 

• undefined symbol error 

シ ン ボルが 定義 も 外部 参照 宣言 もされて い ません。 




ソースファイル 中の 致命的で ない エラーに 対して は， 以下の ワーニング メ ッ 
セージが 出力され ます。 

❖ レベル 1 ワーニング 

• Warning ： illegal register list 

movem 命令の レジスタ リス トの 指定 順序が 誤ってい ます。 指定 ミスの 可 
能 性が 大きい ので， この ワーニングが 出力され たら ソースファイル を修 
正す るべき です。 

• Warning ： terminator not found 

文字列の 引用符が 閉じて いません。 これ も ソースファイル を 修正す るべ 
きです。 

• Warning ： illegal alignment 

ワード データ /命令が 奇数 ァ ドレスから おかれて います。 よ ほ ど 特殊な 
目的で ないかぎ り， そのまま 実行させる と アドレス エラーになる 可能性 
が 大きいです。 

❖ レベル 2 ワーニング 

2)X680xo has では， き Warning: HAS expanded specifications"^ 

has オリジナルの 機 * 拡張 子が ". s ，， である ソースファイル に対して， HAS オリジナルの 機 

を 使用しても 二の ヮ 一二 

ングは 発生し ません。 能 を 使用し ま した。 この ワーニングが 出力され るよう な ソース プロ グラ 

厶は， 純正 ァセ ン ブラで はァセ ン ブルで き ません ので 注意して く ださい。 
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❖ レベル 3 ワーニング 

• Warning ： short addressing 、 

アドレス レジスタ をヮー ド 単位で 扱って います。 アドレス レジスタ を， 
データ レジスタの 代わり と して 使う ような 場合に 出力され る ことがあり 
ます。 

• Warning ： illegal short value 

ディ ス プレイス メ ント つき ァ ドレス レジスタ 間接 形式で $8000 〜 $FFFF 
の 値が 使用 されるな ど， 値の 誤つ ている 可能性の ある データ 指定が され 
ています。 

❖ レベル 4 ワーニング 

• Warning: absolute addressing 

絶対 口 ン グ 形式 で 定数 デ一 タ が 指定 されて います。 
き Warning: absolute short addressing 

絶対 ショート 形式で 定数 デー タ が 指定 されて います。 
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1) 厲 性に ついては， Vol. 
1 第 4 章 「HLKj を 



ソースファイル をり ンク する 際に 発生した さまざまな エラーに 対して， HLK 
は 次の よう な エラー メ ッ セージ を 表示し ます。 

• Duplicate definition ： symbol name 

複数の オブジェクト ファイルで， 同名の シン ボル が 外部 定義 されて いた 場合 
に 発生し ま す。 symbol name が 外部 定義 されて いる ォブ ジヱク トフ アイル^ 
も レポ 一 ト します。 



Already read ： file name 

指定され たフ アイ ル がす で に 読み 込まれて いる 場合に 発生し ます 



Bad option ： option name 

指定され た ォプシ ョ ンの 引数が 正しく ない 場合に 発生し ます 



o 



Calc stack over flow in xxxx 

シンボルの 演算 を 行おう と したと きに， ワークが 足りなかった 場合に 発生し 

ます。 普通に 使用して いれば， まずお U にかから ない と 思います。 
Calc stack under flow in xxxx 

シンボルの 演算 用の ワークに， 何もない のに 参照しょう と した 場合に 発生し 
ます。 HLK の バグ か， アセンブラの バグ か， オブジェクト ファイルが 壊れ 

ている 可能性が あり ます。 
Can't open file ： jile name 

ファイルが オープン できない 場合に 発生し ます。 



Device full ： file name 

ディ スク がー 杯で， ファイルへの 書き込みが できない 場合に 発生し ます 
Division bv zero in ： 



シンボルの 演算で 0 で 除算しょう と した 場合に 発生し ます。 
File I/O error ： jile name 

フ アイ ルの 読み込み， 書 き 込み 時に エラーが 発生 し た 場合に 発生 します。 
Illegal expression in xxxx 

ァ ドレス を 示す 属性 1 ) の シンボル どう し を， 掛けたり 足したり した 場合に 発 
生し ます。 



Illegal file size ： file name 

ォブ ジヱク ト ファイルの サイズが 奇数 バイ トの 場合に 発生し ます。 ォブジ 



ク ト ファイルの サイ ズは， 必ず 偶数に なって いなければ いけません 



o 
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• Illegal SCD information in xxxx 

解析され ていない シン ボリ ッ ク デバ ッ グ 情報に 遭遇 し た 場合 か， オブジェ ク 
トフ アイ ルの 内お が 破壊 されて いる 場合に 発生 します。 

• Indirect mode error 

イン ダイレク ト ファイル を 複数 指定したり， イン ダイレク ト ファイル 内で ィ 
ン ダイレク ト ファイル を 指定す ると 発生し ます。 

• Internal error at ： xxxx 

内部 エラ一。 HLK の バグが^ W です。 

• Mismatch rof f set size (?_?) ！ 
内部 エラー。 HLK の バグが^ W です。 

• Not found ： file name 

衍定 された ォブ ジヱク ト ファイルが 兄つ からない 場合に 発 1: します。 

• Not found indirect file : jxie name 

指定され たィ ン ダイレク ト ファイルが 兄つ からなかった 場合に 発 ^ します。 

• Not ob j , arc iile : file name 

衍定 された ファイルが， ォブ ジヱク ト ファイル でも アーカイブ ファイル でも 
ない 場合に 発生し ます。 

• Out of memorv ！ ！ ( _° ； 

メモリが 不足した 場合 か， Z ファイル 川の ォブ ジヱク ト ファイル を リンクし 
た 場合に ジ^1： します。 Z ファイル 川の ォブ ジヱク ト ファイル はリ ンク できな 
いので， LK を 使用して ください。 メモリが 不足して いる 場合 は， 常駐 プロ 
グラム を 減らした リ， デバイス ドライバ を 削除して， 空き メモリ を 増やして 
再 実行して ください。 

• Over flow in xxxx 

シンボルの 値 を 書き込もう と したと きに， バイ ト もしく はヮー ドの 値の 範囲 

を 越えた 場合に 発 牛. します。 このと き は， オブジェクト ファイル のどの セク 
シ ヨンの どの ァ ドレス （16 進数） で 発^した かの 情報 を レポート します。 

• Relative error in xxxx 

相対 ァ ドレッシングで 届かない ァ ドレス を 指定した 場合 や， ァ ドレス を 示す 
厲性 の シンボル をヮー ドゃ バイ 卜の 値と して 書き込もう とすると 発生し ま 
す。 このと き は オブジェクト ファイルの， どの セクション のどの アドレス （16 
進数） で 発^した かの 情報 を レポ 一 卜します。 

• Too many arguments 

コマンド ラインの リ I 数の 数が 256 個 を オーバ一 し た 場合に 発^ します。 
秦 Undefined environment variable ほ ib， 

"- 1" ォプシ ョ ンの 指定 時に， 環境 変数 lib が 設定され ていない 場合に 発生 
します。 

• Undefined symbol (s) in file name 

ォブ ジヱク トフ アイ ル 内で， 外部 参照 している シン ボルが 見つか ら なか つ た 
場合に 発生し ます。 兄つ からなかった シンボル も レポ一 ト されます。 
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Unknown option : option name 

指定され た ォプシ ョ ンが HLK で 用意され ていない 場合に 発生し ます。 
Unknown co 匪 ana ： xxxx 

解析され ていない ォブ ジヱク トコ マン ドに 遭遇した 場合 か， ォブ ジヱク ト 
ファイルの 内容が 破壊され ている 場合に 発生し ます。 
Warning, duplicate definition ： symbol name 

コモン ラベルと 蒈 通の シンボルが 衝突した 場合に 発生し ます。 "- w" ォ プショ 
ンを 使用す ると， 発生し なくなります。 



Chapter 3 




の 






本章で は， GDB が サボ 一 卜する コマンドと 行 編集の キー 操作に ついて 脱 明 し 

ます。 
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1) 第 3. 


1.1» 鶴 （P.181) 


2) 第 3. 


1.2»#ffi(P.186) 


3) 第 3. 


1.3»銷（只.188) 


4) 第 3. 


1.4«#flB(P.193) 


5) 第 3. 


1.5«5#H(P.196) 


6) 第 3. 


1.6»#«(P.199) 


7) 第 3. 


1.7»#«(P.200) 


8) 第 3. 


1.8»#flR(R201) 


9) 第 3. 


1.9«5#W(P.205) 



GDB が 使 川 する コマ ン ドを 人別す ると， 次のように 9 つの タイプに 分類で き 
ます。 ここで は， これらの コマンド を リファレンス 形式 （アルファベット 順） で 説 
明して いきます。 



実行 を 制御す るコ マン ド （running) 1} 

スタック フレーム を 調査す る コマンド （stack) 2) 

デー タ に関する コマンド （data) 3) 

ブレーク ポ イン 卜に 関する コ マン ド （breakpoints) 4 ) 

ファイル に関する コ マン ド （files) 5) 



プログラムの 状態 を 調査す る コマンド （status) 6) 
シンボル テーブル を脚査 する コマンド （obscure) 7) 
info コマンドの サブ コマンド （info) 8) 



GDB を 設定す る コマンド Support) 9 ) 
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^行 を 制御す る GDB のコ マン ドには 次の ものが あり ます 



o 



continue 

finish 

handle 

jump 

kill 

remote 

run 

screen 

set args 

set environment 

show args 

step/next 

stepi/nexti 

tty 

unset environment 
until 



実行の 再開 

関数からの リターン 
シグナル 処理の 変更 

実行の 再開 
プログラムの 削除 

コンソールの 切り替え 

プログラムの 実行 

画面の 切 り 替え ノ 画面 色の 設定 
プログラムに 渡す 引数の 指定 

環境 変数の 設定 
プログラムの 引数の 表示 



ステップ 実行 



ップ 実行 



プログラムの 棵準 入出力 

環境 変数の 削除 
ループからの 脱出 




害 式 

機能 
解脱 



continue l く カウン ト》 J 

停止 し た 位置 か ら '太: \ f を 再開 します。 

リ I 数に は ブレーク ボイ ン トを 無視す る M 数 を 指定す る ことができます。 




書式 ： finish 

機能： 関数から リターン します。 

解説： 実行が 停止して いる 関数から リ ターンす るまで^ 理を 継続し， その 

関数からの 戻り 値 を 表示し ます。 ただし エラ一 や ブレーク ボイ ン 卜が 
あった 場合 は， その 位置で^ 理を 停止し ます。 
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handle シグナル 処理の 変更 



書式 

機能 
解脱 



handle く シグナル 番号〉 く キーワード〉 ••• 

シ グナル の 処理 方法 を 変更 します。 

く シグナル 番号〉 に 指定した シグナルが 発生した ときの 処理 を < キー 
ヮー ド> にき 旨定 します。 

Table 3-1 • キーワード 




stop 


プログラム を 停止す る 




print 


メ ッ セージ を 表示す る 




nostop 


プログラム を 停止 させない 




noprint 


メ ッ セージ を 表示 させない 




pass 


プログラムが シグナル を 受け取る こ 


と を 許可す る 


nopass 


プログラムが シグナル を 受け取る こ 


と を 許可し ない 




jump 



実行の 再開 



running 



害 式 



機能 
解説 



jump < 行 番号〉 指定した 行から 実行 

jump *<ァ ドレス〉 指定した ァ ドレスから 実行 

指定 し た 位置 か ら 実行 を 再開し ま す。 

実行 を 再開す る 位置 は 自由に 指定で きます が， プロ ッ クゃ 関数 を 超え 
て 指定し ないように してく ださい。 




害 式 

機能 
解脱 



kill 

デバ ッ グ 中の プログラム を 強制的に 削除し ます。 

SX- Window の プログラムの 場合 は， この コマ ン ドを 使用して はいけ 

ません。 




10)GDB 起動時の コ マン 
ドラ イン オプション であ 
る に remote' と闳様 
の 機 龍です。 



害 式 

機能 
解説 



remote [axix I conj 

GDB の コンソール を 切り替えます 10 )。 

引数に は RS - 232C に 接続した ターミナル を 使用す る 場合 は "aux" を 
指定 します。 X680x0 に 戻す 場合 は "con" を 指定 します。 
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害 式 ： run [< 引数〉 一] 

機能： デバッグ 対象の プログラム を メモリに ロード， 実行し ます。 

解脱 ： 引数に は， デバッグ 対象 プログラムの コ マン ドライ ン 引数 を 指定す る 

ことができます。 指定した 引数 は， デバッグ 対象 プログラムに その ま 

ま 渡されます。 

ま た デバ ッ グ 対象 プロ グラム に 対 して， コマンド シヱル のよう な 書式 
で リ ダイレクト 処理が 可能です。 

• run < 〔ファイル 名〕 

標準入力 を 〔ファイル 名〕 に 切り替える 

• run > 〔ファイル 名〕 

標準出力 を 〔ファイル 名〕 に 切り替える 

• run » 〔フ アイ ル名〕 

標準出力 を 〔ファイル 名〕 に アペンド モードで 切り替える 

• run >& 〔ファイル 名〕 

標準 エラ一 出力 を 〔ファイル 名〕 に 切り替える 



screen ill 面の 切 り替丈 runnin 



書式 ： screen 

機能： スクリーン スワップ モー ドで， GDB の 画面から デバッグ 対象 プロ グ 

ラムの 画面へ 切り替えます。 

解脱： スクリーン スワップ モードで プログラムが 停止した 場合， GDB の 画 

面 状態になります が， この コマ ン ドを 使う ことによって デバッグ 対象 
プログラムの 画面に 切り替える ことができます。 

screen 面面 色の 設定 



害 式 ： screen < 背景の 色〉， く 文字の 色〉 

機能 ： スク リーン スワップ モー ドで GDB の 画面の 色 を 設定し ます。 

解説 ： 引数に 指定す る カラー コード は 0 〜 65535 までの 値 を 指定し ます。 

16 進 法で 指定す る 場合 は， 値の 前に "Ox" をつ けます。 デフォルトで 

は 背景 を 黒， 文字 を 白に 設定して あります。 

次の 画面 は， デフォルトと は 逆に 背景 を 白， 文字 を 黒に 設定した もの 
です （16 進 法)。 



： ― 

running 
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jdb) screen Oxffff ,0 



一 



set args プログラムに 渡す 引数の 指定 




一 



running 



害 式 

機能 
解脱 



set args [< 弓 I 数 > … ] 

デバ ッ グ 対象 プログラムの コ マン ドラ イン 引数 を 指定し ます。 
デバ ッグ 対象 プログラム を， 次に 起動す ると きに 渡す コマンド ライン 
引数 を 設定し ます。 一度 設定した 引数 を 取り消す に は， 引数に 何も 指 
定 せずに 実行し ます。 





running 



害 式 

機能 
解脱 



set environment < 変 数名 > = <値> 

環境 変数 < 変 数名 > に <値> を セットし ます。 
<値> を 省略した 場合 は NULL が 設定され ます。 




害 式 

機能 
解説 



show args 



ン ドラ イン 引数 を 表示し ます 



O 



"set args" コマンドで 設定した， デバッグ 対象 プログラムに 渡す コ 
マン ドラ イン 引数 を 表示し ます。 




害 式 



機能 
解脱 



step [くリ ビー ト 回数 >] 
next [くリ ピー ト 回数〉] 



関数 呼び出しで 関数に 入る 
関数 呼び出しで 関数に 入らな レ 



ソースコード レベル で 行 単位の ス テツ プ 実行 をし ます。 

<リ ピート 回数 > に は 実行す る 行数 を 指定す る ことができます。 省略し 

た 場合 は 1 行 単位で ス テ ッ プ 実行 します。 
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害 式： stepi [く リピート 回数〉] 関数 呼び出しで 関数に 入る 

nexti [く リピート 回数〉] 関数 呼び出しで 関数に 入らない 

機能 ： マシン レベルで 行 単位の ステップ 実行 をし ます。 

解脱： <リ ピート 回数 > に は 実行す る 行数 を 指定す る ことができます。 省略し 

た 場合 は 1 行 単位で ス テ ッ プ 実行 します。 




害 式 ： tty <デ バイ ス 名〉 

機能 ： デノ 、' ッ グ 対象 プログラム の 標準 入 出 力 を 引数に 指定した デバイスに 切 

り 替えます。 

解脱 ： デバッグ 対象 プログラムの 標準 入出力 を RS- 232C から 行いたい 場合 

に， "tty aux" のよう に 指定 します。 




害 式 ： unset environment < 変 数名 > 

機能 ： 環境 変数 を 削除し ます。 

解脱 ： < 変 数名 > に 指定した 環境 変数 を 削除し ます。 




*K ： until 

機能 ： ループから 抜け出す ま で^ 理を 継続 します。 

解脱： プログラム カウンタが ジャンプ アドレスより 大きくな るまで， ス テツ 

プ 実行 を 繰り返します。 



関 発 ツール一第 2 部 



3.1.2 スタック フレーム を W 査する コマンド 



スタック フレーム を 調査す る GDB のコ マン ドには 次の ものが あり ます 



o 



backtrace/bt 

info stack/where 
down 
frame 
return 
select-frame 

up 



バック ト レースの 表示 



フレームの 選択 

スタック フレームの 選択と 表示 
実行の 中断 

スタック フレームの 選択 
フレームの 選択 



backtrace/bt/inf o stack/where バソク ト レースの 表不 



sta 



ck 



書式 



機能 
解説 



backtrace 



backtrace < フレーム 数 > 



スタック 全体 

最 深部 か ら 指定した フレーム 数 



backtrace -< フレーム 数 > •••• 外から 指定した フレーム 数 



bt 



スタック 全体 



bt く フレーム 数 > 最 深部から 指定した フレーム 数 



bt -<フ レー 厶数 > 



info stack 



info stack < フレー 厶数 > 
info stack -< フレーム 数〉 



• • • 



where 



where < フレーム 数 > 
where 一く フレー 厶 数〉 



外から 指定した フレーム 数 
スタック 全体 

最 深部から 指定した フレーム 数 
外から 指定した フレーム 数 
スタック 全体 

最 深部から 指定した フレーム 数 
外から 指定した フレーム 数 



デバ ッ グ 対象 プログラムの ス タツ ク のバッ ク ト レース を 表示し ます。 
関数 呼び出し によって 生成され た スタック フレームから 得る ことので 

きる 情報 を 表示し ます。 バック ト レースに よって 表示され る 情報 は， 
「フレーム 番号」， 「関数 名」， 「プログラム カウンタの 値」 です。 




down [くフ レーム 数〉] 

カレン トフ レームの 下に ある フレーム を 選択し ます。 
デフォルト では < フレーム 数 > を 1 に 設定して あり ます。 




186 



Chapter 3 — GDB の コマンド 




害 式 



frame カレント フレーム を 選択 

frame く フレーム 番号〉 指定した フレーム を 選択 

frame く アドレス〉 指定した アドレスが 示す フレーム を 

選択 



機能 
解脱 



スタック フレーム を 選択し ます。 

スタック フレーム を 選択す ると 同時に， その フレームの 情報から 「フ 



レーム 番号」 ，「間数 名」， 「ソー 




， 「ソースファイル 上の 行番 



v」 および 「その 行 番号の 示す 行の ソースコード」 を 1 行 表示し ます。 




害 式 

機能 
解脱 



return 



関数の 実行 を 途中で 中断 します。 

リ ターンす る スタック フレーム を フレーム を 選択す るコ マン ドで 選択 
してお き， この コマンド を 使用す る ことで， 選択して おいた フレーム 
に 戻る ことができます。 




隱 



select-frame スタック フ レームの iS 折 



stack 



害 式： select-frame < フレーム 番"^ > 

select-frame く フレームの アドレス〉 
機能 ： 指定した スタック フレーム を 選択し ます 



解脱 



< フレーム 番号〉 は "backtrace" コ マン ドで 調べる ことができます。 




7 



フレームの 選択 



stac 



害 式 ： up [く フレーム 数〉] 



機能 
解脱 



カレン トフ レームの 上に ある フレーム を 選択し ます。 
デフォルト では < フレーム 数 > を 1 に 設定して あり ます。 



■ 
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.1-3 データに 関する コ マン ド 



データに 関する GDB のコ マン ドには 次の ものが あ り ます。 



call 

delete display/ 

undisplay 
disable display 
disassemble 
display 
enable display 
output 

print/inspect 
print f 
ptype 
set 



x 

what i s 



関数の テスト 
自動 表示の 削除 



自動 表示の 無効 化 
逆 アセンブル 
自動 表示の 設定 
自動 表示の 有効 化 
式の 評価 
式の 評価 

フォー マツ トに 従った 値の 表示 

型の 詳細 

データの セッ ト 

メモリ の 調査 
型の 調査 




害 式 ： call <式> 

機能： 関数 を テス ト します。 

解説： 指定した 関数 を GDB から 直接 実行し ます。 関数の 呼び出し 引数 は, 

プログラム 内の 変数 または 定数 を 指定す る ことができます。 ただし 
SX-Window プログラムの 場合 は， 文字列の 引数 を 指定し ないで くだ 
さい。 




害 式 ： delete display < ディ ス ブレイ 番号 > 

undisplav く ティ スブ レイ 番号〉 

機能 ： 自動 表示 リス ト から 削除し ます。 

解説： く ディスプレイ 番号〉 は， "display" コマンドで 設定した ときに 表示 

された 番号です。 
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disable display 自動 表示の 無効 ィ匕 



data 



害 式 

機能 
解説 



disable display く ティ スフレ i • • • 

自動 表示 を 無効に します。 



く ディ ス ブレイ 番号〉 は "display" 

れた 番号です。 



、 



ドで 設定した ときに 表示 さ 




害 式： disassemble 現在 位置から 実行す る 

disassemble く 開始 アドレス〉 …… 指定した アドレスから 実行す る 



機能 
解脱 



disassemble < 開始〉 < 終了 > 



disassemble < 関 数名 > 



指定 範囲 内で 実行す る 
関数の 範囲 内で 実行す る 



逆ァ セン ブル し て 表示 します。 



DOS コールお よび SX コール は， その コールの 名称で 表示し ます 



o 




isplay 自 動 表示の 設定 




書式： display [/く 出力 フォーマット〉] <式> 



機能： 
解説 ： 



display [/く 出力 フォーマット〉] < アドレス〉 
<式> を 自動 表示 リス ト に加えます。 

プログラムが 停止す るた びに <式> または <ァ ドレス > を 評価し 表示 

する ように 設定し ます。 引数 を 省略した 場合 は， プログラム 停止 時に 
表示され た 値 を 再 表示し ます。 




Table 3-2 • 出力 フォー マツ ト 

指え- 

x 

d 
u 

o 

C 

f 



— 




16 進数で 表示す る 
符号つ き 10 進数で 表示す る 
符号な し 10 進数で 表示す る 
8 進数で 表示す る 
文字 定数で 表示す る 
浮動小数点 表記で 表示す る 




害 式 

機能 
解説 



enable display く アイ スブレ i 番ラ > • • • 

無効 にした 自 動 表示 を 有効に します。 

く ディスプレイ 番号 > は "display" コマンドで 設定した ときに 表示 さ 
れる 番号です。 
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害 式 

機能 
解脱 



output [/く 出力 フォー マツ 卜〉] <式> 

<式> を 評価し， 表示し ます。 

この コマンド は "print" コマンド に似てい ます 力、 値 を 表示した 後 
に 改行し ません。 ユーザ 定義 コマ ン ド または コ マン ド ファイルで 使用 
します。 

Table 3-3 • 出力 フォー マツ ト 




x 
d 
u 
o 

C 

f 



16 進数で 表示す る 
符号つ き 10 進数で 表示す る 
符号な し 10 進数で 表示す る 
8 進数で 表示す る 

文字 定数で 表示す る 
浮動小数点 表記で 表示す る 



― 



print/ inspect 式の 評価 



data 



一 



害 式： print [/く 出力 フォーマット〉] [く 式〉] 

inspect [/く 出力 フォーマット〉] [く 式 >] 
機能： <式> を 評価し， その 値 を 表示し ます。 

解説： <式> は C 言語の スタイルで 記述す る ことができます。 また GDB で 

は C 言語の オペレータ に加え， 3 種類の バイナリ オペレータ を 使用す 
る ことができます。 ' 

Table 3-4 • バイナリ オペレータ 




{ 型： K ァ ドレス > 



メモリ を 配列と して 扱う 

スコー プ 外の シ ン ボル を 参照す る ことができる 

指定 した ァ ドレスの 値 を 指定 した^で 参照す る 



Table 3-5 • 出力 フォー マツ ト 




X 


16 進数で 表示す る 


d 


符号つ き 10 進数で 表示す る 


u 


符号な し 10 進数で 表示す る 


o 


8 進数で 表示す る 


C 


文字 定数で 表示す る 


f 


浮動小数点 表記で 表示す る 
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>rintf フォー マツ トに 従った 値の 表示 



dat; 



害 式： printf "く フォーマット 文字列〉"， < 式〉， … 

機能： < フォー マツ 卜 文字列〉 に 従って， <式> を 評価した 値 を 表示し ます。 
解脱 ： < フォー マツ ト 文字列〉 は C 言語と 同様な 形式で""" と """ で 囲まれ 

た 文字列で 指定し ます。 




害 式 ： ptype < 型 名〉 

機能： typedef によって 定義され た シンボルの 型 を 詳細に 表示し ます。 
解脱 ： く 型 名〉 は 型の 名前 や C 言語の "struct く タグ 名〉" という 形式です。 




害 式 

機能 
解説 



set [variable] < 変 数名 > = <値> 

< 変 数名 > に <値> を 代入し ます。 

デバッグ 対象 プログラムの 変数に， <値> を 代入し ます。 

通常 は， "variable" を 省略で きます 力つ GDB の サブ コマンド 1 ひ と 



同 じ 変数 名の 場合 は 省略で き ません 



o 



ll)'info， や 'show， コマ 
ン ドの サブ コマンド のこ 
とです。 




書式： X [/く 出力 フォーマット〉] [く アドレス〉] 
機能： メモリ を 調査し ます。 

解脱： フォー マツ ト 指定 文字で 「調査 サイズ」， 「値の 表示 形式」 を 指定す る 

ことができます。 く アドレス〉 を 指定し なければ， 前に 調査した ァ ドレ 
スの 次の ァ ドレスから 調査し ます。 

Table 3-6 • 調査 サイズ 

指定 文字 機 能 

b 1 バイ ト 単位で 調査す る 

h 2 バイ ト 単位で 調査す る 

w 4 バイ ト 単位で 調査す る 

g 8 バイ ト 単位で 調査す る 



■ 
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Table 3-7 • 出力 フォー マツ ト 




12) キャラ ク タコー ドと して 
文字 を 表示し ます。 

13) これ は， 'w， と 4 g ，のサ 
ィズ でのみ 有効です。 

14) 謂査 サイズ 指定 文 宇に よつ 
て， 推定され た ュニッ ト 
サイズ は 無視され ます。 



X 符号な し 16 進数で 表示す る 

d 符号つ き 10 進数で 表示す る 
u 符号な し 10 進数で 表示す る 
o 符号な し 8 進数で 表示す る 
c 文字 定数で 表示す る 12 ) 
f 浮!！ 力 小数点で 表示す る 1 め 

s NULL で ター ミ ネート された 文字列と して^ づ; する 14 ) 

i 逆 アセンブルして マシン ィ ンス トラ クシ ョ ン を^/八 する 14) 




害 式 ： whatis [く シンボル〉] 

機能 ： く シン ポル〉 の 型 を 表示し ます。 

解脱 ： 変数 または 関数の 型 を 調べる ことができます。 く シン ポル > を 省略した 

場合 は， 変数 履歴の 最後の 値の データ 型 を 表示し ます。 
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ブレーク ボイ ン ト に関する GDB のコ マン ドには 次の ものが あり ます。 





、 ，ノ, 、 

break/ rbresLk 


フ レーク ホイ ン 卜の 設定 




clear/ 


フ レーク ホづ ン トの 削除 




delete breakpoints 




• 


commands 


処理の 設定 




condition 


ブレーク ポイント の 停止 条件の 設定 




count 


停止 回数の 設定 




disable 


ブレーク ポイントの 無効 化 




enable 


ブレーク ポイントの 有効 化 




ignore 


パス カウン ト の股定 




tbreak 


一時的な ブレーク ポイントの 設定 




watch 


値の 監視 




break/rbreak ブレーク ポイント の投定 



； 

breakpoints 



害 式 



機能 
解脱 



break 



break <行番 ち > 



break < ファイル 名 >:< 行 番号 > 



break +< オフ セッ 卜 > 
break 一 < ォフセ ッ卜 > 



break < 関 数名 > 



break く ファイル 名 >:< 関数 名〉 



break *<ァ ドレス > 



カレント 行 
ソース 行 

指定 ファイルの ソース 行 
カレント 行から 指定 行 後方 
カレン ト 行から 指定 行 前方 
関数の ェン ト リー 
指定 ファイルの 関数 
アドレス 



break < 位置〉 if く 条件〉 条件つ き ブレーク ポイント 15 ) 

rbreak <文 字 列 > 



< 文字列 > に マッチす る 関数 

すべて 

指定した 位置に ブレーク ポイント を 設定し ます。 

GDB では 1 か 所に 複数の ブレーク ボイ ントを 設定す る ことができ ま 

す。 条件つ き ブレーク ポイント は， < 条件〉 の 値が 0 以外のと きに 停 

止します。 



15) く 条件〉 に は 式 を 指定し 
ます。 
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― 



― 



clear/delete breakpoints ブレーク ポっ ン トの削 除 



breakpoints 



睡 



害 式 



機能 
解脱 



clear 



clear [く ファイル 名〉：] く 位置〉 —— 
delete く ブレーク ポイント 番号 > •• 番号 指定 



delete [breakpoints] • • • • 

ブレーク ボイ ン トを 削除し ます 



カレン ト 行の ブレーク ボイ ン ト 
指定 位置の ブレーク ボイ ン ト 



すべての ブレーク ボイ ン ト 



指定した く 位置〉 （行 または 関数） に 設定され ている ブレーク ボイ ン ト 
を 削除し ます。 




害 式 

機能 
解脱 



commands くフ レーク ポィ ン ト番^ •> 

ブレーク ボイ ントで 停止した ときの 処理 を 設定し ます。 

ブレーク ボイ ントで 停止した 後に， いくつかの 処理 を 自動的に 実行す 

るよう に 設定で きます。 



一 



condition ブレーク ポ イン トの 停止 条件の 股定 



breakpoints 



害 式 ： condition < ブレーク ポイント 番号 > [く 条件〉] 
機能 ： ブレーク ボイ ン ト のコン ディ シ ヨン を 設定し ます 
解脱： ブレーク ポイント の 停止 条件 16 ) を 設定し ます。 



ます。 



o 




書式 ： count < カウン 卜 > 

機能 ： ブレーク ボイ ン ト に 停止 回数 を 設定し ます。 

解脱 ： プログラムが 停止した 位置の ブレーク ボイ ント にく カウン 卜 > 一 1 に設 

定 します。 

' 一 

disable ブレーク ポイントの 無効 化 breakpoints 

書式： disable く ブレーク ポイント 番号 > ••• 指定の ブレーク ポイント 

disable breakpoints すべての ブレーク ポィ ン ト 

機能： ブレーク ポイント を 無効に します。 

解説 ： 設定 済み ブレーク ボイ ン ト を 一時的に 無効に する こ とがで きます。 
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Chapter 




enable ブレーク ポィ ン 卜の 有効 化 



breakpon 




害 式 

機能 
解説 



enable [breakpoints] [く モード〉] 〈ブレーク ポイント 番号〉 
"disable" コ マン ドで 無効に した ブレーク ボイ ン ト を 有効に します。 
く モー ド〉 に は， 次に プログラムが 停止す る と きまで 一時的に 有効に す 
る "once" と， 一時的に 有効に しかつ プログラムが 停止した 後， ブ 



レーク ポイント を 削除す る "delete" を 指定す る ことができます 



o 




害 式 

機能 
解脱 



ignore く ブレーク ポィ ン ト 番号〉 く カウント〉 
ブレーク ボイ ン ト を 無視す る 回数 を 指定し ます 



O 



次に ブレーク ボイ ン トに 達した とき 必ず 停止させる に は， < カウント〉 



を 0 にして くださ レ 



o 




害 式 



tbreak 



tbreak < 行 番号 > 



tbreak く ファイル 名 >:< 行 番号〉 



tbreak +< オフ セッ 卜 > 



カレント 行 
ソース 行 

指定 ファイルの ソース 行 
カレン ト 行から 指定 行 後方 



tbreak -< オフセット > カレント 行から 指定 行 前方 



tbreak < 関 数名 > 



tbreak く ファイル 名〉： く 関数 名〉 



tbreak *<ァ ドレス > 



関数の ェン ト リー 

指定 ファイルの 関数 
ァ ド レス 



機能 ： 一時的な ブ レーク ポイント を 設定し ます。 



解脱 



この コマ ン ドで 設定した ブレーク ボイ ントで プログラムが 停止した 後， 
ブレーク ボイ ン トを 削除し ます。 




一 

oints 



書式 



解脱 



watch く シン ポル > 
watch <ァ ドレス > 



変数 
ァ ドレス 



機能： 指定し た シ ン ボル または アドレス の 値が 変化 したと き に， 実行 を 停止 



します 



O 



U 



break 



ンドと 同様な 方法で， 削除 や 属性の 変更が 可能です。 
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ファイル に関する GDB のコ マン ドには 次の ものが あり ます 



o 



cd 

directory 

exec-file 

file 

list 

path 

pwd 

reverse-seaLrch 
search/ 

forward-search 
symbol-file 



ワーキング ディ レク ト リの 設定 
ソース フ アイ ル 検索 パスの 設定 

実行 ファイルの 指定 
デバッグ プログラムの 指定 

ソース リストの 表示 
プログラム 検索 バスの 設定 



レク ト リの 表示 




後方 検索 
前方 検索 



ぐ 



ン ボル 情報 ファイルの 指定 




害 式 

機能 
解脱 



cd 



カレント ワーキング ディレクトリ を 変更し ます 



O 



作業用 ディ レクト リ を 変更す る 場合に 使用し ます。 




ファイル 検索 バスの 設定 



files 



害 式 

機能 
解脱 



directory [<ノ\ 0 ス>|^< ノ、 0 ス >• • •]] 

ソース フ アイ ル 検索 ノ 、。ス を 設定し ます。 

< パス〉 は 環境 変数 PATH のように "；" で 区切る ことで 複数 指定す る 

ことができます。 V 




害 式 

機能 
解脱 



exec-file <フ アイ ソレ名 > 

実行 ファイル を 指定し ます。 

"symbol - file" コマンドと 一緒に 使用 します。 
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一 



file デバッグ プログラムの 指定 files 



害 式 ： file く ファイル 名〉 

機能： デバッグ 対象 プログラム を 指定し ま す。 

解脱 ： "exec - file" コ マン ドと "symbol-file" コ マン ドの 両方 を 実行した 

場合と 同じ 結果に なり ます。 

list ソース リスト の 表示 flies 



害 式 ： list カレン ト行を 中心 

list [く ファイル 名〉：] く 行 番号 > ••• 指定 行 を 中心 
list [く ファイル 名》] く 関数 名〉 ••• 関数の 始まり を 中心 

ust [< 始まり〉], く 終わり〉 ^z^m 

list + 最後に^ 示した 行 以降 

list 一 最後に 表示した 行 以前 



機能： ソース リスト を 表示し ます 




o 



解脱 ： デフォルト では 10 行 ごとに 表示し ます。 



es 



path 



プログラム 検索 バスの 股定 



害 式 ： path [く パス〉 ； • • •] 

機能 ： デノ < ッ グ対 象 プログラム の 検索 ノ 、。ス を 設定し ます。 

解脱 ： < パス〉 は システムの 環境 変数と 同様に "；" で 区切り ます。 




害 式 ： pwd 

機能： カレント ワーキング ディ レク ト リを 表示し ます。 
解説： 現在の 作業用 ディ レク ト リを 表示し ます。 




害 式 ： reverse - search [< 文 子 列 >] 
機能： 後方 向に サーチし ます。 

解説 ： ソースコードから 指定した 文字列 を 検索して その 行 を 表示し ます。 
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search/forward-search 前方 検索 files 



害 式 ： search [く 文字列〉] 

forward - search [< 文 子 列 >] 
機能： < 文字列〉 を 前方 向に サーチし ます。 

解脱 ： ソース コー ド から 指定した 文字列 を 検索して その 行 を 表示し ます。 



symbol-file シ ン ボル 惰報フ ァ ィ ル の报定 files 

害 式 ： symbol-file <フ アイ リレ名 > 

機能 ： シ ン ボル 情報の ファイル を 指定し ます。 

解説 ： デバ ッ グ 対象 プログラム を デバ ッ ガに 指定す ると き に 使用 します。 



Chapter 3 —— GDB の コマンド 




プログラムの 状態 を 調査す る GDB のコ マン ドには 次の ものが あり ます。 



lnio 

set info/show 



プログラムの 状態の 調査 
GDB の 状 糠の 脚査 




害 式 

機能 
解脱 



info [く サブ コマンド〉] [く サブ コマンドの 引数〉 •••] 

デノ < ッ グ 対象 プ ログ ラム の 設定 状態 を 表示し ます。 
状態 を < サブ コマ ン ド> に 従って その 情報 を 表示し ます 



o 



一 



set info/show GDB の 状態の 脚査 



害 式 ： set inio 

show [く サブ コマンド〉] [く サブ コマンドの 引数 > •••] 
機能 ： GDB の 設定 状態 を 表示し ます。 

解説 ： GDB の 状態 を < サブ コマ ン ド〉 に 従って その 情報 を 表示し ます。 
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3,1.7 




■■■■■■1 




一 ブル を謂査 する 



17)X680xO GDB では， 
廃止され ています。 



シンボル テーブル を 調査す る GDB のコ マン ドには 次の ものが あり ます。 



print syms 



デバッグ 情報の 出力 17 ) 



― 



print syms デバ ッ グ惰 報の 出力 



obsci 




害 式 

機能 
解説 



print syms くフ アイ ル 名〉 

GDB が 読み込んだ シ ン ボル 情報 を ファイルに 出力し ます。 
デノ 、'ッ ガと デノ 、♦ ッ グ 情報の デバッグに 使用す る コマンド です。 
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"info" コマンドの サブ コマンドに は， 次の ものが あります。 





mf o 


address 




info 


args 


秦 


info 


breakpoints 




info 


display 




info 


files 




info 


frame 




info 


functions 




info 


line 




info 


locals 




info 


registers 




info 


signals 




info 


source 




info 


sources 




info 


types 




info 


variables 




info 


watchpoints 



ドレスの 調査 

関数の 呼び出し 引数の 調査 

ブレーク ポィ ン トの 表示 

自動 表示 リストの 表示 

プログラム 名の 調査 
フレームの 調査 

関数の 調査 
ソース 行の 調査 

ローカル 変数の 稱査 
レジスタの 調査 
シグナルの 脚査 

ソースファイルの 調査 
ソースファイルの 調査 

データ 型の 調査 
スタティックな 変数の 調査 

ウォッチ ポイントの 表示 



inio address 




レスの 調査 



info 




害 式 

樓能 
解脱 



info address < シン 不リレ > 

弓 I 数に 指定 した シンボルの アドレス を 表示し ま す。 
レジスタ 変数の 場合 は， どの レジスタに 保持され ている のか を 表示し 
ます。 ローカル 変数の 場合 は， 変数が 格納され ている スタック フレー 
ムの オフ セッ ト を 表示し ます。 




害 式 

機能 
解説 



info args 

関数の 引数 を 表示し ます。 

実行が 停止した 関数の 呼び出し 引数 をす ベて 表示し ます。 
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一 



info fr; 



フレームの 調査 




info breakpoints フレーク ポ イン トの 表: 



害 式 

機能 
解説 



info breakpoints 

設定され ている すべての ブレーク ボイ ン ト を 表示し ます 
ブレーク ボイ ン ト 番号 を 知る ことができます。 



O 



info display 自 動 表示 リスト の 表示 




害 式 

機能 
解脱 



info display 

自動 表示 リスト を 表示し ます 



"display" コマンド で 設定 した 自 動 表示 リスト を 表示し ます。 




■ '： 



info files プログラム 名の 調査 




info 



書式 

機能 
解説 



info ii 丄 es 

デバ ッ グ 対象 プログラムの ファイル 名 を 表示し ます 



、 
、 



ン ボル を 読み込む ための 実行 ファイルの 名称 を 表示し ます。 



害 式： info frame カレントの スタック フレーム 

info frame く アドレス〉 •••• 指定 ァ ドレスの スタック フレーム 
機能 ： スタック フレームの 情報 を 表示し ます。 

解脱 ： 指定した スタック フレーム または カレン トの スタック フレームの 詳細 

な 情報 を 表示し ます。 




書式 ： info functions [< 文字列 >] 

機能： シンボリック デバッグ 情報から， 関数 名と その 型 を 表示し ます。 
解脱： 引数 を 省略した 場合 はすべ ての 関数 名 を 表示し， 指定した 場合 は < 文 

字 列 > に マッチす る 関数 名 を 表示し ます。 



n 
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• 



info line ソース 行の 脚査 



info 




害 式 

機能 
解脱 



info line [く 行 番号〉] 

ソース 行に 対応す る プログラムの ァ ドレス を 表示し ます。 

引数 を 省略した 場合 は， 実行が 停止した 行に 対応す るァ ドレス を 表示 

します。 



* 




麵 



—————— —————— — 

info locals ローカル 変数の 調 $ 



info 




害 式 

機能 
解説 



info locals [< 文字列 >] 

ローカル 変数 をす ベて 表示し ます。 

引数 を 省略した 場合 はすべ ての 変数 名 と その 値 を， 指定 した 場合 は 
< 文字列〉 に マッチす る 変数 名と その 値 を 表示し ます。 




害 式 

機能 
解脱 



info source |_<フ アイ ゾレ 名〉] 

ソースコード に関する 情報 を 表示し ます。 

引数に ファイル 名 を 指定し なければ， 現在 選択され ている ソース ファ 
ィルの 情報 を 表示し ます。 



info registers レジスタの 脚 ま 



害 式 

機能 
解説 



info registers [< レジスタ 名 >] 18 ) 
レジスタ を 表示し ます。 

引数に は 表示 させたい く レジスタ 名〉 を 指定し ます 
指定し なければ， すべての レジスタ を 表示し ます。 



18)X680xO GDB では, 
表示 形式が 変更され てい 
ます。 




害 式 

機能 
解説 



info signals 

シグナルの ー繫を 表示し ます 



O 



シグナル 番号 を 知る ことができます 



o 






n 



203 



開発 ツール 一 第 2 部 




書式 

機能 
解説 



info sources 

ソースファイル を 表示し ます。 

デバ ッ グ 対象 プログラムの ソースファイル 名 をす ベて 表示し ます 



o 




害 式 

機能 
解説 



info types [< 文字列 >] 

プログラムに 定義され ている データ 型 を 表示し ます。 

引数 を 省略した 場合 はすべ ての データ 型 を， 指定した 場合 は < 文字列 > 



に マッチす る データ 型 を 表示し ます 



O 




害 式 

機能 
解脱 



info variables L< 文字列 >] 

extern 変数お よび static 変数 をす ベて 表示し ます。 

引数 を お略した 場合 はすべ ての 変数 名 を， 指定した 場合 は < 文字列 > 



に マッチす る 変数 名 を 表示し ます 



o 



o watchpoints ウォッチ 不ィ ン 卜の 表示 



info 



害 式 

機能 
解説 



info watchpoints 

設定され ている すべての ウォッチ ボイ ン ト を 表示し ます 



O 



ウォッチ ボイ ン ト 番号 を 知る ことができます。 
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GDB の 設定 を 行う コ マン ドに は， 次の ものが あり ます。 



denne 


ユーザ コ マン ドの 定義 


document 


ユーザ コ マン ドの ドキュ メンテ ーショ ン 


down-silentlv 


メッセージの 抑制 


echo 


文字列の 表示 


help 


コ マン ド ヘルプ 


maJce 


Make の 実行 


quit 


GDB の 終了 


set 


GDB の 設定 


set complaints 


デバッグ 情報の エラーの 制御 


set confirm 


確認の 抑制 


set editing 


行 編集の 設定 


set height 


スクリーンの 行数の 設定 


set history filename 


ヒス ト リの 設定 


set history save 


ヒス ト リの 設定 


set history size 


ヒス ト リの 設定 


set listsize 


表示 リスト サイズの 設定 


set print array 


表示す る 配列の 要素 数の 設定 


set print pretty 


表示す る 構造体の 設定 


set print union 


表示す る 共用 体の 設定 


set prompt 


プロ ン ブトの 設定 


set radix 


基数の 設定 


set verbose 


メッセージの 制御 


set width 


スクリーンの 桁 数の 設定 


shell 


チヤ ィル ド プロセスの 起動 


source 


コマンド フ アイ ルの 読み込み 


up - silently 


メッセージの 抑制 




害 式 ： define [くコ マン ド 名〉] 

機能 ： コ マン ドを 定義し ます。 

解説： GDB の コマンド を 使用して， 新しく ユーザが コマンド を 定義す る こ 

とがで きます。 
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害 式 

機能 
解説 



document [く コマンド 名〉] 

"define" コ マン ドで 定義した コ マン ドに ドキュメント をつ けます。 
この ドキュメント は "help" コマンド を 使用す ると 表示され ます。 




害 式 ： down-silently 

機能 ： "down" コ マン ドを 実行した ときに GDB からの メ ッ セージ を 省略し 

ます。 

解脱 ： ユーザ 定義 コマ ン ド または コ マン ド ファイルの 中で 使用す るコ マン ド 

です。 




害 式 

機能 
解脱 



echo < 文字列 > 

弓 I 数 に 指定 した 文字列 を 表示し ます。 

ユーザ 定義 コマ ン ド または コ マン ド ファイルの 中で 使用す るコ マン ド 
です。 




Id コマンド ヘルプ 



support 



害 式 

機能 
解脱 



mak< 



help [くコ マン ド 名〉] 

コ マン ドの 説明 を 表示し ます。 

引数に コ マン ド名を 指定す る ことで 詳細な 説明 を 表示し ます。 引数 を 
省略した 場合 は， コマンド 一覧 を 表示し ます。 



make Make の 実 h suddo 




一 



害 式 ： make [< 引数〉 ••• ] 

機能 ： チヤ ィル ド プロセスで Make を 実行し ます。 
解脱 ： make.x が 必要です。 



Chapter 




DB の 終了 



— 

support 



害 式 

機能 
解説 



quit 

GDB を 終了し ます 



o 



SX-Window の プログラム を デバッグ している とき は， SX-Shell を 



終了して から 実行して くださ レ 



o 




害 式 

機能 
解脱 



set [< サブ コマ ン ド>] [く 引数〉 ••• ] 
GDB の 設定 をし ます。 

この コマ ン ドは， デバッグ 対象 プログラムの データ を 設定 するとき と 
GDB の 設定 をす る ときの 両方で 使用し ます。 




害 式 

機能 
解脱 



set complaints [< 無視す る 回数 >] 

デバ ッ グ 情報の エラー を 無視し ます。 

デバッグ 情報に エラーが あり， 読む 込む ことができない 場合に 設定し 
ます。 引数 を 省略した 場合 は 現在の 状態 を 表示し ます。 




害 式 

機能 
解説 



set confirm Lon I off] 

GDB からの 確認 を 有効 または 無効に 設定し ます。 

引数に "cm" を 指定す ると， GDB はいくつ かの コマンドで 確認 を 求 

める ようになります。 "off" を 指定す ると 確認 を 求めなくなります。 
デフォルト は "on" です。 




害 式 

機能 
解脱 



set editing ion | off] 

行 編集機能 を 設定し ます。 

デフォルト では "on" に 設定され ています。 
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害 式 ： set height [< 行数〉] 

機能： スク リーンの 行数 を 設定し ます。 

解脱 ： 引数 を 省略 し た 場合 は 現在の 値 を 表示 します。 デフォルト では 31 行 

に 設定され ています。 



: &式： set history filename く ノア イリ レ名ク 

機能： コマンド ヒス ト リの ファイル 名 を 指定し ます。 
解脱： デフォルト では "./.gcibJiistory" になって います。 



set historv save ヒストリ の 設定 support 



set listsize 表示 リスト サイ ズの 設定 




書式 

機能 
解脱 



set history save [on I off] 

コマンド ヒス 卜 リの セーブ 機能の 設定 をし ます。 

"on" にした 場合 は， GDB を 終了す る 際に コマ ン ド ヒストリ をファ 

ィルに 書き出します。 デフォルト は "off" です。 



害 式 

機能 
解説 



set history size <サ1 ズ> 

コマンド ヒス 卜 リ バッファの サイズ を 指定し ます 

デフォルト は 256 バイ ト です。 



o 






害 式 

機能 

解 Itl 



set listsize <fr 数 > 

"list" コ マン ドで 表示され る ソース リス トの 行数 を 設定し ます。 
デフォルト では 10 行に 設定され ています。 



Chapter 3— GDB の コマンド 




一 



et print array 




害 式 

機能 
解脱 



set print array < 要 素数 > 

表示す る 配列の 要素 数 を 設定し ます。 

大 き な 配列 を 表示す る 場合に， 表示す る 配列 を 制限す る こと がで き 
ます。 




害 式 ： set print pretty [on i off] 



機能 ： 
解説 ： 



構造体の 表示 を 見やす く します。 

構造体 を， 1 つの メ ンバが 1 行に ィ ンデン ト した フォー マツ トで 表示 



します 



O 




t union 




害 式 

機能 
解脱 



set print union [on I 

構造体に 含 まれる 共用 体の 表示 を 設定し ます。 

"cm" を 指定す ると 共用 体 を 表示し， "off" を 指定す ると 省略して 表 



示します 



o 




害 式 

機能 
解説 



set prompt [く ブロン ブト〉] 

GDB の プロンプト を 設定し ます 
デフォルト は "(gdb)" です。 




害 式 

機能 
解説 



set radix [2 I 8 I 10 I 16] 

GDB が 表示す る 値の 基数 を 設定し ます。 
デフォルト では 10 進数に 設定され ています。 
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害 式 ： set symbol reloading [on I off] 

機能 ： シン ボリ ック デバッグ 情報の 再読み 込み 機能 を 設定し ます。 

解説： シン ボ リ ッ ク デバ ッ グ 情報 は， デバ ッ グ 対象 プログラム 実行時に 1 度 

だけ 読み込まれ ますが， この コマンド を "on" にす る ことで， プ ログ 

ラムの 再 実行時に も 読み込む ようになります。 




害^: ： set verbose [on I off] 

機能 ： GDB からの メ ッ セージ を 制御し ます。 

解脱： GDB は， ユーザに とって 必要な GDB の 動作 情報 を 表示す る こと 

がで きます。 これらの うちの いくつか は， "set verbose" コマンドで 
切り替える ことができます。 




害 式 ： set width [<析 数〉] 

機能： スク リーンの 桁 数 を 設定し ます。 

解脱： 引数 を 省略した 場合 は 現在の 値 を 表示し ます。 デフォルト では 96 桁 

に 設定され ています。 




害 式 ： shell [く コマンド〉] 

機能： チャイルド プロセス を 起動し ます。 

解脱 ： 環境 変数 "SHELL" に 定義され ている コ マン ドシヱ ノレ を 起動し ます。 




書式 ： source [<フ アイ ソレ名 >] 

機能： GDB のコ マン ド ファイル を 読み込みます。 

解脱 ： あら か じめ 記述して おいた デバ ッ グ 手順の ファ ィ ルを 読み込む 場合に 

使用し ます。 



害 式 ： up - silently 

機能： "up" コマンド を 実行した ときに， GDB からの メッセージ を 1(1 咯し 

ます。 

解説 ： ユーザ 定義 コマ ン ド または コ マン ド ファイルの 中で 使用す るコ マン ド 

です。 
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1) テキス ト エディ タ のよ う 
な 行 編集 を 可能に する ブ 

ログ ラムです。 



GDB では， キーボードからの 入力 を GNU readline D を 使用して います。 そ 
の GNU readline を コント ロールす るた めの キー 操作 を， 次に 示します。 



Table 3-8 • キー入力 一 » 表 




CTRL+B 
CTRL+F 
DEL 

CTRL+D 

CTRL+. 

CTRL+A 

CTRL+E 

ESC- F 

ESC- B 

CTRL+L 

CTRL+K 

ESC- D 

ESC-DEL 



CTRL+W 

CTRL+P 
CTRL+N 



カーソル を， 左に 1 文字 分 移動す る 
カーソル を， 右に 1 文字 分移勛 する 

カーソル を， 左に 1 文字 分 移動し， その 位置の 文字 を 消去す る 
カーソル 位置の 文字 を 消去す る 

直前に 行った キー 操作 を 取り消す 
カーソル を， 入力した 行の先頭に 移動す る 
カーソル を， 入力した 行の 最後に 移動す る 
カーソル を， 1 語 右に 移動す る 
カーソル を， 1 語 左に 移動す る 
画面 をク リアす る 

カー ソ ル 位置 か ら 行の 終わ り ま で 削除す る 

カー ソ ル 位置の 単語 を， カー ソ ル位 S か ら その 単語の 終わ リ ま で 削除す る 
カーソル 位置の 単語 を， カーソル 位置の 前の 文字から その 単語の 先頭まで 
削除す る 

カーソル 位置から その 前の スペースまで 削除す る 
直前の ヒス ト リ バッファの 内容 を 表示す る 
直後の ヒス ト リ バッファの 内容 を 表示す る 



Chapter 4 
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4.1.1 コンパイラ ドライバの オプション スィッチ ■ 

^^t^^^m^:- ： さな • お'， 《:g カケ 巧お- 禁ぶ1 やせ: ち、. I 

• -a ブロック 単位での プロファイラ 5 

• 一 ansi ANSI 違反の 報告 6 

• -C コメント を 削除し ない 7 

拳 -c オブジェクト ファイルの 生成 8 

• -D マク 口の 定義 9 

• -E プリプロセッサ 処理 結果の 出力 10 

• -f 最適化の 許可 Z 禁止 11 

一 f caller - saves 11 

-f combine-regs 11 

-f f orce-addr 11 

-f force-mem 11 

- f inline - functions 11 

一 f keep - inline - functions 12 

- fno - defer - pop 12 

- fno - function - cse 12 

-fno-peep-hole 12 

一 f omit - frame - pointer 12 

- fpcc - struct - return 12 

-f strength-reduce 13 

-funsigned-chsLT 13 

-f writable-strings 13 

- f fixed - < レジスタ 名 > 13 

- fcall_used - < レジスタ 名 > 13 

一 f call-saved -く レジスタ 名〉 13 

• -g ソースコード デバッグ 情報の 生成 14 

き -I インクルード パスの 指定 15 

• -1 ライ ブラ リの 指定 16 

• -M ファイル 依存 関係の 出力 16 
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• -MM ファイル 依存 関係の 出力 17 

• -mregparm 引数 を レジスタ 渡しに する 17 

• -mshort int を 16 ビットに する 18 

• - m68881 68881 用コ一 ドの 生成 18 

• -0 最適化の 実行 19 

• -o 出力 ファイルネームの 指定 20 

• -p プロファイラ コードの 生成 21 

• -pedantic ANSI に 厳密に 適合 21 

• -Q バー ポーズ モード 指定 22 

• -S アセンブラ ソースの 生成 23 

• -traditional 伝統的な C 言語 仕様に 準拠 24 

• -trigraph trigraph シーケンスの 認識 24 

• 一 U マクロの 削除 25 

• -v コマンド ラインの 表示 25 

攀 -version コンパイラの バージョン 表示 26 

き -W ワーニングの 許可 27 

指定され た ワーニングの 許可 30 

• -w ワーニングの 禁止 32 




一 as - symbols 
- ccl - stack 
-cpp-stack 
- fall - bsr 1 ) 



2) 



-fall-jsr 



一 fa 丄丄ー remote 



-fall-text 



-f no - const - mult - expand 
一 frtl 一 debug 



一 f scd 



-f strings-align 



-f stack-check 



3) 



一 f strings - nopcr 



一 f struct - strict - align 
- ftext - report 
-fundump 
-SX 



アセンブラの 最大 シンボル 数の 指定 34 

コンパイラ スタック 量の 指定 34 

プリプロセッサ スタック 量の 指定 35 

すべての 関数 を ショート コールで 指定 35 

すべての 閭数を ロング コールで 指定 36 

記憶 クラスの 固定 化 36 

テキス 卜 セクションで すべて を 出力す る 37 

定数 乗法 展開の 禁止 37 

rtl の 書き出し 38 

ソースコード デバッグの 生成 38 

文字列の 偶数 整合 

スタック チェック コードの 生成 39 

文字列の プログラム 相対 禁止 40 

構造体の パッキング 41 

詳細な エラー 報告 42 

undump コンノ 、イソ レの ネ旨定 42 

SX -- Window プログラム モードの 指定 43 



1) X680xO GCC では 

変！ I されて います。 

2) X680xO GCC では, 
麻 止されて います。 



3)X680xO GCC では 
廃止され ています。 
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| 4.1.3 実行 ファイルの 条件 を 指定す る オプション スィッチ | 

• -z - heap ヒープ サイズの 指定 44 

• -z-stack スタック サイズの 指定 44 

• -8 シン ポルの 識別 長の 指定 49 

4) X680xO HAS では， • -a 4 ) 絶対 ショー 卜ァ ドレス 形式 対応 モー ドの 指定 50 

廃止され てい ま，。 • - d 全 シン ポルの 外部 定義 指定 51 

• -f リスト ファイルの フォーマット 指定 52 

• -i インクルード ファイルの パス 指定 53 

き- 1 タイ トル 表示の 指定 54 

5) X680xO HAS Ttt, 參 一 m 5 ) 最大 シン' ず 、ノレ 数の ネ旨定 55 

変更され ています。 赢 - , ひ 

• - n 最適化の 禁止 56 

• -o オブジェクト ファイル 名の 指定 57 

• • -p リス トフ アイ ルの 作成 58 

6) X680xO HAS では， き -q 6 ) クイック イミディエイト 形式への 変換 禁止 59 

廃止され ています。 • — r 7) 相対 セクション 命令の 使用許可 60 

7) X680xO HAS では， 、 、 _^ , 

' • - s シン ポルの 定義 61 

廃止され ています。 

• -t テンポラリ ファイルの パス 指定 62 

• -u 未定義 シン ポルの 外部 参照 指定 63 

• -w ワーニング レベルの 指定 64 

• "X シン ポル 情報の 出力 指定 66 

• -z HAS オリジナル 機能への ワーニング 禁止 67 

• -a 実行 ファイルの 拡張 子の 省略時に に をつ けない …… 69 

• -d 外部 定義 シン ポルの 登録 70 

• -i インダイレクト ファイルの 指定 71 

• -1 ライブラリ パスの 使用 72 

• -m 最大 シンボル 数の 指定 73 

8) X680xO HLK では， • つ 8 ) 実行 ファイル 名の 指定 74 

バグフィックスして いま 轰 つ ノ，， 一^ キ ，「 

• - p マップ ファイルの 作成 75 

i o 

• -s 0BJR 形式の 情報の 作成 76 

• "t タイ トル 表示の 指定 77 

• -v バー ポーズ モードの 指定 78 

I 
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-w ワーニング メッセージの 抑制 79 

-x シン ポル テーブルの 出力 禁止 80 

-z -v オプション を 無効に する 

4.1.6 デバッガ オプション 

-batch ノ、' ツチ 処理 83 

-cd ワーキング ディレクトリの 指定 84 

-command コ マン ドフ アイ ルの 指定 85 

一 directory ソース ディ レクト リのノ 、。ス ネ旨定 86 

-exec 9 ) デバッグ 対象 プログラムの 指定 87 

一 epoch 10 ) Emacs を 使用す る 88 

-fullname 11 ) Emacs を 使用す る 88 

-help ヘル ブ メッセージの 表示 89 

- mem メモリの 設定 90 

- nx 初期化 ファイル を 読み込まない 91 

-quiet タイトルの 非 表示 92 

- remote リ モー ト コンソール モ一 ドで 起動す る 93 

-r リモ一 ト コンソール モ一 ドで 起動す る 93 

-se 12) デバッグ 対象 プログラムの 指定 94 

-symbols 13 ) シン ポル 情報の ファイルの 指定 95 

-swap スク リーン スワップ モー ドで 起動す る 96 

-tty 標準 入出力 先の 指定 97 



9) X680xO GDB では， 
庚 止されて います。 

10) X680xO GDB では 
麻 止されて います。 

11) X680xO GDB では 
廃止され ています。 



12) X680xO GDB では 
廣 止されて います。 

13) X680xO GDB では 
廃止され ています。 
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• continue 実行の 再開 181 

• finish 関数からの リターン 181 

• handle シグナル 処理の 変更 182 

• jump 実行の 再開 182 

• kill プログラムの 削除 182 

• next ステップ 実行 184 

• nexti マシン レべゾ レス テツ ブ 実行 185 

• remote コンソ 一 リレの 七 刀り 替え 182 

• run プログラムの 実行 183 

• screen 画面の 切り替え ノ 画面 色の 設定 183 

• set args プログラムに 渡す 引数の 指定 184 

• set environment 環境 変数の 設定 184 

• show args フ ログ ラムの 引数の 表示 184 

• step ステップ 実行 184 

• stepi マシン レベル ステップ 実行 185 

• tty プログラムの 棵準 入出力 185 

• unset environment 環境 変数の 削除 185 

• until ループからの 脱出 185 




査 する コマンド 



backtrace 



down 



frame 



バック ト レースの 表示 
パ 、リク ト レースの 表示 



フレームの 選択 



186 
186 



186 



スタック フレームの 選択と 表示 187 



info stack 



バッ ク ト レースの 表示 



186 
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return 実行の 中断 187 

select - frame スタック フレー 厶の 選択 187 

up フ レームの 選択 187 

where ノ、' ック 卜 レースの 表示 186 




参 call 関数の テス ト 188 

• delete display 自動 表示の 削除 188 

• disable display 自動 表示の 無効 化 189 

• disassemble 遊ァ セン フル 189 

• display 自動 表示の 設定 189 

• enable display 自動 表示の 有効 ィ匕 189 

• inspect 式の 評価 190 

• output 式の 評価 190 

• print 式の 評価 190 

• printf フォーマットに 従った 储の 表示 191 

• ptype 型の 詳細 191 

暴 set データの セッ 卜 191 

• undisplay 自動 表示の 削除 188 

• x メモリの 調査 191 

• what is 型の 調査 192 



4.2.4 ブレーク ポ イン 卜に 問す るコ マン ド | 

画 

• break ブレーク ポイントの 設定 193 

• clear ブレーク ポイントの 削除 194 

• commands 処理の 設定 194 

• condition ブレーク ポイントの 停止 条件の 設定 194 

• count 停止 回数の 設定 194 

鲁 delete breakpoints ブレーク ポイントの 削除 194 

• disable ブレーク ポイントの 無効 化 194 

• enable ブレーク ポイントの 有効 化 195 

• ignore ノ、 • ス カウントの 設定 195 

• rbreak ブレーク ポイントの 設定 193 

• tbreak 一時的な ブレーク ポイントの 設定 195 

秦 watch 值の 監視 195 
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| 4.2-5 ファイル に関する コマンド | 

• cd ワーキング ディレクトリの 設定 196 

• directory ソースファイル 検索 パスの 設定 196 

• exec-file 実行 ファイルの 指定 196 

• file デバッグ プログラムの 指定 197 

• forward-search お 方 検索 198 

拳 list ソース リストの 表示 197 

き path プログラム 検索 パスの 設定 197 

• pwd ワーキング ディレクトリの 表示 197 

• reverse-search 方 検索 197 

• search 前方 検索 198 

秦 symbol-file シン ポル 情報 ファイルの 指定 198 

| 4.2.6 プログラムの 状態 を W 査 する コマンド | 

プログラムの 状態 を 調査す る GDB のコ マン ドには 次の ものが あり ます。 

• info プログラムの 状態の 調査 199 

• set info GDB の 状態の 調査 199 

• show GDB の 状態の 調査 199 

i)X680xO GDB では • printsyms 1 ) デバッグ 情報の 出力 200 

廢 止されて います。 

| 4.2.8 info コマンドの サブ コマンド | 

拳 info address シン ポルの アドレスの 調査 201 

• info args 関数の 呼び出し 引数の 調査 201 

• info breakpoints ブレーク ポ イン 卜の 表示 202 

• info display 自動 表示 リストの 表示 202 

• info files プログラム 名の 稱査 202 

• info frame フレームの 調査 202 

• info functions 関数の 謂査 202 

• info line ソース 行の 調査 203 

• info locals ローカル 変数の 調査 203 
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• info registers レジスタの 調査 203 

參 info signals シグナルの 調査 203 

• info source ソ 一スフ アイ ノレの 調査 203 

• info sources ソ一ス ファイルの 調査 204 

参 info types データ 型の 調査 204 

• info variables スタティックな 変数の 調査 204 

• info watchpoints ウォッチ 不 イン 卜 の 表示 204 




• define ユーザ コマンドの 定義 205 

• document ユーザ コマンドの ドキュメンテーション 206 

• down- silently メッセージの ネ卬制 206 

• echo 文字列の 表示 206 

• help コマンド ヘルプ 206 

• make Make の 実行 206 

• quit GDB の 終了 207 

• set GDB の 設定 207 

• set complaints デバッグ 情報の エラーの 制御 207 

• set confirm 確認の 抑制 207 

• set editing 行 編集の 設定 207 

• set height スクリーンの 行数の 設定 208 

秦 set history filename ヒス 卜 リの 設定 208 

• set history save ヒス 卜リ の 設定 208 

• set history size ヒス 卜リ の 設定 208 

• set listsize 表示 リス ト サイズの 設定 208 

• set print array 表示す る 配列の 要素 数の 設定 209 

• set print pretty 表示す る 構造体の 設定 209 

参 set print union 表示す る 共用 体の 設定 209 

• set prompt ブロン ブ 卜の 設定 209 

• set radix 基数の 設定 209 

• set symbol reloading シンポ リレ 読み込みの 制御 210 

• set verbose メッセージの 制御 210 

• set width スクリーンの 桁 数の 設定 210 

• shell チャイルド プロセスの 起動 210 

• source コマンド ファイルの I 売み 込み 210 

• up-silently メッセージの 抑制 211 
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4.3.1 GCC エラーメッセージ | 

• \x の 後が I 6 進 表現ではありません 142 

參 ，表現 は 関数 内部 だけで 使用で きます 153 

• <a5， は 使えません 157 

• ^4ciion は 異なった タイプです 152 

• bit-field ( IdenV に 不当な type があります 116 

• bit-field € Ident } の サイズが 0 です 116 

• bit-field ( Ident } の 幅が 整数で はあり ません 115 

• bit-field に （sizeof , は 適用で き ません 135 

秦 bit-field の メンノ く ( Ident 9 のァ ドレス は 参照で き ません 150 

• break 力く loop 力、 switch の 中に ありません 139 

• case の 値が 同値です 137 

• case ラベルが switch 文の 中に あ り ません 136 

• case ラベルが 整数 型ではありません 136 

• char '/deni, に long, short 指定され ています 106 

• ( CHAR' が 不正な 位置に あ ります 155 

• char 配列 を 広い 文字で 初期化し ています 130 

• continue が loop 外部です 139 

參 default ラベルが switch 文の 中に あり ません 137 

• default ラベルが 2 つ 以上 あ ります 138 

• Dump ファイル 害 出しに 失敗し ました 154 

き Dump ファイル を 作れません Fi^name 154 

• (enum I dent } が 再 宣言され ています 117 

• enum ( /den 尸の 储が 整数 定数ではありません 118 

• extern' IdenV は 初期化で き ません 126 

• ， が 2 つ 以上 あり ます 141 

• fielcT /den リが閱 数に 宣言され ています 112 

拳 field' /den リ が 不完全です 113 
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• frame pointer にで きない タイ ブ です 156 

• global register 変数 は 関数 定義の 後に 宣言で きません 157 

• global register 変数 は 初期化で き ません 156 

• ( IdenV 力く built-in 関数と 衝突し ました 101 

• ( IdenV が void の 配列 です 109 

• (/deW が 関数の 配列です 109 

• ( /den リが再 宣言され ました 100 

• 1 IdenV が 宣言の 前に 使われ ま した 102 

• 《/denr が 複数の データタイプ を 持って います 105 

• 'IdenV が 別記 憶 クラス 宣言され ま した 100 

• 'IdenV が 別の 宣言 をされ ま した 100 

• /dent が レジスタ 変数ではありません 156 

• ( /denr と 衝突して います 101 

• 'IdenV に long と short 双方 指定され ています 106 

• ( IdenV に signed と unsigned 双方 指定 されて います 107 

• - menV (7) long, short , signed , unsigned は 不正です 106 

• ( IdenV の 記憶 クラスが 複数です 107 

• (/den" の サイズが 定数ではありません 104 

• (/den リの サイズ は 不明です 104 

• /denf の 初期値の サイズが 決定で き ません 128 

• 1 IdenV の 引数が 少なす ぎます 149 

• (/deni ，の 引数が 多すぎます 147 

• (/denr の 前 宣言 位置です 102 

• ( IdenV の 要素が 不完全な タ ィ ブ です 128 

• 'IdenV は register 宣言で きない タイプです 156 

• ( IdenV は struct か union の はずです 144 

秦 'IdenV は typedef か built in type できません 105 

• (/den" は 違法な タグです 103 

• 'IdenV は 不完全です 125 

• 'IdenV は 未 宣言です 125 

• int 配列 を 短い 文字で 初期化し ています 130 

• (1， が 2 つ 以上 あり ます 141 

• < 1 > が 3 つ 以上あります 141 

• label ム (i6d がありません 103 

• LASCII 文字列 同士 は 連結で き ません 140 

• LASCII 文字列に は wide 文字 は 使えません 154 

• LASCII 文字列 は 255 文字まで です 154 

• operand は 最大 8 個です 155 

• ( Operate } は 不正です 145 

• output オペ ラン ドに が あり ません 155 

• output オペランドに 不正な ，があります 155 
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• relocate は 関数 内部で 宣言で きません 157 

• relocate は 初期化で きません 157 

• struct /dent が 再定義され ました 115 

• struct に 《 Ident) がありません 143 

• switch 文の 条件が 整数で はあり ません 153 

• SXCALL 関数の アドレス はとれ ません 154 

• SXCALL 関数 は inline にで きません 114 

鲁 top-level での （auto, は 不正です 108 

• typedef ( IdenV が 変数の よ う に 初期化 さ れ ています 127 

• 〜， が 2 つ 以上 あり ます 141 

秦 union /deni が 再定義され ました 115 

• union に （ IdenV が あ りません 143 

• union に 初期化すべき メンバが ありません 131 

• void に 値 はあり ません 135 

• 違法な へ' です 140 

• 演算 《 Operator' オペ ラン ドが 不正です 150 

• オペランドが 複数 存在して います 155 

• オペランドが 矛盾して います 155 

• 可変 サイズ オブジェクト は 初期化で きません 132 

• 空の 宣言です 124 

• 閱数 （/denf, const で volatile な 関数 は 違法です 110 

• 関数 '/dent ，が 変数の ように 初期化され ています 127 

• 関数 （/den リ閭数 を 返す こと はでき ません 111 

• 閱数 リ dent) の 記憶 クラスが 不正です 113 

• 関数 （/den リ 配列 を 返す こと はでき ません 111 

• 関数 (Ident) は 定義で きません • 155 

• M 数'/ deni ，は プロトタイプ 必須です 111 

• 閱数 でない オブジェクト を 呼ぼうと しています 147 

• 閱 数の 記憶 ク ラスが 'auto' です 108 

• 関数の 記憶 クラスが f common' です 108 

• 閣 数の 記憶 ク ラスが （register' です 108 

き 閱 数の 記憶 クラスが 'relocate, です 108 

• 関数の 記憶 ク ラスが 《 remote ， です 108 

• 関数の 記憶 クラスが （ typedef , です 108 

• 関数の 外で 可変 サイズ 変数 は 使えません 155 

• 関数の 引数が 多すぎます 148 

• 構造体に は 変換で きません 134 

• 最低 追加 必要 量 Num バイトです 156 

• 左辺 値で はあり ません 142 

• 条件 式での type が 異な つてい ます 151 

• 省略 引数 は 空の 引数 宣言と は マッチし ません 101 
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初期化 式が 定数で は あ りません 129 

初期化 式が 複雑す ぎます 130 

初期化 式に { } は 不正です 131 

初期化 要素 は I つし か 必要ありません 131 

数字 表現が 違法です 140 

数字 末尾が 違法です 141 

スタックが 不足です 156 

整数 型に 変換で きません 133 

添え 字が 整数ではありません 146 

添え 字 を 持つ 変数が 配列 か ポインタで はあり ません 146 

配列 "dent, の サイ ズが 整数で は あ りません 109 

配列 リ dent) の サイ ズが 負です U0 

配列 （ Ident) の 要素 数が あ りません 129 

配列 参照に 添え 字が あ りません 145 

配列に キャス 卜で きません 

配列 範囲が 未定義です 125 

配列 を 非 定数 表現で 初期化し ています 130 

引数 リ dent》 がありません 121 

引数 （/der^ が プロトタイプと 異なります 122 

引数 (Ident, が 初期化され ています 129 

引数 (Ident, が 不完全です U4 

引数 (Ident, が 不完全です 121 

引数'/ dent, が 複数あります 120 

引数 € /den 〃は void と 宣言され ています 120 

引数が 2 つの スタイルで 渡されて います H9 

引数が あり ません H9 

引数が 少なす ぎます 149 

引数の void は I つし か 存在で き ません U5 

引数の 数が プロトタイプと 異なります 122 

引数の 名前が あり ません 120 

引数 は double のみ マッチし ます 1 ) 124 

引数 は int のみ マッチし ます 2 ) 123 

^j£^ iFpragma dump です 154 

不正な void 表現です 142 

不正な 初期化です 132 

不正な レジスタ （fie^Vame, が レジスタ 変数に 指定され ています 156 

不適切な 数字 表現です 140 

不適切な 浮動 小数 表現です 140 

浮動小数点 型に できません 133 

浮動小数点 表現が 違法です 140 

不当な 表現です 150 



1) X680xO GCC では 
発生し ません。 

2) X680xO GCC では， 
発生し ません。 
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翁 フレーム ポインタ レジスタが 不正です 156 

3) X680xO GCC では， • プ ロト タイ プは double です 3 ) 124 

* 生し ません。 • プロトタイプ は int です め 123 

4 ) X680x0 GCC では， . 文法 違 斤 140 

発生し ません。 

• 変数 《 /den リが void に 宣言され ました 112 

• 変数 ( Ident) は 初期化で きません 127 

• 変数 （/den リを SXCALL クラス 指定して います 114 

• ポインタ スケールが 不完全です 144 

• ポインタ 宣言が 不正です 112 

• ポインタに 変換で きません 133 

• ポインタ は 浮動小数点 型に できません 133 

• メ ンバ リ dent ， が 2 重です 117 

• 文字が ありません 141 

• 文字列 定数が 長す ぎます 141 

• 文字列 表現が 誤ってい ます 141 

• 戻り 値が 不完全です 118 

き 呼び出し 関数の 引数が 不完全です 148 

• ラベル' Ident, が 複数 あ ります 102 

• レジスタ 変数' Ident》 は 68881 指定が 必要です • 156 

• 列挙 型が 整数 範囲 を 越えて います U8 

I 4.3.2 CICC 1 ? 一 ニン グメン セージ I 

隱 誦 

• ++ は 適用で きません 166 

• 'パ が enum list の 終わりに あります 162 

• 一一 は 適用で きません 166 

• '； , 力く struct か union に 余計に あり ます 162 

• (； , が struct か union の 終わ り にあり ま せん 162 

• \x の 後が I 6 進 表現ではありません 163 

• I 6 進 表現が 範囲 を 越えて います 164 

• Action で const ポインタ を コピーし ています 167 

• Action で volatile ポインタ を コピーし ています 167 

• Action で ポインタから 整数に しました 167 

秦 Action で 整数から ポインタに しました 167 

• Action は M の ポ インタです 167 

• ANSI では const, volatile 関数 は 使えません 160 

• ANSI C では 表現 は 使用 出来ません 170 

• ANSI C では const や volatile である 閱数は 違法です 160 

• ANSI C では constructor 表記 はでき ま せん 170 

• ANSI C では emim の 前方 参照 はでき ません 161 
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• ANSI C では long long integer は 違法です 170 

• ANSI C では register 名 指定 変数 は 使え ません 171 

• ANSI C では 可変 サイズ 配列 ( IdenV は 使えません 160 

秦 ANSI C では 空の {} での 初期化 は 違法です 163 

• ANSI C では 漢字 は 識別子に 使えません 170 

• ANSI C では 関数の 外の （ ； , は 違法です 163 

• ANSI C では サイズ 0 の 配列 リ den" は 使えません 159 

• ANSI C では ポインタと 関数への ポインタ を 比較で きません 165 

• ANSI C では メンバの ない 宣言 は 違法です 162 

• ANSI C は （？ ： ， 表現 を 省略で き ません 170 

• ANSI C は newline で 文字 定数 を 連結で き ません 164 

• ANSI C は void * と 関数への ポインタとの 条件 式 は 許して いません 165 

• ANSI C は void * と 関数 ポインタの 比較 を 許しません 165 

• ANSI C は 構造体 を 構造体に キャスト する こと は 許して いません 166 

• ANSI C は 非 左辺 値 配列の 添え 字 を 許しません 165 

• ANSI C は ポインタと 関数 を 比較す る こと を 許して いません 165 

• bit-field 'IdenV の 幅 は 負に でき ません 161 

• bit-field 'IdenV は ANSI C では 不当です 161 

• case 値 ( Value ' (J en\m e IdenV に 存在して いません 168 

• enum が 内部 宣言され ました 161 

• global register が 関数 内で 再 使用され ています 171 

• '/denr が 前に int を 返す と 暗黙に 宣言され ています 158 

• ( IdenV が喑 黙に 宣言され ま した 159 

• 'IdenV が 初期化 されずに 使用され ている ようです 168 

• (/denf, が 宣言され て 定義され ませんで した 169 

• ( IdenV が 複数あります 159 

• < /dent, が 未使用です 168 

• /dent タグ 名 （/denf ，が 引数と して 宣言され ました 161 

• リ dent) の 宣言 は local 変数 を 隠します • 158 

• の 宣言 は 引数 を 隠します 158 

• ( Ident ' は 《int， です 162 

• { IdenV は 'longjmp, で破壤 される 可能性が あり ます 169 

• 《/^nP は喑 黙に 関数と して 宣言され ています 158 

• ゾ &n リは 定義され て 使用され ませんで した 169 

• '/den*' は 未使用の 引き数です 169 

• (/denf, は リードオンリーです 166 

• 'IdenV を Extern' で 初期化し よ うとして います 159 

• ( Ident0》 と (Identl, は 非常に 類似した 識別子です 169 

• label Label が 参照され ていません 162 

• long long long は 長す ぎます 159 

• non-void 関数が 值を 返して いません 163 
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• sizeof 力く void type (ニイ 吏 われて し、 ます 164 

• sizeof が 関数に 使われて います 164 

• static^ /dent ，が喑 黙に extern に 宣言され ています 157 

• struct, union でない 初期化 式に があります 167 

秦 switch で 列挙 値 ( IdenV の 処理が あ り ません 168 

秦 type or storage class か あり ません 162 

• union が 内部 宣言です 161 

• union の メンノ 、'力くありません 161 

• void である 閭 数に 値 を 持った return が あり ます 168 

• void でない 関数に 値の ない return があります 167 

• void ポインタ を 減算に 用いて います 165 

• void ポインタ を 算術 演算して います 165 

• volatile 関数 は 戻って きません 163 

• volatile 宣言され た 関数に return があります 167 

• X C 拡張 表現です 170 

• 意味の ない keyword, type name が 宣言に あり ます 159 

• 意味の ない 文です 168 

• 異種 ポインタ を 比較して います 165 

• 可変長 引数 関数 は inline にで きません 160 

• 可変長 引数 関数 は inline にで きません 171 

• 漢字 を飞， なく 定数に 使って います 170 

• 閱数 （main, は inline にで き ません 160 

• 閱 数が 値 を 返す 場合、 そうでない 場合が あります 163 

• 関数で 破壊され る レジスタが global レジスタ 変数に 使われて います 171 

• 関数への ポインタ を 滅算に 用いて います 165 

• 閭 数への ポインタ を 算術 演算して います 165 

• 間数 宣言が prototype では あ りません 160 

• キャスト なしで 異なる ポインタ を 比較し ました 165 

• 局所 宣言 'IdenV が 外部と 一致し ません 158 

• 結果が 使用され ていません 168 

• コード 最適化 は 行われて いません 171 

• 条件 式が 何時も 0 です 166 

• 条件 式が 何時も 1 です 166 

• 条件 式で 定数 を 代入して います 166 

• 条件 式で 論理演算 結果 を 代入して います 166 

• 条件 式に pointer/integer 双方 存在 します 166 

• 条件 式の ポインタが 異種です 165 

• 初期化 要素が 多すぎます 167 

• スコープ は 宣言 か 定義の 中 だけです 161 

• 整数 定数が 範囲 を 越えました 164 

• タイプの 指定の ない 引数の 名前が 関数 宣言に 現れました 160 
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• 多 文字 文字 定数です 164 

• 二重の const です 159 

• 二重の volatile です 159 

• 変換 タ ィ ブが ' const ，です 167 

• 変換 タイプが （volatile, です 167 

• 変数 ' Ident) が inline 宣言です 160 

• ポインタと 整数 を 比較して います 165 

• ポインタ を 整数 0 と 大小 比較して います …… • 165 

• 未知の エスケープ シーケンスです 164 

• 未知の レジスタです： RegName 171 

• 戻り 储は int です 162 

• レジスタ 変数 《/den リの アドレス を 求めて います 166 

• 割り込み 関数 は inline にで きません 171 




Abort ： Out of memory 



Abort : Device full 



Abort : Too many symbols" 
file name file open error 
temporary file open error 



Forced error by fail directive 



bad opecode error 



division by zero error 
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5)X680xO HAS では 
発生し ません。 



expression error 



feature not available error 
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173 



file not found error 
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illegal addressing error 



illegal operand error 



illegal quick size error 
illegal relative error ' 



illegal shift count error 



illegal size error 



illegal symbol error 
illegal value error 
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173 



173 



173 



173 



173 



173 
173 



macro nesting over error 



missing if error 
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173 



missing macro error 



no symbol error 



173 
173 



overflow error 



174 
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• redefinition error 174 

• register error • 174 

• register size error 174 

• too many include file error 174 

• undefined symbol error 174 

• Warning: illegal register list • 174 

秦 Warning: terminator not found 174 

• Warning : illegal alignment 174 

6)X680xO HAS では， • Warning: HAS expanded specifications 6 ) 174 

' ° • Warning: short addressing … 175 

• Warning : illegal short value 175 

• Warning: absolute addressing 175 

• Warning: absolute short addressing 175 




Duplicate definition : symbol name 176 

Already read : file name 176 

Bad option : option name 176 

Calc stack over flow in xxxx 176 

Calc stack under flow in xxxx 176 

Catn't open file : file name 176 

Device full : file name 176 

Division by zero in xxxx 176 

File I/O error : file name 176 

Illegal expression in xxxx 176 

Illegal file size : file name 176 

Illegal SCD information in xxxx 177 

Indirect mode error • 177 

Internal error at : xxxx 177 

Mismatch roff set size (？. ？) ！ 177 

Not found : file name 177 

Not found indirect file : file name 177 

Not obj, arc file : file name 177 

Out of memory ！ ！ (° 糧 0 ; 177 

Over flow in xxxx 177 

Relative error in xxxx 177 

Too many arguments - 177 

Undefined environment variable 'lib* 177 

Undefined symbol (s) in file name 177 
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• Unknown option : option name 178 

• Unknown command : xxxx 178 

秦 Warning, duplicate definition : symbol name 178 
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• . comment コメント 行の 指定 Vol.1 99 

• -cpu アセンブラ 対象 命令 セッ 卜の 指定 Vol.1 100 

• .end プログラムの 終了 指定 Vol.1 98 

• -fail エラ一 の 生成 Vol.1 100 

• . include ソースコードの 挿入 Vol.1 98 

• -org ロケーション カウンタの 指定 Vol.1 99 

• .request リンク 時の ライブラリ 指定 Vol.1 98 




• .bss フロック スト レー ジ セクションの 宣言 Vol.1 102 

拳 .comm コモン エリアの 指定 Vol.1 103 

• -data データ セクションの 宣言 Vol.1 101 

• -offset オフ セッ ト テーブルの 定義 開始 Vol.1 102 

• -rbss 相対 セクションの 宣言 Vol.1 104 

• -rcomm 相対 コモン エリアの 指定 Vol.1 104 

• .rdata 相対 セクションの 宣言 Vol.1 104 

• -rlbss 相対 セクションの 宣言 Vol.1 104 

• .rlcomm 相対 コモン エリアの 指定 Vol.1 104 

• • rldata 相対 セクションの 宣言 Vol.1 104 

• .rlstack 相対 セクションの 宣言 Vol.1 104 

• .rstack 相対 セクションの 宣言 Vol.1 104 

• . stack スタック セクションの 宣言 Vol.1 102 

拳 -text テキスト セクションの 宣言 Vol.1101 
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• • entry 外部 定義 名の 宣言 Vol.1 107 

• . extrn 外部 参照 名の 宣言 Vol.1 107 

• . external 外部 参照 名の 宣言 Vol.1 107 

• . global グローバル シンボルの 宣言 Vol.1 106 

• . globl グロ 一 ハリレ シン ポルの 宣言 Vol.1 106 

• .public 外部 定義 名の 宣言 Vol.1 107 

• .xdef 外部 定義 名の 宣言 Vol.1 107 

• .xref 外部 参照 名の 宣言 Vol.1 107 




equ 



可変 シンボル 偃の 定義 Vol.1 108 

不変 シン ポル 値の 定義 Vol.1 108 



レジスタ リス 卜の 定義 



Vol.1 109 



可変 シンボル 值の 定義 Vol.1 108 




• .endm マクロ 定義の 終了 Vol.1 110 

• .exitm マクロ 展開の 打ち切り Vol.1 111 

• .irp 不定 回数の 緣り 返しの 開始 Vol.1 113 

• -irpc 不定 回数の 文字 緣り 返しの 開始 Vol.1 113 

• • local マクロ 定義 ブロック 内の 局所 的 シン ポルの 定義 Vol.1 111 

• -macro マクロ 定義の 開始 Vol.1 110 

• -rept 緣り 返しの 開始 Vol.1 112 




• dc 



.deb 
• ds 



定数 データの 定義 Vol.1 114 

定数 ブロックの 定義 Vol.1 115 

メモリ 領域の 確保 Vol.1 115 



.even 



偶数 境界の 調整 



Vol.1 116 
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• .else 反対の 条件で アセンブル 実行 Vol.1 117 

アセンブル 実行 Vol.1 117 

• .endc 条件つ き アセンブルの 終了 Vol.1 118 

• .endif 条件つ き アセンブルの 終了 Vol.1 118 

• .if 条件が 真のと きに アセンブル 実行 Vol.1 117 

• . if def シン ポルが 定義され ている ときに アセンブル 実行 Vol.1117 

• .ifeq 条件が 偽のと きに アセンブル 実行 Vol.1 117 

• .iff 条件が 偽のと きに アセンブル 実行 Vol.1 117 

• . if ndef シンボルが 定義され ていない ときに 

アセンブル 実行 Vol.1 117 

• -ifne 条件が 真のと きに アセンブル 実行 Vol.1117 

4.4.8 リスト ファイル 制御 I 

• -lall マクロ 展開 行の 出力 Vol.1 122 

• .list アセンブル リストの 出力 Vol.1119 

• .nlist アセンブル リストの 出力 抑制 Vol.1119 

• .page アセンブル リストの 改 ページ/ページ 長 指定 •••• Vol.1 120 

• .sail マクロ 展開 行の 出力 抑制 Vol.1 123 

• .subttl アセンブル リストの サブ タイ トル 指定 Vol.1 121 

• .title アセンブル リストの タイトル 指定 Vol.1121 

• .width アセンブル リストの 表示 桁 数の 指定 Vol.1120 

4.4.9 シンボリック デバ ッ グ惰 報の ft 定 I 

■ 

• .def〜.endef シンボル テーブル エントリの 作成 Vol.1 125 

• .dim 配列の 指定 Vol.1 130 

• .file ソースファイル 名の 出力 指定 Vol.1 124 

• -line 行 番号の 指定 Vol.1 129 

• .In 行 番号と ロケーションの 対応の 出力 指定 Vol.1124 

• .scl 記憶 クラスの 宣言 Vol.1 126 

• .size サイズの 指定 Vol.1 129 

攀 .tag タグ 名の 宣言 Vol.1 128 

• -type C 言語に おける 型の 宣言 Vol.1 127 

• .val シン ポルの 値の 指定 Vol.1 126 
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